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　薄暗い洞どう窟くつの中で、純血の魔族バルファトス・メギストスは一人、入口から差し込む光に目を細めていた。

　人間の国リットラン、魔族の国ガヴェリオンの両国が戦争を始めてもう百年になる。

　月げつ[image: ]しよく戦争と呼ばれるこの戦いの原因は、この両種族が持って生まれた本能としか説明のしようがなかった。それでも互いの存続のために相手の領分に踏み込まず、国境という境界線を絶対の不可侵としていたが、百年前についにその垣根が破られてしまった。

　そして両軍は疲ひ弊へいに疲弊を重ね、ついに最終決戦を迎えようとしている。

　そんな最さ中なかにメギストスは軍を離れた。大隊を任された魔族でありながら、この戦争の意味がわからなくなり逃げ出したのだ。

　敵からも味方からも追われながら、彼は洞窟で一人死に絶えようとしていた。傷は癒いえず、身体には毒も回っている。いかに強きよう靭じんな魔族といえども、もって三日というところだ。

　しかし死ぬということに対してメギストスは悲しいとも惜しいとも思えなかった。

　彼は戦争に疲れていた。殺し、殺され、憎み、憎まれることに嫌気がさしていた。

　人間と魔族。相反するとされてきたこの両種族の違いが何も無いことに気づいたのだ。

　自分のしてきたことは同族を殺してきたのと何も変わらない。自分はただの虐殺者だ。そんな自分の命が燃え尽きようとしていることを、どうして悔やむことができようか。メギストスはくすぶっていた残り火に水をかけるように、ゆっくりと瞼まぶたを閉じようとした。

「……わっ。誰かいるんですか？」

　声がして、メギストスは閉じかけていた瞼を開く。

　洞どう窟くつの入口に、小さな籠かごを持った少女が立っていた。

　人間の少女だった。年の頃は六か七だろう。

　わずかに逡しゆん巡じゆんする。本来であれば即刻殺すべきだが、この時のメギストスは戦うことに疲れ果て、自分のしてきたことが正しいのかすらもわからなくなっていた。

　人間であろうとも、今まで子供を殺したことはない。これまで殺してこなかったのだから、いまさら殺す必要があるとも思えなかった。

「……失うせろ。軍に報告するなり好きにするがいい」

　構う気力すら無かったメギストスは、少女を見もせずに拒絶した。だが、立ち去るだろうと思っていた少女は、突然洞窟の壁に背を預けているメギストスに一目散に駆け寄った。

　目の前に少女の泣きべそをかいた顔が近づき、メギストスは驚いて目を剥むいた。

　雪のように透き通った白い肌の少女だった。

「けが、してるですか？　いたい、ですか？」

　拙つたない言葉で気遣ってくる少女を不思議に思いながらも、メギストスは目を逸そらす。

「だったら何だ……人間のガキが魔族に触れるな。肌が焼けただれるぞ」

　人間の魔族に関する迷信にそういうものがあることを思い出しながら、メギストスは邪悪に笑う。少女は籠を地面に置いて、潤んだ瞳でメギストスを見上げた。

　そして彼の頭におそるおそる手を置き、

「い、いたいのいたいの、とんでけ～！　です！」

　魔族の頭を撫なでながら、そんなおまじない染みたことを言ったのである。

　魔族であるメギストスにはその言葉にどんな意味があるかなどわからなかった。けれど少女の手は、メギストスの心には不思議と温かく感じられた。

　胸の奥からこみ上げる得体の知れない感情を振り払いながら、メギストスは少女を睨にらむ。

「……何な故ぜ撫でる」

「いたいときは、こうするといいって、お母様が」

「お前は人間で、俺は魔族だ」

「はい。こんにちは、魔族さん」

「頭の悪いガキだ……俺はお前達人間の敵だぞ」

　撫でながら首を傾かしげる少女に、メギストスは答える。

「敵だ。悪い奴やつだ。殺すべき相手のことだ」

「？　じゃあ、魔族さんは、私のてきじゃないです。私はまだ魔族さんがどういう人なのかもしらないです。しらない人は、てきじゃないと思います。でも、たぶん……」

「…………」

「私、魔族さんは悪い人じゃないと思います」

　少女はそう言いながら、りんごみたいに頬ほおを赤くして笑った。

　人間曰いわく、魔族は泣かない。それは悲しいという感情がないから。

　それは半分本当だった。魔族に涙を流す者は少なく、悲しみの感じ方も人間とは異なることが多い。たとえ泣いたとしても理由がわからないことの方が多かった。

　メギストスも同じだ。

　今、頬を濡ぬらす熱いものが流れている理由が、よくわからなかった。

　感じるのは、温かいという感触だけだ。

「……人間の子供……お前の名前は？」

　頭を撫なでてくれた少女に、メギストスが問う。

「アテネ。アテネ・ローズブレイドと申しますっ」

　名乗りながら、少女は笑った。

　たとえどれだけの月日が経たとうとも、メギストスはこの笑顔を忘れまいと心に刻み込んだ。まるで霧が晴れていくかのように、この瞬間に答えが見つかったのだ。

　人間と魔族は何も変わらない？　だから何だ？　それがわかったところで何ができる？　そうして自問を撥はね除のけながら、ずっと考えてきた。

　答えはこんなにも簡単だった。この少女、アテネが教えてくれた。

　変わらないのなら歩み寄ればいい。

　殺し合わずに済むように、相手をよく知ればいい。

　敵でないことを示すために……笑えばいいのだ、と。

　人間達からも魔族達からも凶鳥ヒユツケバインと呼ばれ恐れられてきたバルファトス・メギストスは、この三ヶ月後に行われた両軍の最終決戦において、敵軍の前で剣を捨てて停戦を呼びかけた。その出来事を切っ掛けに、一年以内に人間と魔族の戦争、月げつ[image: ]しよく戦争と呼ばれた戦いは和平という形で終戦を迎えることとなった。

　魔族の英雄と、人間の英雄が共に武器を捨て、世界に平和が訪れた。

　歴史にはそう記されている。

　だが戦争を止めた切っ掛けが、たった一人の少女の笑顔であるという事実を、この時世界はまだ知らなかった。
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　五年が経たち、戦後の処理が落ち着きを見せ始めた頃、メギストスは身の回りの整理を終えて辞表を懐に忍ばせて上官の前に立っていた。

　凶鳥ヒユツケバインと恐れられた魔族の英雄は、人間の少女アテネ・ローズブレイドとの出会いを通じて変わった。戦争の雌雄を決する戦いの場で、彼は敵前で武器を捨てたのだ。

　敵の将もまた彼の行動に倣ならい剣を捨て、疲れきっていた戦場の兵士達は続々と戦闘を放棄したのである。その異常事態により戦場は停戦せざるを得なくなり、戦闘を指揮していた将は両軍上層部に和平を提案し、百年も続いた月げつ[image: ]しよく戦争はあっけなく終戦へと導かれた。

　終戦後、終戦の切っ掛けを作ったメギストスは自分にもまだできることがあると思い軍に留とどまったが、叩たたき上げの士官に過ぎなかった彼の言葉になど上層部は聞く耳を持たなかった。いまだ戦争を望む魔族は多く、軍内部では和平推進派と反対派で様々な政治的な駆け引きが行われている。

　メギストスは政治には疎うとく、戦闘以外での駆け引きは苦手だった。もう自分に役に立てることはないと思い、辞表を提出しようとした矢先に、とある話が舞い込んできた。

「教師、ですか？」

　取りだそうとした辞表を懐に戻して、メギストスは椅子に腰掛けたハリオドロス大佐を訝いぶかしげに見つめた。

「左様。上が相応ふさわしい人材を寄よ越こせと言ってきた」

「しかし、自分に教官の経験はありません。人に物を教えられるほど器用ではないので」

　ハリオドロスは椅子にどっしりと腰掛け、片かた肘ひじをつきながらメギストスを見上げている。鎧よろいを着た男に見えるが、彼は非常に数が少ないリビングアーマー族だ。青年期になると外皮が外がい殻かく化し、鎧そのものとなる種族だ。

　ハリオドロスは兜かぶとの中でふんと鼻を鳴らした。

「教官ではない、教師だ」

「尚なお更さらではないかと」

「我輩は貴様が適任であると判断した」

　何を根拠に……と言いかけて、メギストスは口を噤つぐんだ。ハリオドロスは信頼できる上官だ。最終決戦で両軍が戦闘を放棄した後、軍上層部に掛け合い和平を提唱し、メギストスの処分を不問にしてくれたのも彼である。

　要するに恩人だ。事情を聞く前に口答えをするのはよろしくない。

「言っておくが、軍学校の教師ではないぞ。さらに言えば魔族の教師でもない。貴様には──人間の魔法学園に赴任してもらう」

　一瞬、メギストスは頬ほおの筋肉が引きつったのを感じた。

「魔法学園とは魔法使いを育てるための教育機関のことだ」

「我が国にもありますので存じています」

「魔族の魔法学園は魔法使いという名の兵士を育てるための軍学校だが、人間達の魔法学園は少々趣おもむきが違う」

「魔法使いとは、この世界とは位相が異なる異世界の召喚獣と契約することで得られる力、即すなわち『魔法』を用いて戦う者の総称です。趣もなにもないでしょう」

　人間の魔法学園の教師になれなどという突飛な依頼にイラついたのか、メギストスは少々高圧的な態度でハリオドロスに反論した。

　──『魔法使い』は人間と魔族の戦争である月げつ[image: ]しよく戦争においても戦力の要だった。名のある一流の魔法使いともなれば、多くの召喚獣を使役することで一個大隊を相手に単身で立ち向かい勝利することができてしまう。魔法使いとは『召喚獣』と呼ばれる異世界の生物と契約し、魔力を対価として与えることで魔法を駆使する者達のことだ。召喚獣との契約ができなければ、魔力があろうとも魔法を構築することはできない。

　魔力を扱い、異世界と交信し、召喚獣と契約を結び、魔法を扱う。

　多くの召喚獣を使役し、個にして群たりえる戦力となることが、魔法使いの証あかしだ。

　その証を身につける方法を学ぶ場所がメギストスの知る魔法学園だった。

「戦闘魔法だけが魔法ではない。あちらの魔法学園では幼い頃から様々な職業に適した魔法を学ばせているそうだぞ。知ってるか？　あちらでは魔法使いになるために資格がいるらしい。安全性のためだそうだ。面白いよな」

「私には不向きです。私は戦い方しか知りませんし、教えられることなど何も……」

「そうか？　まあ、貴様を推している理由は能力だけではない。月[image: ]戦争が終戦を迎えてから早五年。ガヴェリオンとリットラン、つまり魔族と人間は完全なる和平への道を歩みつつあるわけだ……誰かさんが武器を捨てたおかげでな」

　誰かさん、とはもちろんメギストスのことだ。

「我輩は貴様にその責任を取れと言っているのだ」

　ハリオドロスの声が急に重苦しくなった。

「終戦の切っ掛けは、我が軍の英雄である貴様が敵を前に武器を捨てたからだ。無論、我輩はそれを責めるつもりはない。あのまま戦いを続けていれば、双方にとって得が無いことなどわかりきっていたからな」

「……私も後悔はしていません」

「しかしそう思わない連中は圧倒的に多い。和平とは相手と対等の関係を築き、融和するということ……これまで殺し合いを続けてきたのだ……納得がいかないのも無理はあるまい？　無論これは人間にも同じことが言える」

　兜かぶとの中で目が細められるのが見えた。

　ハリオドロスは人差し指を立てると、指先をメギストスへ向けた。

「そこで、両種族が和平を結ぶに値する存在であることを貴様が全体に示すのだ」

「だからといって、何な故ぜ教師なのです？」

「人間の魔族への悪印象を植え付けたのは教育だ。魔族の教師を学園に受け入れ、人間の子供達に魔族が悪でないことを教えてほしいというのが、あちら側の要求だ」

　デスクに両りよう肘ひじをつき、ハリオドロスが探るような目でメギストスを見た。

　メギストスにもハリオドロスが言わんとしていることは理解できた。

　若者を愛国心の塊にするため、敵国を過剰に貶おとしめた教育を実施していたのは魔族も人間も同じだ。その教育を改めさせるためにメギストスが送り込まれるということだった。

「魔族への差別や偏見が横行している人間の国で魔族が教師をするのは並なみ大たい抵ていの苦労ではない。しかし貴様は戦場に和平を示してみせた。示すだけ示して現役を退くというのは些いささか無責任というものだろう。実現の足がかり程度にはなるべきだ」

　ハリオドロスはメギストスが辞表を出そうとしていたのもお見通しのようだった。選ばれた理由には納得できるが、だからといって出来そうにないことに頷うなずけるわけがなかった。

「………ふむ」

　なかなか首を縦に振ろうとしないメギストスを見て、ハリオドロスは「忘れていた」とわざとらしく指をパチンと鳴らした。

「ああ、そうだったそうだった！　貴様のやる気が出そうな報が一つあったのだ」

　わざとらしく今思い出したとでもいうように、ハリオドロスがデスクの引き出しから書類を出し、それをメギストスの前に放り投げる。

　メギストスは書類を手に取った。

「向こうから貴様が受け持つことになるクラスの生徒達の資料を渡されていてな。我輩も一応は目を通しておいたのだが……」

「……これが何です？」

「出席番号三四番の生徒を見てみろ。気が変わるはずだ」

　言われるがままに三四番の生徒の写真を見て、メギストスはわずかに目を見開いた。

　メギストスが生徒の名前に目をやったのを見て、ハリオドロスはしてやったりという顔で目を細めた。

「──アテネ・ローズブレイド。敵国の英雄、ウェナ・ローズブレイドの娘。そして貴様から牙を抜いた元げん凶きようと呼ぶべき少女だ」

　その含みのある笑みにメギストスは見向きもしなかった。

　写真を見つめる彼の表情には、迷いと困惑、そして郷愁だけがあった。
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　大陸の中央を斜めに斬り裂くように国境があり、南側が人間の国リットラン、北側が魔族の国ガヴェリオンとなっている。リットランにいる種族は主に人間だが、エルフやドワーフ、一部のウェアウルフも人間として受け入れられている。

　だがそれ以外の種族は問答無用で魔族とされ、差別や迫害が横行しているとか。

　ましてメギストスのような生きつ粋すいの魔族、角持ちニルヴアであればひと目で魔族とわかるためリットラン領内を歩こうものなら石を投げられてもおかしくない。

「この度魔族の国、ガヴェリオンより教師を招き入れることになった理由は、全校生徒、教師共に知ってのことじゃと思う」

　大講堂の壇上で紹介の前置きをしているのは、アザゼリック魔法学園の学園長だ。灰色のローブに杖つえ、白く長い顎あご髭ひげという実に型にはまった格好だった。

　アザゼリック魔法学園はその名の通り魔法を学ぶための施設である。

　アザゼリック魔法学園は名門中の名門とされている。数ある学園の中で最も歴史が古く、歴史に名を残した人間の魔法使いは皆この学園の出だ。月げつ[image: ]しよく戦争でも優秀な戦闘員としての魔法使いを輩はい出しゆつし、魔族達を苦しめた。魔族ですらアザゼリック魔法学園を知らない者は少ないのだが、メギストスは興味が無かったこともあり名前だけしか知らなかった。

　現在講堂に集まっているのは一年生のみだが、それでも生徒数は三〇〇人近くいる。

　彼らはメギストスの紹介をするためだけにわざわざ集められたらしい。たかが新任教師一人が赴任してくるだけならばここまで仰々しくなりはしない。

　魔族の教師が赴任してくるということは、それだけ異常なことなのだ。

「月[image: ]戦争終結から五年。わしら人間、そして魔族と呼ばれる人々も互いに歩み寄る方法を模索しておった。此こ度たびの招待は双方合意の上、和平確立への第一歩となるじゃろう」

　メギストスは学園長の紹介を聞きながら、講堂に集まった生徒や教員を眺めた。

　生徒達から向けられる目は、わかりやすく言うとだいたいジト目だ。「なんで魔族がここに？」とか、「本当にきやがった」とか、「魔族だ！　喰くわれちゃう！」とか思っていそうな感じである。メギストスは教科書にも載っている純粋な魔族である角持ちニルヴアなので、恐れや侮ぶ蔑べつの視線を向けられるのも仕方がなかった。

　人間の魔族に対する認識を変えさせるのはかなり骨が折れそうだ。

《うへ。旦だん那な、こんなとこに突入なんて正気かよ》

　頭の中に直接声が聞こえて、メギストスは自分の肩を見た。

　半透明の黒い毛玉が肩に我が物顔で乗っている。猫の顔のようなものにコウモリの翼が生えたブサイクな毛玉だ。これはメギストスの使い魔であるブラックモンスーンである。

《黙れ。誰が勝手に出てきていいと言った》

《ムキー！　俺様これでも上位魔獣だぞ！　これだから魔族ってやつは嫌なんだ！　人間見習ってもっと召喚獣を敬えよー！》

　メギストスは真顔で肩のモンスーンを手で払う。

　モンスーンはパタパタと翼をはばたかせながら彼の手を躱かわした。

《旦だん那な、やっぱどう考えても敵地のど真ん中だって。ドアホなの？》

《人間は既に敵ではない。何のために俺が教師としてここにきたのか話すら聞いていなかったのか。ドアホは貴様だ》

《いやどう考えても敵だって！　見ろよあの教師達のそうそうたる面々、どいつもこいつも顔見知りか名前ぐらい聞いたことある連中だよ？》

　そう言いながら、モンスーンが翼の先を上下させながら視線を教員達へ向けた。

《右端の爪つめ噛かみながら睨にらんでる女はイーニャ・アザーニ、『水瓶座の女アクエリアス』って名前ぐらい聞いたことあるだろ？　難攻不落のサラトバ要よう塞さいをたった一分隊で水没させた女だ》

《知らん》

《その横にいるのはオベリオン・オスリン、元・正教庁所属の神父で神聖騎士団を率いて二個連隊からの侵攻を防ぎきった別名『十字軍クルセイド』！》

《誰だそれは》

《じゃあ真ん中にいるあいつ！　こっち睨んでる奴やつ！　ダン・レイクウッド別名『黄金[image: ]エルドラド』！　一五年前に旦那と直接ぶつかった精鋭錬金部隊の隊長だ！》

《覚えていない》

《おじいちゃんなの!?》

《角持ちニルヴアは重要性の低い記憶は意図的に封印する習性がある》

《ようは興味無いことはわすれっちまうくそったれな種族ってことね。ほんと魔族って奴はどいつもこいつも……》

《忘れるわけではない、封印だ。寿命が長いのにいちいち覚えていたら精神がもたん》

　メギストスはそう返しながらも、モンスーンの言う通りこの場にいる教員達からの視線が敵意ばかりであることを再確認する。

　生徒達の視線とは質が違う。殺意一歩手前にすら感じられた。戦場で向けられてきたものに近いと感じるのは、恐らく彼ら教員もまた戦場へ出ていたからだ。

　無論、メギストスは覚悟の上でここにきた。ここで敵意を向けてくる全てを相手に、メギストスは魔族の代表として「魔族が悪ではないこと」を示さなければならない。

　ハリオドロスの言葉を思い返しながら、戦場に出る時のように気合を入れる。

『妨害工作が予想される。貴様の失態を狙うものがほとんどだろうが、狙われるのは生徒である可能性を考慮しろ。貴様が受け持つ生徒に何らかの被害が出れば、和平反対派に恰かつ好こうの餌を与えることになる。魔族の信用が無くなるということを肝に銘めいじろ。少なくとも一年間は教師を続けてもらう。生徒を守り、何としても教師としての職務を全まつとうしろ』

　ここが敵地だというのはメギストスにとってはその通りかもしれなかった。

　メギストスは気を引き締めた。教師のなんたるかは、人間の本を読み漁あさって頭に叩たたき込んである。抜かりはない。

「ではメギストス先生、生徒達に一言もらえんかの」

　学園長が半身になってメギストスに前へ出ろと促してくる。第一印象は大切だと教師指南書にも書いてあった。自己を紹介するというのは、自分が何者かを相手に示すということ。

　自分が何者であるのかを、この場にいる者達へ思い知らせろというわけだ。

（いいだろう。望むところだ）

　この自己紹介にメギストスは全力を込めるつもりでいた。

　彼は一歩足を前へ踏み出すと同時に魔力を放出する。メギストスの魔力は魔族の中でも非常に珍しいものだ。限りなく漆黒に近い、肉眼で確認できるほどの魔力の粒子。その溢あふれた魔力は講堂を覆い尽くさんばかりに包み込んでいく。メギストスは放出した魔力を身体に纏まといながら皆の前に出た。

　顎あごを上げて堂々と登場したメギストスの姿に、生徒達は絶句していた。生徒の中には短く声を上げる者や涙を流す者、半ば石化している生徒もいた。感かん涙るいを流してくれまでする生徒がいるのは驚きだったが、見た目の第一印象は完璧だとメギストスは実感した。

　ここからが肝心だ、と気を引き締める。

「本学園の教師を務めることになったバルファトス・メギストスだ。教師として未熟ではあるが、皆と共に切せつ磋さ琢たく磨まし、俺自身も成長していきたいと思っている」

　セリフも完璧。教師指南書にあったものを拝借したが、アレンジは必要だ。

　メギストスは両手を腰の辺りに広げ、目を閉じる。

「だが、やる以上は手を抜くつもりは無い。啓けい蒙もうの道は魔族も人間も変わらないと聞く。どうか期待してほしい……我が秘技、我が英知、我が魔道、諸君人間の生徒には……」

　自分が教師をすることで得られる生徒達のメリットを示し、そして最後の一手に差し掛かる。魔族にはあまり馴な染じみの無いものだが、人間にとっては最重要感情表現であると本にも書いてあった。第一印象を決定づける最強の一手。和平のための第一歩。

　拳を握りながらゆっくりと目を開き、メギストスは口元を歪ゆがめた。

「──俺の全てを、くれてやる……！」

　持ち得る全てを込めた極上の『笑顔』だった。

　完璧だった。ここまで完璧な自己紹介を成し遂げられたことを自画自賛するメギストス。現に彼の自己紹介をくらって生徒達も──

「きゃああああ！　悪魔よ！　悪魔が私を闇に誘ってるー！」

「な、なんて邪悪な笑みをするんだ！　やっぱり魔族は魔族なんだー！」

「に、ににに逃げよう！　こんな場所に一秒だっていたくない！　あいつと同じ空気を吸いたくないー！」

　──生徒達は、脱だつ兎との如ごとく我先にと出口へ走って行った。

　メギストスは驚いて目を見開いたまま硬直した。

　──何な故ぜ逃げる？　あんなにも自己紹介は完璧だったのに何故？

　結局講堂にいた生徒は全員出て行ってしまった。壇上にぽつんと立っているメギストスは、まるで青せい天てんの霹へき靂れきだと言わんばかりに驚いていた。

「なん、だと？」

　メギストスは眉み間けんに皺しわを寄せて口元に手を当てた。俺はもしかして自己紹介に失敗したのか？と、ようやく状況を飲み込む。

「何が悪かったというのだ……自己を示すことと、俺が教師をすることによって得られる恩恵、期待値……全て伝えたぞ！　そして和平を実現するための最強の一手、笑顔！　完璧だったはずだ……」

《旦だん那なにはやっぱ教師無理だよ……なんだよ今の邪悪な笑み。魔族でもビビるっつーの》

「馬鹿な……ッ！」

　教員達も呆あきれや怒りを露あらわにして退出して行き、学園長もメギストスの肩にぽんと手を置いて首を横に振りながら去って行く。

（誰も何も言ってくれないのか？　せめて言葉を交わせ！　俺はこんなにも歩み寄ろうとしたのに、何故人間達は誰も歩み寄ろうとしてくれていないのか！）

《いやまず自分が間違えているってことに気づけよ！》

　静寂に包まれた講堂でメギストスが頭を抱えていると、パチパチと拍手をする音が聞こえてきた。メギストスは講堂の最前列に少女が一人まだ座っていることに気づく。学園の制服は黒が基調なのだが、その少女は白い制服を着ていた。白の制服は宗教上の理由で黒い衣類を着用できない生徒のために学園側が用意したものだ。

　ライラック色の髪に、オパールのような虹の色彩を宿した青い瞳が目につく。

　少女はメギストスを見つめながら、穏やかに拍手を送っていた。

「お久しぶりです、メギストス様。またお会いできて……アテネはとっても幸せです」

　声はあの頃と比べて大人びていた。背もだいぶ伸びている。メギストスは魔力の放出を止めて肩を落とし、とても穏やかな気持ちであの頃と同じように少女を見つめた。

「ああ、久しいな、アテネ。アテネ・ローズブレイド」

　メギストスを救い、世界を救った少女の名を呼ぶ。終戦後一度も顔を見ることすらできなかったが、こうして成長した姿を見ると感慨深いものがあった。

　アテネは涙ぐみながら極上の笑みを浮かべて、胸の前で両手を合わせた。

「私のこと覚えてくださっていたんですね。ようこそ、アザゼリック魔法学園へ」

　忘れるものか、と苦笑する。この時のメギストスは、ブラックモンスーンですら驚くほどに穏やかな表情をしており、

《──あんたその顔で自己紹介しろよ！》

　極めて正論なツッコミを炸さく裂れつさせるのだった。












☆




　教室へ向かうための廊下を歩きながら、メギストスはずっと横目でアテネの横顔を見つめていた。すれ違う生徒達は彼の姿を見て悲鳴を上げながら逃げていくのに、アテネは鼻歌を歌っており、スキップでもしそうなぐらい上機嫌である。

　魔族に物もの怖おじしないのは相変わらずなようだった。

「歳としはいくつになった？」

　当時を思い出しながら問うと、アテネは満面の笑みを浮かべた。

「今年で一四になりました。初めてお会いした時は、えーと、ひぃふぅみぃ」

「九つだ」

「そうです……わっ、感激です。私が何歳だったかまで覚えてくださっていたのですね」

　パァ、という効果音でもしてきそうなぐらいの表情でアテネは喜んだ。

　おまけに両りよう頬ほおに手を当てて赤くなっている。

「どうした。熱でもあるのか？」

「そうではなくて……魔族の中でも角持ちニルヴアの方々は必要のない記憶を封印できるというお話を聞いたことがあったので……だから、メギストス様が私の歳をちゃんと覚えていてくださったことが……えへへ、とってもとっても嬉しいんです」

　アテネは心底照れくさそうに喜んでいた。さすがに恩人の情報を忘れるほどメギストスも薄情ではない。彼女に関する記憶は全て彼の最優先保護の記憶牢ろうに保存してあった。

　月げつ[image: ]しよく戦争中に洞どう窟くつに隠れてアテネの手当てを受けながら生活していた期間は一ヶ月足らずだった。最後は隠れていたことが敵に知られてしまい、リットラン軍の部隊から攻撃を受けたのだ。

　投降する覚悟を決めたメギストスだったが、アテネは彼を守るために飛び出した。

　敵の部隊はアテネが英雄の娘であることを知らずに諸もろ共ともに攻撃をしかけようとしてきた。

　故ゆえにメギストスは傷を負いながらもアテネを守るために戦った。傷だらけなくせにアテネの無事ばかりを案じるメギストスに、アテネは言った。

『私はいつかメギストス様を守れるぐらいに、あなたのそばにいても誰にも文句を言われないぐらいの魔法使いになってみせます！』

　メギストスに抱きつきながら、アテネは言った。

『だからその時は、私をずっとメギストス様のそばにいさせてください！』

　メギストスは薄く笑って、アテネの頭を撫なでた。

『ああ、約束だ。その日がやってくるのを、俺は楽しみにしている』

　その直後、メギストスの救出のために近くまできていた味方の部隊に助けられ、アテネとは離ればなれになったのだ。

　以来、一度も会っていなかった。あの頃と違い、アテネもだいぶ背が伸びている。幼い頃は小動物のように動き回り落ち着きがなかったが、今は背筋が伸びて歩き方に気品があった。横顔も大人び、元から器き量りよう好よしだったが予想よりずっと端整な顔立ちをしている。

「大きくなった。やはり人間の成長は早い」

　感慨深そうにメギストスが言うと、アテネはぎょっとして何な故ぜか自分の胸を手で押さえた。自分の胸を軽く揉もんでメギストスの顔を見上げ、もう一度ふよふよと自分の胸を揉む。

　そしてまたメギストスを見た。

「そうでしょうか!?」

　妙に真に迫った表情と声だったが、改めて頷うなずいてやると、「そっか……やった」と嬉うれしそうに目を輝かせていた。昔から微妙に会話が噛かみ合わないところはあったが、そのへんは変わっていないようだとメギストスは思った。

「しかしまさかお前が学園にいるとはな。よく正教庁から許可が下りたものだ」

「お母様が取りはからってくれました。元々魔法に興味はあったのですが、メギストス様が教師としていらっしゃるという話を聞いて、いてもたってもいられなくて勝手に願書を提出しちゃったんです」

　その後結構大変だったんですよ～、とアテネは語る。

　正教庁とは、リットランの国家宗教をまとめる組織だ。リットランの正教は天使を崇拝しており、魔法を学ぶことに対しては非常に慎重だ。アテネは正教庁所属の英雄、ウェナ・ローズブレイドの娘であるため尚なお更さら反対する者は多かったはずである。

「叱られたんですけど、お母様もメギストス様にくれぐれもよろしくと言っていました」

　苦笑しながら恥ずかしそうにアテネが言う。

　メギストスが母親は元気かと尋ねようとしたところで、アテネが足を止めた。

「メギストス様」

　振り返ると、アテネは熱い視線で彼を見ていた。

「ずっとずっと……お会いしたかったです。この日を、私は待ち焦がれていました」

「ああ、俺もだ」

「本当ですかっ」

「しかしアテネ、一つ言いたいことがある」

　メギストスが近づいて手を伸ばすと、アテネはびくっと肩をふるわせた。

　構わず手を頭に乗せ、軽く撫なでる。

「メギストス先生、だ。様はやめろ、いいな」

「はいっ、メギストス先生！」

　屈くつ託たくの無い笑顔でアテネが頷うなずく。

「しかしお前は魔法学園では肩身が狭いのではないか？　どうだ、馴な染じめているか？」

　メギストスはアテネ達一年生が入学してから一ヶ月半遅れでアザゼリック魔法学園にやってきた。それまでの間、クラスは別の教員が担任をしていたとのことだった。

　本来ならば入学式でメギストスにも挨あい拶さつの場が用意されていたはずだったのだが、手続きの不備や二国間の情勢の変化によって大幅に遅れてしまったのである。

　メギストスが尋ねると、アテネはにっこりと微笑ほほえんだ。

「肩身が狭いということはないですよ。みんな普通に話してくれます。ただ……」

　頬ほおを指で掻かきながら、少し寂しそうに下を向く。

「ちょっぴり距離は感じますね。正教所属だからというよりは、やっぱりお母様の名前が大きすぎるんだと思います」

　考えすぎ、とはメギストスも言えなかった。アテネの母のウェナはリットランでは知らない者はいないほどの有名人だ。救国の英雄を母に持つとなれば、他の生徒達から一歩引かれてしまうのは仕方が無いのかもしれない。

「案ずることはない。英雄の娘という立場はポテンシャルと考えろ。生徒達との距離は時間が解決してくれるだろう」

「ですね。私よりも……メギストス様の方が苦労するかもしれません」

「だろうな……クラスメイトの魔族への偏見はどの程度かわかるか？」

　アテネは苦笑しながら頬を指で掻いて、言いづらそうに言葉を濁す。

「えっと……ちょっと……いや……ずいぶん……うーん、かなり……？」

「なるほど──命を狙われる覚悟はしておいたほうがよさそうだな」

「そ、そこまでの心配をする必要はないと思います！　今日までの一ヶ月半の間は別の先生が担任をなさっていたのですが、その先生が魔族への偏見を取り払う努力をしてくれて……メギストス先生に失礼がないようにと、指導をしてくれていましたから」

　それを聞いて、メギストスは自分の代わりに担任を代行してくれていた教員についてアテネから聞こうとした。

　その時、廊下の一番奥の教室の扉が開いた。

　視線をやると、教室から教師らしき女が顔を覗のぞかせた。女はメギストスを見るなり途中で躓つまずきそうになりながら彼の方へやってきた。

「っとと、メギストス先生、もう職員棟へは行かれたんですか？」

　女ははにかむように笑いながら、髪を手ぐしで整えた。

「あ、自己紹介がまだでしたね。私はあなたがくるまでクラスを受け持っていた──」

「ソフィア・シルヴァーか……俺はあなたをよく知っている」

　率直に言うと、女教師、ソフィアは目をパチパチとさせた。

「さ、さすがガヴェリオンのエリート魔法使い。私なんかをすでにご存じとは……それとも以前、どこかでお会いしたことがありましたか？」

「いや、直接面識があったわけではない。俺も月げつ[image: ]しよく戦争であなたのことを知っただけだが、大変優秀な魔法使いであることはよく知っている」

　メギストスがそう言うと、ソフィアは戸惑いつつも苦笑した。

「あ……そうでしたか。すみません、戦時中のことは、あまり思い出したくなくて……」

「……こちらこそすまない。無神経なことを言ってしまった」

「い、いえいえ！　それより、ようこそおいでくださいました！　アザゼリック魔法学園へようこそ！」

　ソフィアから手を差し出されてメギストスは眉み間けんに皺しわを寄せたが、それが握手という人間の習慣だったことを思い出す。確か交渉などが成立した時にお互いの同意を確かめるための行為だと聞いていた。同時に親愛の印なのだとか。

　メギストスはソフィアの手を握り返した。

「バルファトス・メギストスだ。よろしく頼む」

「はい、よろしくおねが──いぃぃたたたたたたたっ！」

　握り返した途端、ソフィアが涙目になった。握る力が強すぎたらしい。

「すまない」

　謝罪を口にしながら、自分の失態に戦せん慄りつする。人間の身体強度は魔族に比べて低いため、こういったことには細心の注意を払わなければならない。万が一生徒の手を握りつぶしでもすれば落ち度となり魔族全体の信用が失われることになる。

　招かれた立場とはいえ、メギストスにとってここは地雷原のようなものなのだ。

　メギストスは自分の手の上にソフィアの手を乗せて治ち癒ゆ魔法を使用した。

「皮膚に赤みは見られるが骨に異常は無い。応急処置は施すが、念のため医者に──」

「い、いいんですいいんですっ。ちょっと強いなって思っただけですから！」

「すまない。握手は魔族には無い習慣だ。力加減が難しい」

「そうだったんですね。握手の習慣が無い……」

「ああ。基本、頷うなずくだけだ」

「じゃあ、私達人間の習慣に慣れるのも大変でしょう。わからないことがあれば何でも聞いてくださいね。私、クラスの副担任ですから」

　副担任。確かクラス担任の補佐をする役職である。

「といっても、私もまだ新人教師で、学園にきてまだ二ヶ月目なんですけどね」

　あはは、と苦笑するソフィア。

「ソフィア先生、メギストス先生がくるまでの間、正教庁以外での生活に慣れていない私の面倒もいろいろ見てくださっていたんです。とても教育熱心な先生なので、メギストス先生も頼りにしちゃっていいと思います！」

　アテネがそう言うと、「やめてよ～照れるじゃない」とソフィアが笑った。立場上とはいえ、味方になってくれる人間がいるのはメギストスにとって願ってもない話だ。

　しかし彼女が補佐……しかも自分から名乗り出たという。

　メギストスは少し妙に感じたが、悪い気はしなかった。

「それはありがたい。改めてよろしく頼む」

「よかったですね、先生」

　メギストスが姿勢を正して言うと、アテネが心底嬉うれしそうに笑う。ソフィアも柔らかな微笑ほほえみを浮かべていた。

　しかし、

「それでなんですが……就任早々、ちょっと残念なお知らせがありまして」

　頬ほおを指で掻かきながらはにかむソフィアに、メギストスは目を細めた。







　アザゼリック魔法学園は一四歳から入学でき、それから六年間魔法についてを学ぶことになる。卒業するだけで晴れて国が公認する魔法使いとして認められるわけだが、アザゼリックの卒業証書をもらうのは一筋縄ではいかない。

　メギストスの担当クラスは一年Ｄ組だ。魔法学園では、一年生の基礎全般の授業は全て担任が行うことになっており、授業内容によって教師が替わるのは二年生からとなっている。つまり、メギストスはこの一年Ｄ組の生徒達に基礎の全てを教えなければならなかった。Ｄ組は入学者の中でも個性派が集まっているらしく、問題児が多いのだとか。

　新入生だというのに問題児……意味がわからなかったが、一つだけわかるのは……。

「…………」

　受け持つクラスの生徒が半分しかいないということだった。

　階段状の教室を見回して、生徒数を確認しながらメギストスはため息を吐つきたくなった。

　この程度のことは予想できていたが、やはりというべきか、講堂での自己紹介の失敗が響いたのだろう。いわゆるボイコットというやつだ。ソフィアの話ではメギストスの自己紹介がさっそくトラウマになって家に逃げ帰った者もいれば、宗教上の理由で早退、魔族嫌いをこじらせて学園長に抗議しに来たグループもいるとか。

《なかなかに行動的な生徒達だ》

《感心してる場合かよ》

《この程度の躓つまずきは想定の範囲内だ》

《躓いたっていうか、これもう躓いてこけた挙げ句に肥こえだめに落ちて首の骨折ってるようなもんじゃね？》

《全て想定の範囲内だ》

《俺様に強がってどーすんだよ》

　メギストスとしては強がりではないつもりだった。自己紹介の失敗は想定外だったが、最初から生徒達のボイコットが発生するであろうことは予想していた。

　ひとまずいない者に関しては置いておくとして、今いる生徒に集中しなければならない。

　半数ほどの席が空いているが、残った生徒達は大人しく座っている。魔法学園の生徒が男子よりも女子の比率が高いのは、魔法使いの比率と同じだ。

「うーわマジかよ、よりによって俺らの担任かよ」

「今までソフィア先生が担任だったんだから、そのままソフィア先生でいいじゃん……」

　直接面識があるのは最前列にいるアテネだけだ。アテネはこちらに笑顔で手を振っているが、他の生徒はメギストスに犯罪者でも見るような目を向けていた。

「私達生いけ贄にえにされちゃうの？　角持ちニルヴアが角に人間串刺しにしてる絵画見たことあるもん」

「モズの速はや贄にえみたいな？　角持ちって人間食べるの？」

「なんか学園に来たとき荷物の中にでっかい棺ひつぎみたいのがあったらしいよ？」

「な、なんだよ棺って……アンデッド呼び出すための触媒か？　気味が悪いな」

　生徒達の囁ささやき声を聞いて、メギストスはふむふむと頷うなずいた。

《興味を持たれているようだ。案外自己紹介、成功していたのではないか？》

《謎なポジティブさ発揮すんな！　どう考えても好意的に見られてねぇし！》

　メギストスは教材やら魔術書やらを教壇に置いて、脇に立てかけていた自分のステッキを取って生徒達の前に出た。生徒達が息を呑のむ中、メギストスは口を開く。

「それでは授業を開始する。契約基礎教典の二〇ページを開け」

　階段教室の造りのおかげかよく声が響いた。

「あ、あの、メギストス先生？」

　黒板の脇で控えていたソフィアがおずおずと近づいてくる。

「まずは自己紹介から入った方がいいのではないかと。というか今はホームルームの時間なので……」

「自己紹介は講堂でやったはずだ」

「い、いえ、先生のではなく、生徒達のです。先生は生徒達のことをまだよく知らないわけですから、ここは一人一人やってもらった方がいいんじゃないかなって思います」

　がんばって、と拳を握ってソフィアが応援してくれる。

　しかし、メギストスは首を横に振った。

「必要ない。生徒達のことは全て知っている」

　ソフィアがぽかんとする。クラスの生徒達も同じような顔をしていた。

「顔と名前が一致しない者はいないからな」

「あ、あのですね。顔を知っているということではなく、出身とか特技とか趣味とか……あとですね、人間の学校にはホームルームという時間がありまして──」

「教師として必要な情報は揃そろっている」

　メギストスがそう返すと、教室がシンと静まりかえった。

（何な故ぜ静まりかえる？　どう考えても失言はしていないはずだが……）

　訝いぶかしく思っていると、一番後ろに座っている金髪の軽薄そうな生徒が舌打ちをした。

「チッ、魔族がオレらの何を知ってるっていうんだよ……」

　彼の声を耳ざとく拾い上げ、メギストスはなるほどと思った。

（疑っているわけか。よろしい、ならば示すとしよう）

　メギストスはステッキの先を勢いよく金髪へ向けた。

「──名はビルド・マッキントッシュ。出身はアルトヘイル、身長１６５㎝体重53㎏。血液型Ａ型。魔力の属性傾向は『風』。家系は魔法使いではないが、母方の遠縁に魔法使いの血が入っていたため、隔世遺伝により優良な魔力を保有。入学試験の順位は35位」

　金髪、ビルドは驚いて席から立ち上がり顔を引きつらせた。

「そ、そんなの、生徒名簿見れば誰だってわか──」

「特技はギター。本当は音楽家になりたかったが家計を支えるために魔法使いの道を選ぶ。母親はアルトヘイルの村に在住、父親は幼い頃病死。犬のジョニーを飼っている」

「って、え!?　おい!?」

「最近は楽器屋の前で小こ一時間ぼんやりとギターを見上げるのが趣味。好きな食べ物は母親の作るマッシュポテト。嫌いな食べ物は魚類全般。好きな女性のタイプは包容力のある年上。ソフィアと話をする時目を逸そらす。嫌いなタイプは香水と化粧の濃い女」

「待て……う、嘘うそだろ……？」

　メギストスは、今度は三列目の右端にいる女生徒へステッキを向けた。

「次、お前」

「ふぇ!?」

「──名はジェシカ・ブロンドベル。出身はクラフトライン。身長１４８㎝体重43㎏血液型Ｂ型。魔力属性傾向は『銅』。リットランの産業発展に貢献した歴史有る魔法使いの家系。入学試験の順位は87位」

「ちょ、ちょっとまってよ……！」

「特技はアクセサリー作り。産業に必要なネジやらギアには興味が無く、将来的な夢は彫金師になりたいが才能が無い。両親健在、姉と弟が八人いる。幼少期に転んでできた膝ひざの傷と癖毛がコンプレックス」

「膝の傷までなんで知ってるの!?　いつも長めのスカートをはいてるのに！」

「好きな食べ物はケーキと言い張っているが母親の作る芋の揚げ物だ。嫌いな食べ物は味の薄いもの全般。好きな男性のタイプはトッド先生。嫌いなタイプはレイクウッド先生」

「ちょ──ちょっと待て名指しかゴラァ！」

　プライバシーを言い当てられた二人以外の他の生徒達も青ざめていた。

　メギストスは学園にやってくるまでの一ヶ月半の間に生徒名簿を入手し、さらには独自のリサーチを行っていたのである。正直、非合法スレスレのことまでやって情報を集めた。おかげでメギストスは生徒達に関して知らないことはほとんど無かった。

　これも全て、自分がどれだけ教育に真剣か、自分が生徒に対してどれだけ本気かということをわかってもらうためだ。それはもう、無駄に全力だった。

「さあ覚悟しろ。次はお前だ」

　メギストスは暗黒のオーラを纏まといながら、次の生徒にステッキの先を向けるのだった。

　──一分後。メギストスは教壇に両手を突いて額に汗を滲にじませていた。

「…………何な故ぜだ…………ッ！」

　教室に残っているのがアテネだけになってしまっていた。

　アテネ以外、みんな逃げてしまったのだ。

「馬鹿な、一度ならず二度までも……！」

《いや、ストーカーの教師とか普通に逃げるだろ》

　メギストスがモンスーンの一言に驚きよう愕がくの表情を浮かべる。

「ストーカーだと？　教え子について知ることは教師として当たり前だと本に書いてあったのだぞ！　知らないことがあっては生徒を守れないではないか！」

《旦だん那な、物事には限度ってものがございましてね？》

　モンスーンの忠告を聞いても納得などできない。

「何な故ぜだ？　俺が生徒達のことを詳つまびらかに知っていることの何が悪いというのだ？　嬉うれしいかどうかは置いておくとしても、感心ぐらいしてもいいのではないか？　俺がこんなにも全力で向き合おうとしているのに、どうして逃げるのだ……!?」

《いや、だから、まずは自分が悪いってことに──》

　モンスーンの小言が始まろうとした時、パチパチという拍手の音が聞こえてきた。

　アテネがメギストスに拍手を送っていた。

「先生は本気で私達生徒のことを想おもってくれているんですね。種族の違いもありますし、リットランにきてまだ日が浅いのに、すごいです。アテネは素敵だと思います！」

　相変わらず、なんて純粋な笑顔を見せるのだろう。

　メギストスの中の不安も、彼女の笑顔を見ただけで晴れていく。

「伝わる人間には伝わるではないか」

《いやいや補整！　あの子補整入ってるから！　あと感性かなりズレてるから！》

　アテネにだけは熱意が伝わったことは喜ばしくあったが、状況は芳かんばしくなかった。

「しかし魔族にとって当たり前なことが、人間にここまで拒絶されるとは……」

《もう魔族とか人間とか関係なしに旦那が不器用なだけじゃ……》

「不器用？　俺が不器用だと？　今までそんなことを言われたことは一度だって……」

　メギストスは言葉を続けようとしたが、思い返してみて、黙って目を逸そらした。

《心当たりあるんじゃねーか！》

「それより問題はこの先どうすべきか、だろう？」

《だからまずは自分のダメなところを見直せー！》







　結局、逃げだした生徒達はソフィアが説得して呼び戻してくれた。

　幸いホームルームの時間が無駄になってしまっただけで、授業開始はこれからだった。

　しかしこれ以上失敗をするわけにはいかない。教師の評価は第一印象で決まるわけではない。重要なのは実務、つまり授業なのだ。これが初回の授業。ソフィアも「心配だから」と一限の授業には立ち会ってくれている。これ以上迷惑をかけないためにも、一人でできるということを示さなければならない。

　一限目の授業内容は『契約基礎』。魔法使いは召喚獣と契約しなければ話にならないため、文字通りその契約をするための基礎を学ぶ授業だ。

「契約基礎教典の二〇ページを読んだか？　読んだな？」

　授業開始から五分後、メギストスは授業で使う契約基礎教典をゴミ箱に投げ捨てた。

「この教典で必要な知識は二〇ページだけだ。今からお前達に本当に必要な部分だけを俺が教えてやる」

　生徒達がぎょっとして顔を見合わせたりしている。ソフィアもこの行動を問題だと思ったのか、教典が捨てられたゴミ箱とメギストスを交互に見やった。

「あ、あの先生？　基礎教典は三〇〇ページ以上ありますし、全て必要な知識です。私が受け持っていた一ヶ月半で半分は学習できたと思いますが、もう半分はまだです」

「必要ない。時間の無駄だ」

「え……でも、あの」

「魔法使いにとって必要不可欠なものはなんだ？　誰か答えてみろ」

　ソフィアを無視して生徒達に問いかける。

　五秒待ったが誰も手を挙げなかったのでステッキで勝手に指す。

「オルセア君」

「俺？　えっと、魔力？」

「違う。重要だが必ずしも不可欠ではない。次、フェリス君」

「!?　資格、とか？」

「資格を持たない魔法使いなどいくらでもいる。資格ではなく、能力としての魔法使いに必要不可欠なことだ」

　容赦なく切り捨てていくと、答えた生徒は恥ずかしそうに席に座った。

「ふふん、このような問題も解けないなんて、魔法使いを目指す者の風上にもおけないのだっ！　これだから凡ぼん百ぴやくはっ！」

　その時、不ふ遜そんな態度と物言いと共に手を挙げた生徒がいた。

　黄き色いろ味みの強い金髪を肩ほどまで伸ばした背の低い少女だ。体たい躯くも小さければ顔の造りもとても一四歳には見えないような幼さだった。しかし表情からは「この世には自分に敵かなう者など一人もいない」とでも言うような慢心が見てとれた。

　名はマルコット・シュタインサーベル。魔法使いの一部が貴族社会を構築しリットランの一大勢力として台頭した時代の生き残り、シュタインサーベル家の末まつ裔えいだ。

　メギストスはマルコットへステッキの先を向けた。

「マルコット君、答えてみろ」

　マルコットは胸の前で腕を組み、自信満々の顔でこう言った。

「ずばり──血統なのだ！　魔法使いは血が全てなのだ。どんな召喚獣でも、その肉体に脈々と受け継がれる高貴なる血にかかれば例外なく頭こうべを垂れるというもの。つまりこのボクのような人間ならば、いかに上位の召喚獣であろうと頬ほおを紅潮させながら──」

「違う。家系はポテンシャルの一つだが、不可欠なものではない」

　バッサリと切ってやるとマルコットは頬をひくつかせた。

　クスクスと周りの生徒も笑っている。

「まーたマルちゃんが粋いきがってるよ」「今時貴族だからって実力がともなわなきゃ召喚獣に相手にされないよ、マルちゃーん」「態度だけはでかいんだからな～マルちゃんは～」

　皆に笑われている中、マルコットは下を向いてプルプル震えながら勢いよく席に座った。両脇の女生徒二人が、苦笑しながらよしよしとマルコットの頭を撫なでている。

「他に答えられる生徒は？」

　誰も手を挙げない。どうやらあれこれ難しく考えている生徒が多いようだった。

「契約」

　その時、生徒の一人が手も挙げずに答えた。

　深い藍色の長髪を後ろで縛った女生徒が頬ほお杖づえをつき窓の外を眺めている。他の生徒に比べて大人びた雰囲気があり背も高い。無論、彼女の名前と顔も頭に入っている。

「正解だ、ロベリア・セイントバーナー。召喚獣との契約こそが魔法使いとして必要不可欠なことだ。しかし契約と言ってもいくつも種類がある。答えられるか、ロベリア君」

　メギストスが名を呼ぶと、ロベリアは心底不機嫌そうな顔をした。

「一時契約、属性契約、使魔契約……集団契約とか永久契約とか部分契約とか他にもある。許されている契約はだいたい最初の三つだけ」

「その三つの詳細を答えよ」

「一時契約はその名の通り一時的な契約で、献上した魔力分の時間しか召喚獣を使役できない。属性契約は召喚獣ではなく、自らの魔力属性を縛り限定させることで、同属性を持つ召喚獣との契約を通り易くする。使魔契約は契約者側に絶対命令権のある契約で、現界できる魔力さえあれば永続的に召喚獣を使役できる」

「完璧だ。常識ではあるが、さすが筆記試験のみトップだっただけのことはあるな」

　わざわざ強調してやると、ロベリアが初めてメギストスを見た。というか睨にらんだ。

　なかなか上質な敵意がこもった視線だった。理由はわからないがよほど魔族が嫌いらしい。メギストスが嫌いや味みたらしく「のみ」を強調させたのは確認のためだが、溝は深そうだ。

　メギストスは気持ちを切り替えて授業を続ける。

「我々魔法使いは、この契約が行えなければそもそも話にならん。異世界の召喚獣と契約することで、通常では理解不能な魔法を理解するための知恵や、生身では到とう底てい取得できない様々な力を得ることができるのが魔法使いの強みだ」

　ステッキをくるりと回し、メギストスはおもむろに肩に乗っていたモンスーンをひっつかんだ。何しやがる、とジタバタ暴れるモンスーンを掴つかみつつ、生徒達に見せた。

「コレが召喚獣だ。名はブラックモンスーン、我々魔族が扱う闇傾向カオスサイドの召喚獣だ」

　闇傾向カオスサイドと聞いて、生徒達がどよめいた。

「闇傾向カオスサイド……生で初めて見た」

「見た目が可愛かわいいから気づかなかったけど、確かに魔力が普通じゃない」

「大丈夫なの!?　人間襲ったり、精神汚染とかしてくるって言われてるじゃん！」

　不穏な空気が教室内に立ちこめる。

　致し方ないことだ。人間達にとって闇はまだまだ恐れの対象なのだ。

「固定観念は捨ててください！　闇傾向カオスサイドであろうと害悪というわけではありません！」

　ソフィアが言うと、若干ではあるが生徒達は安心したようだった。

「属性体系は知っての通り光と闇に二分される。そして土水火風に分類され、さらに『鋼はがね』や『氷』、『炎』や『溶』、『木』や『雷』など細分化され、実に千以上の属性が存在すると言われている。これらの属性体系は召喚獣との契約に深く関わっているわけだが……まずは二大体系の片割れ、闇を通して召喚獣を知ってもらおう」

　メギストスはモンスーンの頭にステッキを振り下ろし、当たる寸前で止めた。

「火属性の場合は光の振り幅が大きければ光傾向コスモサイドの火属性、闇の振り幅が大きければ闇傾向カオスサイドの火属性。この呼び分けは聞いたことぐらいはあるだろう。リットランでは三年前までは闇傾向カオスサイドの召喚獣との契約は法に違反していたが、魔族との和平が進みつつある現在では申請が通れば闇傾向カオスサイドと契約することが許されている」

　モンスーンがわざとらしく牙を見せつけて威嚇してみせると、生徒達が短く悲鳴を上げた。メギストスがステッキで軽く頭を叩たたくと、モンスーンはやはりわざとらしくキュウと鳴き声を上げた。

「安心しろ、俺が命令しない限り勝手にお前達を襲ったりはしない。契約種も『使魔契約』、つまり俺が上でコレが下だ。お前達の認識の通り、闇傾向カオスサイドの召喚獣は気性が荒く友好的でないものが多い。だが、関係性さえしっかり守っていれば闇傾向カオスサイドであろうとそれほど恐れる必要はない」

　メギストスはステッキを引っ込めてモンスーンを掴つかむのを止やめた。

　モンスーンはパタパタと翼をはばたかせながら、大人しくメギストスの肩にとまった。

　どのような扱いを受けても従順でいる姿に生徒達も安あん堵どする。

「使魔契約は召喚獣側が契約者側に支配され服従することで初めて成り立つものだ。しかし契約の難度は高い。召喚獣よりも自分が上でなければ決して結ぶことは敵かなわないものだ。では一時契約の契約者と召喚獣の関係性はどのようなものか……答えられる者」

　アテネが手を挙げた。

「『対等』、ですね」

「どのように対等か、わかりやすく答えられるか？」

　アテネはぽんと両手を叩いてにっこりと微笑ほほえむ。

「ギブアンドテイクの傭よう兵へいを雇うのと一緒な感じで、合ってますよね？」

「正解だ。傭兵という言葉は、この契約で使役する召喚獣を表す最適解だ。要求された魔力、または触媒を与え、限られた時間内のみ使役することが可能となる。まさに雇い主と傭よう兵へいと言えるだろう。ではアテネ、属性契約も答えてみろ」

「うんと……『同族』でしょうか？　契約できる召喚獣と同属性に自分の属性を縛るわけですから、義兄弟の契ちぎりのようなものですよね？」

「確かに、属性契約は他の契約と違い、儀式を用いて属性を一つに縛ることだ。属性を縛ることで格上の召喚獣との契約を容易たやすくすることができる。ただしデメリットが多く、たとえば水属性の属性契約を行えば、他の風や土といった属性を持つ召喚獣とは契約ができなくなってしまう。おまけに契約の解除が不可能であるためオススメできない」

「でもその分、献上魔力も少なく済むのですよね」

　アテネが補足すると、感心したような周りの生徒が「おぉ」と声を上げた。

　飛び交う称賛の声にアテネは一切反応しなかった。むしろさっきからこの子はメギストスしか見ていない。ものすごくキラキラした瞳で彼を見つめるばかりだった。

　メギストスも気づいてはいたが、無視して授業に集中する。

「以上が契約基礎教典に書かれている必要な情報の全てだ。知っているとは思うが、お前達新入生の最初の試験課題は『召喚獣との契約』だ。デメリットを考えると属性契約は除外、使魔契約はお前達にはまだ不可能。となれば、一時契約を目指すことが妥当だろう」

　教壇に戻ると、メギストスは両手をついて生徒達を見つめた。

「試験までの期限は残り二ヶ月、それまでにお前達全員に召喚獣との一時契約を果たさせると約束しよう」

　教壇の端を握り、視線に力を込める。

「無論、俺まぞくのやり方でな」

　メギストスの微笑ほほえみを見て生徒達の幾人かが、「ひぃ」と短い声を上げるのが聞こえた。

　その時、眼鏡をかけた男子生徒がおもむろに立ち上がった。名はウェズリー・エクセリオス。白い制服を着ているため、アテネと同じ正教に入信しているのが分かる。

「待ってください。お言葉ですが、先生は契約作法の基礎や歴史を学ぶ必要はないとおっしゃっているのですか？」

　彼がボイコットせずに教室に残っていたことを意外に思っていたが、どうやら魔族に対する反骨精神かららしかった。

「その通りだ、ウェズリー君」

「言語道断だと言わざるを得ません。未熟な我々が召喚獣と一時契約を結ぶ場合、召喚獣には敬意を持った作法が求められるはずです。一度でダメならば何度も交信コンタクトし、尊敬をもって少しずつ信頼関係を築いてこそ、初めて契約してもらえるのではないですか？」

　言い方から察するに彼の召喚獣に対する認識は召喚獣が上で、人間は下なのだろう。

　魔族が悪魔に類する召喚獣と契約するのを誇りとするように、正教の人間は天使と契約することを最上の名誉としているのだ。

「基礎教典にはそのための知識が詰まっているはずです。召喚獣は我々より上位の異世界存在であり、本当なら見向きもされませんよね？」

「召喚獣が我々よりも上？　そんなことはあり得ん。たとえ事実でなくてもそう考えろ」

　教室がしんと静まりかえった。ソフィアも黒板の横で驚いたように口を半開きにしている。メギストスは構わず今一度ブラックモンスーンを片手で掴つかんだ。

「魂に刻み込んでおけ。俺とコレの関係が、召喚獣と契約者の正しい在り方だ」

　メギストスが示すと、ウェズリーが机に両手の拳を打ち付けた。

「それは召喚獣に対する敬意に欠けるでしょう！　召喚獣との絆きずなを蔑ないがしろにしてはいけないはずだ！　大事なのは召喚獣との信頼関係、そう教典にも書いてある！」

「君の言う通りだウェズリー。だが──信頼や絆は契約してから築くものだぞ」

　ウェズリーは絶句した様子で立ったまま何か言おうとしていたが、メギストスはモンスーンから手を放し、胸の前で腕を組んだ。

　モンスーンが周りを飛び、翼をたたんでメギストスの肩に止まる。

「お前達に答えさせた事を思い出せ。属性契約は『同族』になる、使魔契約は『支配』する、一時契約は『対等』になることだ。契約者が召喚獣を『崇拝』するなどという契約は存在してはならない。召喚獣に対して対等かそれ以上、それが契約であり、それが魔法使いだ。契約者が下になるなど、断じてあってはならない」

　言いながら、メギストスは指先に己の魔力を集中させてモンスーンの口元へ運んだ。モンスーンが口を開き、球状にまとめた魔力に食らいつく。

「魔力を献上し契約するなどと教典に記されているが、魔力など召喚獣に与える餌に過ぎん。我々の持つ魔力は異世界のこいつらにとっては味のいいご馳ち走そうなのだ」

　生徒達はほぼ全員がウェズリーと同じ顔をしていた。

「魔力など餌以上でも以下でもない。傭よう兵へいや犬に金や餌を献上する主あるじなどいてはならん」

　魔族と人間の召喚獣に対する認識の違いは歴然としている。魔族は召喚獣を友や相棒として扱おうとも、敬うことは決してしないのだ。召喚獣を崇拝してしまうことがいかに危険なことかを理解しているからだ。

「召喚獣を相手に媚こびるな、へつらうな。俺達契約者は召喚獣に報酬を与え、交渉し、命令を下す側だということを常に心得ろ」

　メギストスは教師をやると決めた時から、生徒にこれは必ず伝えると決めていた。

「──それができない者は今すぐ学園を去れ。召喚獣に媚びへつらう者に、魔法使いになる資格は無い」

　メギストスの重い声が教室に響く。

　たとえ納得がいかなくとも、口答えする者は誰もいなかった。
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「ちょっと、先生っ、メギストス先生！」

　最初の授業が終了し、職員室前の廊下を歩くメギストスにソフィアが声をかけてきた。

「いかがされた？」と言いながら振り返ると、ソフィアは膝ひざに手をついて息を吐ついた。

「今の授業……召喚獣を崇拝してしまうことの危険性を教えようとしていたんですよね？　魔法使いはあくまで召喚獣の雇い主であって、使役される側ではない、と」

「ああ、その通りだが……？」

　首を傾かしげると、ソフィアはため息を吐いてから腰に手を当て、少しだけ胸を張った。

「いいですかメギストス先生。彼らはまだ新入生です。魔法使いや召喚獣に対して、形はどうあれ憧れと理想を抱いだいています。その気持ちをいきなり否定するような教え方は、よくないと思いますっ」

「ふむ？」

　これは……怒られているのか？

　ソフィアががっかりしているのにメギストスはようやく気づいた。

「まず、いきなり生徒のプライバシーを踏みにじるようなやり方はよくないです」

「踏みにじった覚えはないのだが……」

「あの子達は今思春期なんです。多感なお年頃なんです。事前にやりすぎな調査をするのもいただけませんが、一番よくなかったのは他の生徒達の前で知られたくない事をつらつらと並べ立てたこと！　あんなことされたら私だって恥ずかしくて死んじゃいますよ！」

「彼らの経歴に恥じるようなことは一つも無かったぞ」

「うわ！　この人、素すでわかってない！　先生にも人に知られたくないことの一つや二つあるでしょうに！」

「無いな」

「先生にはなくてもあの子達にはあるんですー！」

「む……むむ」

　ソフィアは驚きと共に盛大にがっかりしていた。

　そこまでがっかりされると、さすがにメギストスも焦ってきた。

　もしかして自分は、とんでもない間違いを連発していたのでは？

《だから俺様が最初っからずっとそう言ってんだろ！　聞けよ！》

　どうやらそういうことらしかった。メギストスはまた自分が間違えてしまったことを思い知り、突然汗をだらだらと流し始める。顎あごに手を当てて、その場で考え込んでしまう。

「反省したい……したいが……何が悪かったのかまるでわからん」

　メギストスが本気で不可解そうにしていると、ソフィアはますます深いため息を吐いた。

「はぁ、そこはまあ、魔族と人間の価値観の違いでしょうから、少しずつ慣れていってもらうとして……最初にいきなり契約基礎教典をゴミ箱に投げ捨てるなんて……あれも教師としてよくないです」

「し、しかし、あの基礎教典は間違っている。教師たるもの、最初に心構えを教えるべし、と教師指南書に書いてあった。召喚獣と魔法使いの関係を教えてやることは、先ほどの契約基礎の授業において最も優先すべき項目だ。教典を読んで間違った心構えを持たれるよりは、はっきりと俺が示して指標になってやるべきだと……」

「魔族の方々が効率を重視して無駄を嫌うことは知っていますけれど、人間は順序や段階を重んじます。契約基礎教典には、召喚獣に対して敬意を忘れずに、なおかつ対等であらねばならないということがちゃんと最後にまとめとして記されているんですよ？」

「だ、だが、最初に敬意を持たせては……け、結果的に危険を招くのだから、無駄は捨ててしまったほうが──」

「いきなり結果だけ突きつけられても馴な染じめないのが人間、そして生徒達ですっ。そーゆーのよくないですよ、メギストス先生！」

　ビシッと指さされて、メギストスは思わず軍隊時代を思い出して気をつけをした。

　メギストスは素直に頭を下げた。ソフィアがいきなりのことに驚いてきょとんとする。

「申し訳ない。以後気をつける。正直、まだわからないことが山ほどあるのだ。教師の先輩としてどうか今後もご教授を願いたい」












　魔族にも謝や礼という習慣はある。悪いと思ったら謝罪するのは人間も魔族も同じだ。

「しかしそうか……人間は結果よりも過程を重視するのか。考えを改めなければ。ようは適応能力の話か？　戦時中、部下が湿地帯での戦闘に慣れるまで時間がかかったように、魔法使いとしての心得もまた生徒達が馴な染じむまで時間がかかるという……」

　メギストスが頭を下げたままあれこれ考えを口にしていると、ソフィアが苦笑していた。

「……何か？」

「いえ、まさか頭を下げられるなんて思わなくて。誠実な方なんですね」

　誠実。そんなことを言われたのは初めてだった。

「こちらこそごめんなさい、まだ人間の習慣に慣れていないんですもの……急ぐことはありません。ゆっくりやっていきましょ」

「迷惑をかけるが、こちらも全力で挑ませていただく故ゆえ、どうか見捨てないでほしい」

「見捨てないでほしいって、うふふ、しませんよそんなことっ。でもなんか今のちょっとかわいいですね。そんな捨てられた子犬みたいな顔しないでください」

　ソフィアに背中を叩たたかれて職員室へ向かう。

　と、職員室の扉の前に、長身の男と生徒がいるのが見えた。

　あれはメギストスのクラスのウェズリーと、もう一人は……誰だったか。

《ダン・レイクウッド。講堂で言ったじゃん、『黄金[image: ]エルドラド』だよ。『金』属性の魔力を持つ魔法使いで、錬金術師としても有名だっつの。なんでソフィアのことは覚えててあいつ覚えてねーんだよ。美人だからか!?　ソフィアが美人だからかぁ!?》

《教員まで調査する時間が無かっただけだ》

　モンスーンを軽くあしらいつつ、メギストスはレイクウッドを見た。

　するとあちらもメギストス達に気づき、見つめ返してくる。お世辞にも愛想がいいとは言えない顔つきの男だ。右顔面の皮膚が引きつっており、右目が異様に細い。

　男からは単純な魔族嫌いとは一線を画する敵意を向けられていた。

《これも言ったけど、あいつ前に旦だん那なと戦ったことがあるんだよ。んで、敗北した》

《なるほど、それを根に持っているわけか》

　ウェズリーはレイクウッドに必死に何かを訴えかけながらメギストスを指さしていた。レイクウッドはウェズリーの肩を叩いてその場を去らせ、しばしメギストスを睨にらんでいたが背を向けて職員室の中へ入っていった。

　横にいたソフィアが肩を落として息を吐ついた。

「あの人は……レイクウッド先生です」

「ああ、知っていた」

《しれっと嘘うそつきやがった！》

「知っていらっしゃったんですね……私、あの人ちょっと苦手で。生徒からの評判もあまりよくはないんですが、何よりメギストス先生にとっては……」

「かつての敵だった。それも知っている」

《だーかーらー！　お前ー！　あんま調子乗るとソフィアに聞こえる声で言うぞー！》

　メギストスが言うと、ソフィアは彼を見て少し瞳を揺らした。

「先生はどう感じていますか？　かつての敵が今は同僚をしていることについて……」

　メギストスは横目でソフィアを見下ろしながら、少しだけ考えた。

　確かにレイクウッドは敵だった（らしい）が、それを言うならメギストスにとってはここにいる全員が直接的、あるいは間接的に敵だったことになる。

「今は敵ではないのだから、因いん縁ねんを持ち出すのは不毛だと考えている。俺がこの学園にやってきたのは魔族と人間の和平の足がかりになるためだ。人間に根付いてしまっている魔族への誤解を解くのが目的なのだから、俺が憎しみを抱いだいたままでは前進しない」

　メギストスが本心からそう言うと、ソフィアは視線を外して苦笑した。

「そうですか……メギストス先生がそういう方でよかったです。その姿勢を貫いてくれることを願います。できる限り手伝わせていただきますので、お互いがんばりましょうっ」

　ソフィアは両手の拳を握って胸の前に当てながら、ふんすと息を吐いて激励してくれた。

　メギストスは彼女の激励に頷うなずいて、次の授業に備えるために職員室の扉を開くのだった。
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　二限目の授業内容は、実践的な契約に繋つなげるための『属性基礎』だった。

「召喚獣は異世界の生物だ。これらの生物と契約するためには、まずは交信をする必要がある。交信自体は微量の魔力で十分だが、その後呼びかけることで初めて召喚獣はこちらの存在を認識する。召喚獣が好む物や行動、詠唱、そして魔え力さがあることを示してやれば彼らはこちらに興味を持ち、現界し姿を現すだろう」

　メギストスは属性基礎教典を手にしながら、生徒達の前で教壇に立つ。

　本来はこの課程に至るまでに、各属性の召喚獣達の交信のための詠唱を学ぶ必要があるのだが、そのあたりの基礎はメギストスが来る前にソフィアが学ばせてくれていた。

「そこからが契約段階だ。大たい抵ていの召喚獣は十分な魔力さえあれば即座に一時契約に同意し従えることができる」

　生徒達はほとんどが机に突っ伏したり、わざと窓の外を見てメギストスの授業を聞いていない者が多かった。魔族の授業なんか聞いていられるか、という声が聞こえてきそうな態度である。ちゃんと聞いている者の中からも「今のところまともだ」「まともに教えてる」と小声が聞こえてくる。教典を置いて、メギストスは顔を上げた。

「ただし、ここで『魔力の属性』が重要になる。お前達も物心がついた頃に属性の検査は受けたな。その検査により、自分が持つ魔力属性は把握していると思う。一限目でも話したが、その時に傾向も同じように判明していたはずだ。人間は光傾向コスモサイド、魔族は闇傾向カオスサイドの魔力を持つ者が多い。このように──」

　メギストスは魔法触媒のステッキを持ち上げ、自らの魔力を付与した。

　ステッキにどす黒いオーラが纏まとわりつき、周囲の光を少なからず飲み込んだ。生徒達はそれを見てあからさまに怯おびえていた。

「俺の属性は闇傾向カオスサイドの『極』属性。闇傾向カオスサイドであればほぼ全ての属性に適応できる汎はん用よう性の高いものだ。欠点は光傾向コスモサイドの強い召喚獣とはとことん相性が悪いことだ」

　メギストスは一度話を区切り、生徒達を見回した。

「ようは召喚獣との相性を示すのが『属性』だと覚えておけ。しかし、火と水や、雷と土などの反対属性でも契約が可能だということをお前達は知っているか？」

　そう言うと、授業を聞いていなかった生徒達の一部も興味を示した。

「魔力の属性は相性だが、属性で契約する召喚獣を決める必要はないと俺は断言する」

　生徒達は半信半疑ではあったが、近くの者と顔を見合わせたり、耳打ちしたりしていた。

「え、マジ？　火と雷とかならわかるけど、火と水は無理なんじゃない？」

「多属性保持者ハイブリツドじゃないと厳しいんじゃ？」

「もし本当なら夢が広がるけど、現実的に考えると無理だよねぇ」

　小声であろうとも、メギストスの聴覚は無慈悲に声を拾い上げていた。

　正直、してやったりという気持ちだ。

（ふ……やはり興味を持ったか。ソフィアからの助言通りに授業を誘導した甲か斐いがあったというものだ。一限と二限の間にソフィアに助言をもらっておいて正解だった）

　メギストスはソフィアからの助言を思い出しながら、口元にニヤリと笑みを浮かべた。

『さっきも言った通り、召喚獣に憧れを抱いだいている子は多いんです。属性面で諦めてる子も多いから、そのあたりの融通が利くということを教えてあげるのがいいと思います！』

　さすが教師の先輩と言わざるを得ない。二限目の授業からソフィアはいないが、助言に従えば何も問題なかった。興味を引いて手玉に取る。召喚獣との契約交渉と同じだ。

（おかげでうまく生徒達は俺の術中に嵌はまったぞ……！）

《……思考が完全に悪役じゃねーか》

　モンスーンの小言など無視だった。ニヤついてしまっていたが、そのニヤつき具合が生徒達にとっては邪悪なものに見えるということをメギストスは自覚してなかった。

（ふふ、ふふふ……さあ、この調子で生徒から質問とかしてくれると嬉うれしいのだが！）

「しつもーん」

「──はいそこの君ィ！」

　カッと目を見開いて指さされ、手を上げた生徒はびくんと肩を震わせた。

「うお……え、えっと、反対属性の召喚獣と契約するのって、何か意味あるんですか？」

　手を上げた生徒は頬ほおを指で掻かいた。

「火属性持ちで水属性召喚獣の魔法が使えたらかっこいいっつーか、多属性保持者ハイブリツドな感じで強そうなんだけど、あんまり強力な魔法は使えないんじゃないすかね？」

　彼の言葉に他の生徒達も、確かにそうだ、と同意しているようだった。

　メギストスは目を閉じて、静かにその問いに答えた。

「保有属性に合った召喚獣に比べて、反対属性の召喚獣の場合行使できる魔法は少なく、効果も半減するのはその通りだ。しかし、反対属性の召喚獣で扱う魔法には、特有の個性が出る場合が多い」

　メギストスはステッキで魔法帽を被かぶったウェーブのかかった髪の生徒を指した。

　彼女は自分が指されたことで注目を浴びると思い魔法帽を目ま深ぶかに被って顔をかくした。

「リズリー君。君の将来の希望は、医薬品を扱う錬金術師だったな」

「あ、あい、そです。うちの属性、『水』だから……」

　地方出身のためか独特な訛なまりを持った口調でリズリーは答えた。

「しかし本当になりたい職業は刀剣専門の魔法触媒を作る鍛冶師ブラツクスミスだろう？」

「な、なんでそれを!?　誰にも言ったことねーですのに！」

　顔を隠すのを忘れて、リズリーは真っ赤になった顔を上げた。

「水属性持ちでは火属性魔法が必要不可欠となる鍛冶師になるのは不可能……そう思っているのだろう？」

　指摘してやると、リズリーはハッとして再び帽子で顔を隠した。

「しょ、しょうがねーです。鍛か冶じには強力な火力が必要で……魔法触媒を作るともなれば、美しさすら求められるでしょ。有名な鍛冶師はみぃんな上位火属性召喚獣と契約してんです……うちにはなれっこねーでしょ」

「鍛冶師に水が必要ないとでも？」

「……え？」

「確かに武具を鍛えるには火が重要だが、それと同じぐらいに水も重要だ。火で鍛えた武具を冷やす水にこだわりを持たぬ鍛冶師は三流と言われている」

「で、でもっ、メインは火じゃねーですかっ」

　悔しそうに反論してくるリズリーの下もとへ、メギストスはゆっくりと近づいていく。

「月げつ[image: ]しよく戦争時、ガヴェリオンの北東防衛軍の武具管理を任されたレイフ・アドレナーが作る武具触媒は、一〇〇年経たとうと刃こぼれ一つせず、持ち主がいなくなろうと召喚獣が現界し続けて剣に寄り添おうとしたという」

　メギストスは記録に残されている著名な鍛冶師の逸話を話し始めた。

「古鍛冶バッケンカイトスが作る鉄弓は、放っても鉄弦が音を発しなかったそうだ。隠おん密みつ行動において彼の作る弓はあらゆる音を消し、使用者には心を落ち着かせてくれる流水の音色を聞かせてくれるのだとか」

　横まで行ってリズリーを見下ろす。リズリーは驚いたような顔で見上げた。

「どちらも水属性の魔力を持つ魔族達の間では、伝説的な鍛冶師ブラツクスミスだ。こだわり抜けば鍛か冶じの世界でも水が火を凌りよう駕がすることもある」

「…………」

「火力は出ずとも、水属性保有者が作る炎は消えにくく見た目も繊細で美しい。その炎で長い長い時間をかけて鍛えられた鉄が、この二人の作る武具に他に無い力を与えたのだ」

　メギストスはリズリーの頭に手を置いて、それ以上何も言わずに軽く撫なでた。

　リズリーは火ほ照てった顔でメギストスを見上げていた。

　すぐに頭から手を放し、歩いて教壇へ戻る。

「属性は敷かれたレールではなく、枝分かれした可能性だと思え」

　いつの間にかほぼ全ての生徒達がメギストスの話を真剣に聞いていた。今の話にそれぞれ思うところがあったのだろう。自分の魔力属性のせいで志望を変えた者は多いからだ。

「絶え間ない努力は必要だが、属性で将来を決めつける必要はない。それは覚えておけ」

　話を聞き終えた生徒達は、おのおの違った反応を見せる。目に輝きを宿した者、頷うなずく者、まだ判断しかねている者、しかし興味を抱いだかなかった者はいなかった。

　ただ一人を除いて。

「……属性すら持たない人間はどうすればいいのよ……」

　この場にいる誰よりも小さな声だったが、メギストスは確かに聞いた。ただ一人そっぽを向いていたロベリア・セイントバーナーだった。

　彼女の生い立ちや経歴をメギストスはよく知っている。確かに、この話題はロベリアの興味を促すどころか不快に思わせただけだっただろう。

　メギストスは補足をするため、話を続けようとしたが……。

「──そこまでおっしゃるのであれば実践していただきたい」

　口を挟んできたのはウェズリーだ。ウェズリーは椅子でふんぞりかえるように顎あごを上げながらメギストスのことを見つめていた。

「闇に寄った者が光傾向コスモサイドの召喚獣と契約できるとは到とう底てい思えません。光は闇を退け、闇は光を嫌うものでしょう？　火が水と契約できても、光と闇は相あい容いれないはずです。力関係もはっきりしている」

　力関係……光が先に生まれ、闇が後に生まれたという摂理についての話だろう。

　ずいぶんと極端な考え方をする子だった。どちらが先に生まれたかなど、力関係の基準にはならない。それは他の属性にも言えることだ。

「失礼ながら、魔族に光傾向の召喚獣と契約を結ぶのは不可能かと」

　なるほど、と思う。ウェズリーは遠回しに魔族と人間は相あい容いれないと言いたいわけだ。

　正教の人間らしい、闇傾向カオスサイドを否定する考え方だった。メギストスはそういった認識を変えるためにここにいる。ならばウェズリーの言う通り、実践して証明しなければ。

「いい機会だ、実践を交えて教授しよう」

　ウェズリーは顔を顰しかめたが、すぐにやれるものならやってみろという態度で腕を組み椅子に背を預けた。

　メギストスは生徒達の前で自分の魔法触媒であるステッキを持ち上げ、皆に見せつけた。

「契約を有利に進めるために重要になるのが、魔力を帯びた物質、『触媒』だ。触媒素材は食物、植物、液体、鉱物。物質以外にも舞、祈り、歌、文字など、様々なものがある」

　ステッキを手でくるりと回し、軽く撫なでる。

「この魔法触媒は素材に辰しん木ぼくが使われている。辰木は若木の段階で浴びる光によって属性を変化させるわけだが、光を吸収して育つ以上は光属性に特化した触媒ということになる。闇は吸収せず、弾はじいてしまう」

　何な故ぜそんなものを闇傾向カオスサイドの魔族が持っているのかと、生徒達は疑問を抱いだいているようだ。

「この触媒を属性の壁を越えるために使う。では実践しよう、まずは」

　メギストスは指先に意識を集中させ、少量の極属性の魔力を生成。球状に固めて空中に浮遊させる。どす黒い球体を宙に放り投げた後、メギストスは辰木のステッキを振るって勢いよく魔球に打ち付けた。

　空気が破裂するような音と共に魔力が空気中に霧む散さんするのを見て生徒達はギョッとしていたが、散らばった魔力はわずかな煌きらめきを帯びていた。

「自らの魔力に、触媒の持つ魔力を用いてアレンジを加えた。闇と光は水と油のようなものだが、こうして霧散させることによって光と闇の境界線を曖昧にできる。反対属性の召喚獣を呼び出すための技術の一つだ」

　闇と光の共演に生徒達が見とれている。中には「綺き麗れい」と口にする者もいた。

「まだ不十分だ。この程度の魔力量と純度では召喚獣は興味を示さない。だが──」

　メギストスはもう一度、空気を切り裂くようにステッキを振るった。

　風が巻き起こり、生徒達の教材のページがめくれる。

「──行動により『風』を巻き起こし、新たな属性を加えることで幅が広がる。これで闇傾向カオスサイドの『風』と光傾向コスモサイドの『風』、両方の召喚獣を招くための環境が整った」

　説明を加えながら、メギストスは目を閉じた。

「次に交信だ。意識のみを召喚獣が住まう異世界へ飛び立たせる。座標は上層四五階第三世界──『シルフォニア』だ」

　脳に魔力を集中し、世界をずらすイメージを浮かべる。全ての異世界はこの世界と上下で幾つもの層で重なり合っており、横にも広く展開している。上層に行けば行くほど光傾向コスモサイドが強くなり、下層に行くほど闇傾向カオスサイドが強くなる。

「シルフォニアって……大妖精がたくさんいる世界だよな？」

「上の四五!?　そんなの光傾向コスモサイドが強い人でも難しいでしょ」

　教室がざわめいているがさすがに気をやっている余裕はない。変則的な召喚は通常よりも集中力を要し、まして闇傾向カオスサイドの属性保持者であれば非常に繋つながりにくく、幾万という針の中に隠された当たりを見つけて糸を通すようなものだった。

　通す糸を間違えれば反動で脳に激しいダメージを負うし、長く意識探索を続ければ一時的に「心の在りか」を見失う。上位異世界になれば死ぬこともある危険な作業だ。

　触媒のおかげで目安はつくが、こればかりは腕が必要になる。

　やがて意識が開け、緑豊かな風の谷のようなビジョンが頭の中に流れ込んできた。

　無事異世界と意識が繋がった。下準備をしたおかげか、幸いなことにシルフォニア側ですでにメギストスに興味を持った召喚獣が多数いる。

　狙い通り。向こうからこちらに興味があるならば、呼び出すのはそれほど苦労しない。

【風界に棲すむ者達よ、我が声を聞け。この魔風を贄にえに戯たわむれを用意した。疾とく訪れよ、さすれば汝なんじら風の使者に享楽を与えん】

　詠唱を行い、シルフォニアに呼びかける。

　メギストスは目を開き、ステッキで前方を指した。

【我が名はバルファトス・メギストス──集え、疾しつ駆くの羽達よ】

　自らの名を示した直後、メギストスは今一度ステッキを振って風を巻き起こした。

　その瞬間──教室中に緑色の光を帯びたモノがあふれ出た。それらはまるで鳥の群れのように飛び回り、笑い声を上げながら教室内のあらゆるものに興味を示した。生徒達は短い悲鳴を上げたが、すぐに宙を飛び交う妖精達に目を奪われる。

「なによこの数……!?　嘘うそでしょ、シルフにエインセル、シルキィまでいるの？」

「どうして？　全部光傾向コスモサイドの召喚獣なのに、触媒だけでなんとかなるものなの？」

「辰しん木ぼくは魔力が強い素材じゃないよ……魔族の呼びかけに向こうから姿を現すなんて」

　感嘆と困惑を露あらわにする生徒達の中にはウェズリーもいた。

　近づいてきた妖精を手に乗せて挨あい拶さつをしながら、アテネが微笑ほほえんでいた。

「すごい……さすがメギストス様です……」

「うわーやめ、やめろー、つつくな～！」

　マルコットは妖精に意地悪をされて泣きべそを掻かいている。

「…………」

　ロベリアは自分の存在をアピールしてくる妖精どもを徹底的に無視しようとしていた。

　メギストスはステッキを床につき、生徒達と同じように妖精達を見上げる。

「召喚獣にも種族や個体によって個性があるということを覚えておけ。俺がシルフォニアを選んだのは好奇心旺盛で戯たわむれを好む妖精が多くいるからだ。光傾向コスモサイドと闇傾向カオスサイドの魔力を風に乗せて彩いろどってやったことで、連中は面白いと感じて自ら出向いてきたというわけだ」

　説明しつつも、メギストスは妖精飛び交う教室の光景に呆あきれてしまう。

（いかんな、少し呼びすぎた。名指しで呼べば種族や個体の限定ができるのだが、定めなかったせいでこんなにも多くの妖精がやってきてしまうとは……）

《『極』属性魔力と光触媒に風のイルミネーションだもんな。そりゃ綺き麗れいだろうよ》

　ちょれー奴やつら、とモンスーンが妖精達を鼻で笑っている。

　こんなに釣れるとはメギストスも想定外だった。妖精は帰りたがらなかった場合ごねて面倒なのだが、そのことは帰す時に考えることにした。

「物質や行動以外にも精神状態や心の在り方、思想や感情も触媒になる。気性の荒い召喚獣を呼ぶ場合は荒々しさを、気質を重んじる召喚獣には気け高だかさを心に込めろ。奉納だの献上だの堅苦しい考えは捨てて、とにかく召喚獣の興味を引くことを実戦しろ。それが『触媒』というものだ」

　メギストスは群がってきた妖精を手で払いつつ生徒達に説明を続ける。

「お前達はまだ魔力が少なく、自在に操ることもできない。だから足りない部分はまず触媒でカバーしろ。触媒選定を学ぶことも契約への近道だ」

　一番伝えたいことを告げると、アテネがメギストスに拍手をした。

　最初は一人だけだったが、釣られるように他の生徒も拍手を始める。

「さすがに認めざるをえないでしょ……メギストス先生すごいや」

「属性の悩みを超えるためにこんな方法があるなんて知らなかったわ」

「メジャーな方法じゃないと思うけどね。可能性を示してくれただけでもありがたい」

　皆、大いに感心してくれたようだった。それほど難しいことをしたわけではないが、こんな方法があったことを生徒達が知らなかったのも無理はない。人間達は闇傾向カオスサイドの異世界と交信すること自体が法で禁じられていたし、もし法を犯せば異端者として裁かれていた。解禁されたのは月げつ[image: ]しよく戦争後のことだ。こういった認識も変えていくことができれば、人間と魔族双方の発展に大きく貢献できるかもしれない。

（なるほど、これが教育の醍だい醐ご味みか。生徒達の将来に希望を示すことで世界を変えていく……なかなか面白いではないか）

「ま、待ちたまえ！　まだ交信と召喚しか成功していない！　契約はまだだろう！」

　拍手の中で、ウェズリーが立ち上がって声を上げた。

　拍手で終了しそうな雰囲気だったが、彼の言う通り授業はまだ終わったわけではない。

「よろしい。それでは締めに入ろう──最後に一時契約を実践する」

　拍手が止やみ、生徒の視線がメギストスに集中した。皆胸を高鳴らせているようだ。

　これだけの妖精を呼び出した男が、いったいどのようにして光傾向の召喚獣と契約するのか……期待がひしひしと伝わってくる。

　メギストスは教室を見回し、飛び交っている妖精を品定めした。

（ここまで成功していれば、あとは簡単だ。だからできるだけ上位の──あいつがいい）

　メギストスは天井付近で教室を見下ろしていた、一際強い光を持つ妖精に手招きした。

　妖精はメギストスの要求に応え、ふわふわと降下してくる。

　それを見て生徒達がまた声を上げた。

「あれって……シャ、シャインシルフかよ！」

「『輝風』属性の最上位妖精じゃん！　あんなのまでいたの!?」

「え、うそ、さすがに契約するのは無理あるんじゃない!?」

　騒がしい生徒達に目もくれず、シャインシルフがメギストスの元へやってくる。この妖精は最初から呼び出した張本人であるメギストスにしか興味を示していなかった。

　薄い虹色の羽を持った、幼い少女のような姿をした妖精だ。

　メギストスが手を差し出すと、シャインシルフは手先までやってきて、おっかなびっくりといった様子で手の周りを旋回していた。まだメギストスがどういう気質の魔族か測りかねているのだろう。シルフォニアの妖精は言葉を話さないが、テレパシーのようなもので同族同士で意思疎通をするらしい。

《あーあ、かわいそーな奴やつ。旦だん那なはどうせ……》

　モンスーンが同情していると、シャインシルフがメギストスの指先を突いた。

　その瞬間──メギストスはシャインシルフを乱暴に引っ掴つかんだ。

「「「「「「「「「「「「「「え」」」」」」」」」」」」」」

　生徒達の目が、文字通り点になる。

　メギストスは構わず右手に握ったシャインシルフを引き寄せ、左手に魔力を凝縮させて近づけた。ピィピィと悲鳴をあげていたシャインシルフだったが、顔前に魔力の塊を近づけると「ピッ」と言って硬直した。

　そしてメギストスは、召喚獣との契約のための交渉を実践した。

「──俺と契約しなければ、貴様の口にこの魔力をねじ込む。闇傾向カオスサイドの魔力は貴様ら光傾向コスモサイドには刺激が強すぎるのは知っている。一気に喰くえばどうなるか……試してみるか？　シャインシルフ」

　凄すご味みを出すために体中から魔力を溢あふれさせながら交渉してやると、シャインシルフはしばらくブルブル震えていたが、やがて「降参」といった感じに両手を上げた。

　するとメギストスの足元に魔法陣が浮き上がり、シャインシルフの頬ほおに契約の証あかしである契約刻印が刻まれた。

　その刻印を見て、メギストスは「しまった」と口にした。

「一時契約を実践するつもりが、勢い余って使魔契約を結んでしまった……まあ手順は似たようなものだ。このように交渉が上う手まくいけば、召喚よりも契約は容易たやすく……ん？」

　メギストスは教室の空気にようやく気づいた。

　いままでに無いほどに静まり返っている。あれだけいた妖精も勝手に自分の世界に帰ってしまったのか、シャインシルフ以外に一体たりとも残っていなかった。

　手間が省けたのはいいが、生徒達のこの反応は何だろうか？

「どうしたお前達……契約は上手くいっ──」

「「「「脅迫じゃねーかぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」」」」

　──この時の生徒達の叫び声は、校舎中に響いたらしい。

　メギストスはその後生徒達から軽蔑されまくり、何な故ぜなのかと考えあぐねている内に二限目の授業が終了してしまうのだった。

「……結局何が悪かったのだ……？」

《締めだよ、締め》

　後々わかったことだが、メギストスの契約のやり方は人間達にとって主流ではないらしく、魔族の「契約を結んでから関係を築く」というやり方は、人間にとって馴な染じみがないことが判明した。

　メギストスはまたしても人間の面倒くささと繊細さを同時に思い知るのだった。
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　アザゼリック魔法学園にメギストスが赴任してから五日目がやってきた。

　失態続きだった初日の授業を終えた後、ソフィアに報告したところお説教をされ、猛省しつつ宿舎へ帰り、徹夜で教師のなんたるかを改めて予習し、後日実践を試みたのだが……結果はあまり芳かんばしくなかった。

　二日目に生徒達に異世界との交信法を学ばせる『交信基礎』の授業を行った際には……。「異世界との交信は脳に負担がかかる。失敗すれば相当な負荷がかかるだろう。だが安心しろ。気を失おうが精神が壊れかけようが──俺が回復させて何度でも挑ませてやる」

　脳に負担がかかることがわかっていながら、痛いけど回復すれば問題ないという強硬手段により生徒達から非ひ難なん囂ごう々ごう。

　三日目の魔力の放出法を学ばせる、『魔力生成基礎』の授業の時は……。

「魔力の生成量を増やす方法はずばり、これを食え。カサガラ草だ。味は気を失うほどまずいが地道な努力をするよりは手っ取り早い。今から二ヶ月間これを食い続けろ。これ以外食うな──飲み物もカサガラ草の絞り汁以外飲むな」

　魔力を増やす方法を教えるも、これもまた食生活を強制するようなやり方を教えてしまい、生徒からドン引きされた。

　そして四日目、放出した魔力を操作する方法を学ばせる『魔力操作基礎』の授業……。

「こればかりは知識ではない、重要なのは感覚だ。数をこなせ──寝ずにやり続けろ」

　できないのなら寝ずに頑張ればいいという根性論によって、生徒達から呆あきれられる始末であった。メギストスからしてみれば、召喚獣との契約にこぎ着けるための最短かつ最高効率のやり方を教えたつもりだったのだが……。

「何な故ぜだ」

　五日目も似たような失態をやらかし、ますます生徒から嫌われてしまっていた。

　午前の授業が終わり、現在は昼休み。職員室に一いつ旦たん戻ったメギストスは、デスクで頭を抱えていた。

《旦だん那な、もう根本的に向いてないんじゃないか？》

「だが教える順序と段階は間違っていないはずだ。交信訓練は完璧なアフターフォローを保証していたし、魔力生成量アップだって過剰に放出と再補充を繰り返す訓練よりもカサガラ草を摂取した方がよほど身体への負担が少ない……味はともかく栄養だって満点だ。しぼり汁は蜂蜜や果汁を混ぜると飲みやすくなることもちゃんと教えた……！」

《──結局効率重視すぎて引かれてるんだってば！　極端なんだよ！　あと魔力操作は擁護しようがないぐらいに丸投げじゃねーか！》

「魔力操作は方法を教えたら数をこなす以外に無いだろうが……！　赤ん坊に歩き方を教えるようなものだぞ……！」

《人間は魔族と違って睡眠重要なの！　寝かせてやれよ！》

　連日の失態を思い返しながら、どう軌道修正したものかと職員室で頭を抱えていると、一人の教師が声をかけてきた。

「よっ、おつかれ[image: ][image: ][image: ]さん」

　デスクの前にコーヒーを置かれて、メギストスはその教師を見上げた。

　赤髪の軽薄そうな外見の男だった。常に口元に笑みを浮かべ、眠たそうな目をしているこの男の名は、トッド・アルマイザー。同じアザゼリック魔法学園の教師で、同学年のクラス担任だった。彼は属性契約の魔法使いで、『火』に属性を限定させることで、火属性の強力な召喚獣と契約しているらしい。

「飲めよ、最初の一週間はキツいっしょ。魔族となればなおさらだわな」

「感謝する。いただこう」

　遠慮無くコーヒーを口に運ぶと、トッドは隣のデスクに座った。

　頬ほお杖づえを突きながらトッドはだらけきっていた。まともに会話をするのはこれが初めてだが、どうやら不ふ真面目まじめで気安い男らしい。

　他の教員にはソフィア以外に見向きもされないのだが、彼は自分から話しかけてきた。

「どーよＤ組は？　順調かい？」

「ん……んん。いいや、正直難儀している……」

「うちのクラスもやっと属性基礎について教え始めたとこなんだけどさぁ。俺ってば属性契約の魔法使いじゃん？　『火』属性以外教えることないじゃん？　困っちゃってさ～」

　トッドは横で盛大にため息を吐ついた。属性基礎についての授業をいまさらやっている時点で彼の不ふ真面目まじめさは推おし量はかれるが、どういうわけかトッド・アルマイザーは生徒から人気が高い。顔がいいからだとソフィアは言っていた。

（顔がいいことは教師に関係あるのだろうか……顔だけならば、俺もそこまで悪くはないと思うのだが……）

「もうやる気ないっつーか、最初からないっつーか」

「確かそちらは幼少期に属性契約を結んだのだったか？」

「いろいろ成り行きでね。火に限定してっから、水にも風にも土にも関わったことない」

「しかし火属性に限定すれば最上位の精霊や聖獣との契約が可能になるではないか。話では三匹の聖獣を使い魔にしていると聞いた。生徒から羨せん望ぼうの的なのでは？」

「まあねぇ。見せてってせがまれたけど、属性契約に変な憧れ抱いだかれてもな。さっきの授業なんかいかに属性契約がデメリットだらけなのかを話しただけで終わっちゃったよ」

　トッドは笑いながら肩を竦すくめて話した。

　属性契約をフォローできないことはないが、彼の言うことは正しい。戦闘や競技であれば一点突破の属性契約が優位に働くことはあるが、汎はん用よう性は皆かい無むだ。仮に他の属性の召喚獣と契約できたとしても、拒絶反応で命を落とす可能性が高いのだ。

　確かに教きよう鞭べんを執る立場だと限定的すぎてやりづらいのかもしれない。

「ほんっと、先が思いやられるぜ～。そもそも根本的に教師向いてないんだよな～。あ[image: ][image: ][image: ]、女の子はべらせるだけの楽な仕事他にねぇかな[image: ][image: ][image: ][image: ]」

「そーゆーのよくないと思いますよ～、アルマイザー先生」

　だらけきっているトッドの後ろを、ソフィアが通り過ぎてメギストスの正面のデスクに教材を置いて座った。

　ソフィアがきたのを確認するや否いなや、トッドは顔を上げてニヤニヤと笑い始めた。

「え、なになにソフィアちゃん、嫉しつ妬としちゃった？　俺が他の女の子の話したらいじけちゃったの？　だぁいじょぉぶだよぉ、俺未成年に興味無いから～」

「よくないですね～、いったい何人の女性にそうやって気を持たせてきたんですか～」

「五〇人ぐらいかな？　ねぇねぇ好きな男性のタイプは？　甘い物好き？　お酒は？　この前いい店みつけたんだ、よかったら──」

「好きな男性のタイプは優しい人で、嫌いなタイプは顔だけ良くて軽薄な人でーす」

　笑顔で遠回しに誘いを断ったソフィアに、一切めげずにトッドはアプローチをかけていた。しかし今メギストスはそれどころではない。デスクに山のように本を積み上げて高速で読みあさっている最さ中なかだった。

　目玉に翼が生えたような姿をした闇傾向カオスサイドの召喚獣、『ミラーアイ』を二匹呼び出し、そいつらにも同時に本を読ませている。この召喚獣は視線を共有する魔法を使うことができるため、メギストスは三冊の本を同時に読んでいた。

　端から見たらさぞや異様な光景だろう。トッドとソフィアの訝いぶかしげな視線を感じる。

「何してんの、メギストス先生」

「教師の指南書と人間の習慣についての本を読んでいる。一般常識は身につけたつもりでいたが、認識が甘かった。俺が思っていた以上に人間はめんど……奥が深い」

「真面目まじめだなぁ」

　これっぽっちも感心していない声でトッドが言うと、ソフィアが彼をジト目で見た。

「アルマイザー先生が不真面目なだけです。頑張ってる人を茶ちや化かすのはよくないですよ」

「茶化してるつもりは微み塵じんも無いぞ」

　肩をすくめるトッドをほっぽって、ソフィアが改めてメギストスの方を見た。

「ところでメギストス先生、今日の午後の授業についてなんですが……」

　メギストスは一度だけ顔を上げて、すぐにまた本に視線を落とした。

「属性選択授業だったな。初回の内容から今後の方針まですでに固めている。問題ない」

「いえ、それがですね……大変言いにくいんですが……」

　また顔を上げると、ソフィアが苦笑しながら頬ほおを指で掻かいていた。

　メギストスは召喚獣達を異世界に帰し、ソフィアから聞かされた話に目を細めた。
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　ソフィアから「言いにくいこと」を聞かされた後、メギストスは昼食を持って学園の噴水広場前のベンチに座っていた。昼休みを終えれば午後の授業になるわけだが、そこからは属性を限定した選択授業になるため、クラスの生徒全員に授業を行うわけではなくなる。

　メギストスが受け持つのは当然『闇属性群』だ。

　彼の『極』属性は、汎はん用よう性が高いため闇傾向カオスサイドのほぼ全ての属性を担当できるため、メギストスは適任と言えるだろう。

「しかし、まさか希望者がアテネ一人しかいないとは……」

《闇が法で禁じられてたんだ、当然っしょ。しかもさっきの授業の後じゃね～》

　少ないのは予想していたが、まさかのたった一人。闇が嫌われていると言っても、皆興味がないわけではないと思っていた。魔法の探求者であれば、法で禁じられていた属性に触れることができるのは喜ばしいことではないのか？　と。

　現実は非情である。

「わかっている。闇傾向カオスサイドに手を出した人間は例外なく裁かれてきたのだろうし、連日の失態続きのせいで興味を持ち始めた生徒達が離れたという事実も重く受け止めている」

　だが、やはり少しショックだった。俺なりにがんばってはみたのだが……とメギストスが気落ちしていると、何も無い空間から羽の生えた妖精が姿を現した。

《～♪》

　初日に使魔契約をしたシャインシルフがメギストスの周りをくるくると飛び回り、目の前で停止すると前髪のあたりをニコニコしながら撫なでてきた。

　メギストスは指先にほんの少量の魔力を発して、シャインシルフの口元に差し出した。

　シャインシルフは舌を出してペロッと魔力を舐なめた。すると、初めて炭酸飲料を口にした子供のようにプルプルと震えて痺しびれていたが、すぐにまた笑顔になって周りを飛び回った。刺激が強いというだけで、光傾向コスモサイドの召喚獣にも闇傾向カオスサイドの魔力は餌になる。もちろんあまり味を好かれはしないが、例外は結構いるのだ。

《あーれま、ずいぶん懐なつかれちゃったな。旦だん那なは契約までがすんげぇ雑なだけで、契約済みの召喚獣には待遇いいからな～》

「光傾向コスモサイドの召喚獣にここまで懐かれたのは初めてだ。使魔契約もこいつが最初か」

《召喚獣として使い物になるかは別として、お前さんよく旦那と契約する気になったな》

　モンスーンが尋ねても、シャインシルフはニコニコしながらメギストスに寄り添うだけだった。シルフォニアの妖精は邪よこしまな心を持つ者には見向きもしない。このシャインシルフがメギストスに懐いているのは、召喚した時に彼の心が伝わったためだろう。

　──種族を超えて人間とわかり合いたいから、力を貸してほしい。

　メギストスの中にあったのはそんな気持ちだった。

「召喚獣が相手ならばこのような苦労をしなくて済むのだがな……いや、いやいや」

　これはよろしくないとメギストスは首を横に振った。弱音を吐く暇があるなら行動だ。メギストスは干し肉を取り出して齧かじりつきながら、持ってきた書類に目を通そうとした。

　と、その時。

「せ～んせっ」

　後ろからいきなり抱きつかれて、メギストスは危うく干し肉を丸飲みしそうになった。

　メギストスの首筋に頬ほおを擦すり寄せながら、アテネが幸せそうに笑っていた。

「アテネ、食事中だ。お前ももう一四なのだから、もう少し人目というものを気にしろ」

「えへへ～ごめんなさい、先生の後ろ姿があんまりにも寂しそうでしたので、つい」

「そんな背中をしていたのか、俺は……」

　アテネは背中に抱きついたままメギストスが口に咥くわえているものを見た。

「先生、お昼ご飯また干し肉だけですか？　ちゃんと食べなきゃダメですよ」

「魔族はいざとなれば光合成ができるから、あまり栄養補給を必要とせんのだ」

「光合成で摂取できるのはカロリーだけですし、やっぱりちゃんと食べないとですよ」

　アテネが、「じゃーん」と言ってナプキンに包まれた籠かごをメギストスの目の前に出した。

「アテネ特製のサンドイッチ、野菜多めです！　一緒に食べましょうっ」

「お前が料理……？」

「おやおや、侮あなどってらっしゃいますね？　アテネももう一四です、将来のために料理ぐらい学んでますですよ」

　ふふふーん、と胸を張るアテネだったが、彼女の手の指に絆ばん創そう膏こうがたくさんついているのをメギストスは見逃さなかった。物覚えがよく、何事もそつなくこなせる天才児ではあったが、アテネは少し抜けているのだ。今にも踊り出しそうな上機嫌さでベンチを回り込もうとして段差に躓つまずいてこけそうになりつつ、アテネはメギストスの横に腰を下ろした。

「はい、ど～ぞ～」

「ん、ありがたくいただこう」

　鼻先に差し出されたサンドイッチを手に取ろうとしたら、アテネが今にも泣きそうな顔になった。

「はいっ、どーぞー」

　メギストスがもう一度手で受け取ろうとすると、アテネは「ひん」と泣き声を上げた。

「うー……あ～ん、ですよ？」

　アテネが懇願するような上目遣いで見てくる。

　口で取れということだろうか。理由がよくわからなかったが、要望通りにメギストスはそのままサンドイッチにかぶりついた。そしてじっくりと咀そ嚼しやくする。

「どうですか？」

「美う味まい。やればできるではないか。この出来なら店で出しても恥ずかしくあるまい」

「しょ……しょんなぁ、えへ、えへひひひ」

　アテネは顔を赤くしながら自分の頬ほおやら頭やらをこねくり回している。

　ちなみにサンドイッチの具はレタスとトマト、あとはバジルソースだった。使われているパンも片面が軽く焼かれていたり、シンプルに見えて結構凝っている。

　えへん、と自慢げにするアテネを横目で見ながら、メギストスはサンドイッチをパクついた。保存が利くという理由だけで干し肉ばかりだったが、やはり野菜はいいものだ。こっちに来てから、まともな食事をしたのは初めてかもしれない。

「メギストス先生がよろしければ、アテネが毎日お昼ご飯を作ってきます！」

「いらん。作ってもらう理由がない」

「ふぇぇぇぇぇぇぇ！」

「それに毎日怪け我がをされては見るに耐えん。痕あとになったらどうする……指を見せろ」

　メギストスはアテネの手を取り、肩に乗っていたシャインシルフに魔法を使用させた。

　契約魔法【癒いやしの風】。風属性回復魔法の初歩中の初歩だが、召喚獣が上位妖精であるためこの程度の傷ならば一瞬で治ち癒ゆできる。シャインシルフを通してメギストスの手から温かい風を伴う魔力が発生し、アテネの手を包む。

「よし、もう絆ばん創そう膏こうを外しても大丈夫だ」

「ありがとうごじゃいましゅ……」

　アテネは自分の手を頬ほおに当てながら真っ赤になっていた。

「礼はいらん。サンドイッチが美う味まかったからな」

「あの、それじゃあ、私が毎日先生のご飯を作るので、先生は私の傷を治してくれるというのはどうでしょう……？　ギブアンドテイクです」

　メギストスの顔を見上げてくるアテネの顔は真剣だった。なんだか本末転倒な気がしなくもないメギストスだったが、さすがにここまで必死に提案されては断るのに忍びなかった。

「いささかお前の苦労が上な気がするが、それでいいなら頼むとしよう」

「やた！　アテネ、がんばりますね！　お料理も午後の授業もがんばります！」

　喜びに頬を綻ほころばせながら、アテネもサンドイッチを食す。午後の授業も、と言われて気が重くなる。メギストスの授業を選択してくれた生徒はアテネだけだ。そのこと自体は喜ばしいことではあるのだが、実のところ彼女にはメギストスが教えるにあたり問題が多い。












　メギストスは一生懸命にサンドイッチを食べているアテネを見つめた。

「はむはむ……んむ。せ、先生、食べてるところをじっと見られると恥ずかしいです」

「ああ、すまない。ところでアテネ、一つ聞きたいことがある」

　アテネがサンドイッチを両手で持って口に咥くわえた状態で首を傾かしげる。

「お前、友達はいるか？」

　アテネは一息にサンドイッチを食べて咀そ嚼しやくし終えると、ぐっと拳を握った。

「いません！　強いて言うならメギストス先生が友達です！　大好きです！」

　目をキラッキラさせながらハキハキとアテネは答えた。メギストスは無言で彼女を見下ろした後、無言で頭にぽんと手を置いた。そして何も聞かなかったかのように、無言でスッと前を向いて自分もサンドイッチを頬ほお張ばった。

「えー！　どうして聞いたか説明無しですか！　私一人ぼっち宣言しただけですかー！」

「いやすまん。実はな……」

　メギストスは属性選択授業の参加者が一人しかいない旨むねを伝えた。

「参加者がお前だけでもしっかりやるつもりなのだが……魔族代表の教師としての立場もあり、闇属性群の選択授業を受けてくれる生徒がもう少し欲しいのだ」

「なるほど～、アテネとしてもぜひぜひ協力させていただきたいのですが──残念ながら、ほんとに友達が一人もいません！」

「胸を張って言うことなのか？」

「ですねぇ……」

　しゅんと肩を落として落ち込むアテネ。忙しい子である。

「学園に入ると決めた時、そういえば正教庁でも友達が一人もできなかったなーとか、いろいろ思うところがあったので自分なりに友達ができるようにがんばってはみたのですが、前にも言いました通りみんなと距離を感じるというか……そもそも私も友達の作り方がいまいちわからなくて……」

　両手の指を組み合わせながら、アテネが困ったように苦笑する。

　メギストスは、なるほどと思った。英雄の娘というのはそういうものなのかもしれない。高たか嶺ねの花扱いをされたり、羨せん望ぼうは抱いだかれても親愛は抱かれない。

（フッ……英雄が常に孤独なのと同じか……）

《それ旦だん那なも友達いねーって意味だよな。いねーよな実際》

　メギストスはモンスーンの顔面に手て刀がたなをお見舞いして噴水の池の方へ吹っ飛ばした。

「あ、友達はいませんけれど、授業を受けてくれそうな子に心当たりならありますよ？」

「何……ッ！　本当か！」

　メギストスが獲物を見つけた獣のような勢いでアテネの言葉に飛びついた。

「はい。入学してすぐの頃に属性希望調査書類に希望を書いて提出したんですが、二人だけまだ提出していない子がいるって、ソフィア先生がホームルームの時に言っていたんです。その二人に声をかければ、もしかしたら受けてくれるかもしれません」

「むむ、それは初耳だ」

　恐らくソフィアが調査書類を回収したのだろうが、メギストスへの引き継ぎ作業で忙しくて伝えきれなかったのだろう。

　そうと決まればさっそくその二人とコンタクトを取らなければならなかった。メギストスはアテネに協力を依頼し、職員室に戻って属性選択授業の準備をするのだった。







　マルコット・シュタインサーベル。

『銀』や『剣』といった特殊な属性を持って生まれるはずのシュタインサーベル家の子でありながら、彼女の魔力属性は『森』だった。魔力生成量は並以下。運動神経も並以下。

　そして何より筆記試験の結果がクラスどころか学年で最下位。

　しかし自尊心だけは誰よりも強く、血統への自尊心だけで頑張っていると言っても過言ではない。およそ誉ほめるべきところが見当たらない劣等生代表、それがマルコット・シュタインサーベルだ。あだ名は「マル子」もしくは「マルちゃん」。

　トレードマークは首のチョーカーにつけられた大きめの鈴、らしい。

「ふはははははー！　シュタインサーベル家の女子たるこのボクに声をかけるとは、いい目を持っているな、教師よ！　シュタインサーベル家の長女たるこのマルコットが直じき々じきに誉めてやるのだ！　喜ぶがよい！」

　胸の前で両腕を組み仁王立ちしながら、マル子は多目的室のど真ん中で偉そうに高笑いをしていた。笑う度にカラカラと首の鈴が鳴ってうるさかった。

　アテネに選択授業で使われる多目的室へマル子を呼び出してもらい、メギストスが闇傾向カオスサイドの授業を受ける気はないかと説得を試みるつもりだったのだが……。

「いいぞ！　教師がボクにどぉしてもと頼むなら授業を受けてやらんこともないのだ！」

　説得する必要もなく即決されてしまった。

　マル子は足を組み、さも自分が出来る女であるとでも言いたげに、ふふーんと椅子に上機嫌に座っている。しかし飛び級で学園に通っているのかというぐらい身体が小さいため、どう足あ掻がいてもただのちびっ子にしか見えない。マル子の横に座っているアテネは、まるで威い張ばりくさっている子供をおだてるようにすご～いと拍手をしていた。

「いいのか？　闇属性群だぞ？　他に希望している属性は無かったのか？」

「シュタインサーベル家に見合うだけの属性群が無かったというだけの話なのだ～」

　念を押すように聞いてみると、マル子は両手を上げて肩をすくめた。

　メギストスは一度見た書類をもう一度確認する。

　正確には、マル子は調査用紙に希望を書いて提出していた。

　第一希望が金属性群。第二希望も金属性群。第三希望も金属性群だった。

　金属性群は『金』や『銀』や『白金』などと言った、魔力を持つといわれている鉱物に由来する属性だ。しかしこの希望調査用紙の貴金属の欄には注釈が書かれている。

　※金属性群以外の属性保持者、または成績上位者以外は他の属性を選択するように。

　マル子の魔力属性は『森』で、成績も悪い。

「落とされたのだな？」

「うぐ……ち、違うのだ！　あの教師がボクの高貴なる属性を理解していないだけなのだ！　『森』ではダメだと言われた！　あいつだって名前はウッドなのに！　湖でウッドなのにぃ！」

　立ち上がってムキーと地じ団だん駄だを踏むマル子。

　金属性群の担当は、以前メギストスを睨にらんできたダン・レイクウッドだ。あの凶相をした男は、生徒からの評判があまりよくないと聞く。こんな注釈を入れるぐらいなのだから、性格の悪さが滲にじみ出ている。

「希望が通らなかったのなら、属性を考慮するに植物属性群を受けるのが妥当だと思うが」

「ダメなのだ！　シュタインサーベル家である以上は金属性群以外は認められないのだ！」

「その理屈だと闇属性群もダメということになるが？」












　マル子は「うぐ」と唸うなった。そっぽを向いてつんとしていたが、メギストスがじーっと見つめていると、観念して椅子に座って背を丸くした。

「……教師側からどうしてもと頼まれたのであれば、両親も納得すると思ったのだ」

　マル子の本音を聞いて、メギストスはなるほどと納得した

「お前が金属性群の授業を受けたいというより、金属性群以外は認めないと家から言われているのだな」

「……ボクはシュタインサーベル家の女であるからして……」

　マル子は完全にしゅんとしてしまった。シュタインサーベル家は純血に拘こだわる貴族で、歴史上でも多くの優秀な魔法使いを輩はい出しゆつしている。家系が持つ属性から外れてしまったマル子は肩身の狭い思いをして育ったはずだ。抑圧された環境が自己を無む理り矢や理りにでも誇示しようとするこの子の性格を形成したのかもしれないとメギストスは思った。

　いずれにせよ、メギストスがマル子を拒む理由は皆かい無むだった。

「君に俺の授業を受けてほしいのは本当だ。ご両親にはそのまま伝えるといい」

「ほぇ？」

「いや、書状にして俺から両親に送っておこう。その方が差し障りがないだろうからな」

　ペンを取り、懐から紙を取り出す。メギストスがさっそく文ふみをしたためていると、呆ほうけた顔でマル子がこちらを見ているのに気づいた。

「……教師はボクのことが必要なのか？」

「必要だ。最初からそう言っているだろう」

「本当に？」

「うむ」

「本当の本当に？」

　メギストスが何度も頷うなずいてやると、マル子の顔がパァッと明るくなった。そして今にも溶け出しそうなほどのものすごいニヤけ顔で、椅子に座って足をパタパタとさせた。

「えへへへへへへへ、そこまで頼まれては授業を受けるのもやぶさかではないな～、も～しょうがないな～教師は～」

　よほど嬉うれしかったのかデレデレと表情を蕩とろけさせながら首元の鈴をいじくるマル子に、アテネも微笑ほほえんでいた。

「私も先生の選択授業を一緒に受けるんです。よろしくね、マルちゃん」

「うん！　アテネもよろしく頼むのだ！」

　ふんぞりかえっているマル子の頭を、アテネが撫なで撫なでしている。

　メギストスは内心ホッとしていた。

（何はともあれ一人増えた。これでなんとか一歩前進だ……）

　もう一人がやってくる前に、それぞれの教育方針を固めてしまおうとメギストスは改めて気を引き締める。

「ところでマル子」

「む！　マル子ってゆーな！」

「君の得意なことは何だ？」

「得意な、こと？　う、うんと……えっと」

　メギストスが聞くと、マル子は鈴をいじりながら少し考えていた。

　そして、唐突に手をぽんと合わせてまたしてもふんぞりかえる。

「聞いて驚け──ボクはどこでも寝れるぞ！　たとえ授業中であろうとも、首を痛くすることなく安眠することができるのだ！」

「なるほど」

　ここ数日間の基礎授業でメギストスももしやと思っていたことが確信に変わる。

　この子は間違いなく、とんでもなく無能だ。

　つまりバカである。さすが最下位なだけのことはあると言わざるを得ない。はっきり言って、成績だけ見れば魔法使いとしての才能は皆かい無むと言っていいだろう。というかたぶん魔法使いじゃなくてもいろいろな意味でダメな子である。魔力属性はわりと便利で汎はん用よう性の高い『森』と言っても、肝心の魔力量も操作技術も駄目駄目だ。

「どうだすごいだろう！　これもシュタインサーベル家の才能なのだ！」

　それなのにこの自信。クラスでいじられキャラにされてしまうのは無理もない話だった。

　仕方が無い……まずは自覚させるところから始めよう、とメギストスは思った。

「マル子、一つだけ言っておく」

「なんなのだ～」

「お前は無能だ」

　……からん。マル子の手から鈴が離れて虚むなしい音が響いた。

　口を開けたまま悲しみにプルプルと震えている。

「すまん。間違えた──お前の魔法使いとしての才能は無能以下だ」

「酷ひどくなった気がするのだ!?　必要と言っておきながらその言いぐさはどういうっ」

「確かに俺にはお前は必要だ」

「ふぁぅ!?」

　ポッ。何な故ぜかマル子の顔が赤くなり、横にいるアテネが「いいな～そんなこと言われてみたいな～」と口を尖とがらせる。

「しかし悪いが、お前だけはどう育成したらいいか皆かい目もく見当がつかん。そういうレベルで駄目駄目だ」

「わかってたけど改めて言われるとすっごい傷つくのだー！　うわ───ん！」

　泣き始めるマル子を宥なだめながら、アテネが苦笑する。

「でも、マルちゃんすごい努力家なんですよ。この前も、図書室に一人こもって遅くまで勉強していたし、毎朝マラソンをして体力をつけようと努力もしているみたいなんです」

「ふぉぉ[image: ][image: ]、アテネ～、お前はいい奴やつなのだ[image: ][image: ]」

　アテネに速効で懐なついたマル子に、メギストスはダメ押しとばかりにたたみかける。

「そうだったのか意外だ、陰で努力をするタイプだったのだな。しかし努力を実らせる才能すら無いのが救いようがないな」

「ボクもうこの教師や[image: ][image: ]だぁぁぁ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]！」

「メギストス先生、も、もうちょっとだけオブラートに」

　アテネが抑えるように言ってくるが、いいやダメだとメギストスは揺るがない。

　それでは意味がないのだ。メギストスはマル子のそばまでいくと、彼女と目線を合わせるためにその場でしゃがんだ。顔を近づけつつ、魔力を滲にじませて黒いオーラを纏まとう。

　ひぃとマル子は悲鳴を上げた。

「俺はどうにかしたいと思っている。だからお前も俺に協力しろ。もう一度聞く、何か特技はないか？」

「誇れるような特技があるならとっくに言ってるのだー！」

「いやあるはずだ。あると思え。無かったとしても何か引きずり出せ、今すぐに……！」

「うわーん横暴だー！」

　必死すぎてアテネすらも若干引いていた。

（生徒のためだ、必死にもなる。せめて伸ばすべき才能のひとかけらでも見つけたいところなのだが……）

　怖がってばかりのマル子だったが、追い詰めてやると泣きべそをかきながら両手の人差し指をつんつんと合わせ始めた。

「……と、話ができる……」

「？　何だ。もっとはっきり言え」

「動物と話ができる……気がする……ちっちゃい頃から動物が何を言っているか理解できた……気がするのだ」

「気がする？」

　歯切れが悪い。本人も確信が持てているわけではないのだろう。

「ちっちゃい頃、このことを教えたらお姉様に笑われたし……パパもママも信じてくれないし……かっこわるいし恥ずかしいし……」

　自信が無さそうに、マル子は口をへの字にしながらぼそぼそとしゃべっている。

　なるほど。幼少期に妄想だと決めつけられてきたせいで、自分でも本当に動物の言葉がわかるのか半信半疑だというわけだ。

　しかしそれが本当だとすれば、実に愚かなことであるとメギストスは思った。

　メギストスは肩にとまっているモンスーンに視線を移した。

《モンスーン、マル子に話しかけてみろ。お前達の世界の言語で頼む》

《本気か？　やってみるけどさ》

　知能の高いものを除けば、ほとんどの場合召喚獣との会話は契約を結ばなければ不可能に近い。召喚獣側の言語を人間や魔族が理解できないからだ。

　これは動物が何を話しているのか人間が理解できないこととほとんど一緒だ。

　故ゆえにもしかすると……。

「■■■■、■■■■～」

　モンスーンはこの形態だと発声器官が人間のそれと違いすぎるので、異世界語しかしゃべることはできない。

　ちなみに今しゃべっているモンスーンの言葉はメギストスにもわからなかった。

「誰がちび助だー！」

　手足をジタバタさせながら憤ふん慨がいするマル子の反応に、モンスーンがぎょっとした。

「■、■■■、■■■■■■■■」

「腐ったみかんでもなーい！　教師ー！　なんだこの毛玉ー！　ていうかなんだお前らボクを馬鹿にして楽しいかー！」

　モンスーンは唖あ然ぜんとしながらマル子を見つめていた。

《……マジかよこのガキ……俺様の言葉を理解してやがる》

　メギストスはしゃがむのを止やめて立ち上がり、顎あごに手を当てる。

「……マル子、今から俺が呼び出す召喚獣達が何を言っているか全部当ててみろ」

「うー？」

　涙目のまま首を傾かしげた拍子にからんと鈴が鳴る。メギストスは異なる異世界の十体近い召喚獣を呼び出し、マル子と会話をさせた……その結果……。

「こ、これがなんか意味あるのか？　教師も他の教師達も、みんな召喚獣とは話ができているじゃないか」

　マル子は、全ての召喚獣の言葉を理解していた。

（言語超越者ワードブレイカー──人間にはあまり重要な才能として見られていないが、魔族の間では貴重な能力だ）

　言語超越者とは言語を学んだわけでもないのに漠然と言葉を理解できてしまう特異な才能である。これが異世界の召喚獣に適応できるとなれば、契約その一点においては強みとなる。しかしこれほどまでに広い範囲で理解できてしまう言語超越者などメギストスも聞いたことがない。せいぜいが異世界一つか二つ分の言語を理解できるだけなのだが……。

（しかしこれはこの子の強みになる……伸ばすべきだろうが……しかし）

　特異な才能があると教えてしまうのはマル子のためにはならない。誉ほめればこの子が増長するだろうことは想像に容易たやすかった。

「マル子、お前の育成方針が決まった」

「今までのくだりが何だったのか教えてくれない!?」

「お前はこれから闇傾向の異世界との交信以外何もするな。交信だけを鍛えろ。それ以外は望みが薄すぎるからまだ手を出しても意味がない」

「え[image: ][image: ]、あれ失敗するとくらくらして嫌いなのだ……」

「魔　法　使　い　に　な　り　た　い　の　だ　ろ　う　？」

　メギストスはもう一度しゃがんで黒いオーラを発し、目を見開いてマル子を凝視した。

　マル子はひぃぃぃと悲鳴を上げながら何度も頷うなずいていた。

（よし。なんとか首の皮一枚で繋つながった。言語超越者ワードブレイカーの才能は限定されすぎていて使いどころが難しいのだが、やりようによっては遙はるか上位の召喚獣との契約も不可能ではない。無論、魔法使いは契約するだけでは意味がないのだが……）

　とその時、メギストスは横でアテネがわくわくしたような顔で目を輝かせているのに気がついた。

「先生っ、先生っ、私は？　私は今後どんな感じに育ててくれるんですか？」

　両手をぶんぶん振りながら、期待に胸躍らせたアテネが聞いてくる。

　メギストスは正直困ってしまった。

　アテネ・ローズブレイド。人間の英雄ウェナ・ローズブレイドの娘。

　彼女はたいへん優秀だ。学園の入学試験結果では、ほぼ全ての分野で上位五位以内に入っている。問題があるとすれば、それは彼女の成績や才能ではなかった。

「アテネ。お前は自分の立場と属性がどういうものかわかっているな？」

　メギストスが問うと、アテネはきょとんとした後、少しだけ苦笑をした。

「はい、もちろんです。私が正教所属である以上は、闇傾向カオスサイドの召喚獣と契約することは禁じられています」

「そうだ。何があろうとそれだけはできない。本来ならば闇属性群の選択授業を受けることも自粛すべきだ。ましてお前は英雄の娘。正教から脱退するということもできない」

　アテネは悲しそうに肩を落とした。

　様子から察するに、本人も承知の上でここにきたのだろう。

「やっぱり、そうですよね。わかってました……希望を出してみたんですけど、正教庁の方から学園にものすごい圧力があったみたいで……」

「ああ、俺の方にも断るようにと釘くぎを刺された」

　瞳を揺らして、アテネが下を向く。

「ごめんなさい先生……私、どうしても先生の授業を受けてみたくて」

「…………」

「小さい頃から夢だったんです。あの洞どう窟くつでメギストス先生がたくさんのことを教えてくれた時のように、また……」

「──だが、知識欲を止めることは誰にもできん。俺は闇傾向カオスサイドの召喚獣と契約させてはならないとだけしか言われていない」

　アテネがハッとして顔を上げた。

「幸いお前はすでに召喚獣との契約を済ませている。二ヶ月後の試験の突破は確約されたようなものだ。少しぐらい道から逸それたことを学んでも支障はあるまい」

「じゃ、じゃあ！」

「しかし俺はこの属性授業をお前にとって無駄にするつもりはない。お前の魔力属性は特異だ。その汎はん用よう性の低さを、闇を学ぶことで打開できる可能性を導き出したい」

　メギストスがそう言うと、アテネは今にも涙をこぼしそうな顔になった。

　アテネの持つ属性は、光傾向の中でも特殊な『暁』と呼ばれるものだった。純光属性に近いものの、非常に希まれな属性だ。

　歴史上の記録でも保有者はアテネを入れて二人しか存在せず、謎が多い。

「数多あまたある魔力の中で最も燃費がよく、最も魔法構築に適しているとされているが、『暁』属性は汎用性の低さが他と比較にならない。どういうわけか光傾向コスモサイド、闇傾向を問わずほぼ全ての召喚獣は、お前と契約ができない」

「はい、唯一契約できるのはこの子達だけなんです」

　アテネが空中でくるりと指先を回すと、何も無い場所からいくつもの光の球体が出現した。メギストスはその光球を見つめながら顎あごをさすった。

「ウィルオウィスプ。光傾向、『光』属性の最下位召喚獣。意思持たぬ鬼火か」

「この子達がいても初歩的な契約魔法しか扱えませんが──でも、可愛かわいいです！」

　それは個人の美意識によるものであり、便利な召喚獣ではあるのだがウィスプだけではできることが限られてしまう。アテネは他の召喚獣とも交信まではできても、契約ができない。意思ある召喚獣は、まるで恐れるかのようにアテネとの契約を拒むらしい。

　魔力属性『暁』はその希少さと神秘性から、正教では神聖視されている属性だ。この属性についてはいまだに解き明かされておらず、魔力研究者のほとんどが匙さじを投げた。

　メギストスはこの属性とアテネを見捨てるつもりはなかった。

「安心しろ、お前を見捨てたりなどするものか。共に可能性を探ろう、アテネ・ローズブレイ──どふっ！」

　突然アテネがメギストスに抱きついた。首に思い切り手を回されたので反動でゴキリと嫌な音がする。

「先生！　アテネはやっぱり先生がだいだい大好きです！」

　首筋に頬ほおを擦すり寄せられて、腰が砕けそうになる。おまけに髪から妙に甘い香りがしてメギストスの頭がくらついた。

「やめろ。俺は首が弱いのだ。やめろ」

「やです！　もうちょっとだけです！」

　引きはがそうと抱きつかれたまま身体を回してもアテネはしばらく離れなかった。端から見るとじゃれ合っているようにしか見えず、モンスーンとマル子がジト目で眺めている。

「■■■■（なんでこの人達抱き合ったままくるくる回ってんの？）」

「ていうかなんかボクと扱いちがくない……？」

「■■■、■■■■（場所が花畑だったら完全に背徳感のあるバカップルだな）」

「き、教師と生徒の禁断のあれなのだな!?」

　モンスーンとマル子が何をしゃべってるのかわからなかったが、メギストスにも変な勘ぐりをされているのだけはわかった。

　ともあれ属性選択授業はなんとかなりそうだ。

　問題は次……と思った途端に、多目的室のドアが開いた。

　視線をドアへ移すと、ドアを開けた姿勢のまま藍色の髪の少女が立っていて、抱き合うメギストスとアテネを見ていた。

「…………」

　──バタン。少女、ロベリア・セイントバーナーは扉を開けてメギストスの姿を確認するなり勢いよくドアを閉めた。

　扉の向こうから、タッタッタと走って遠ざかっていく音が聞こえてくる。

　その瞬間、メギストスは勢いよく立ち上がった。

「あぅ、ロベリアさん、待って──てっ、先生!?」

　アテネが追いかけようとするよりも先に、メギストスは猛ダッシュで教室を飛び出した。

　廊下に出るとすでにロベリアの姿は無い。足音から察するに右に逃げたはずだ。

「逃がすものか、地獄の果てまで追いかけてやる。追うぞ、モンスーン」

　モンスーンがメギストスの足に黒い風を纏まとわせる。契約魔法【アクセラ】を使用。脚力強化と風の後押しを同時に行う縮地系の魔法だ。足に力を込めて蹴けると、床材がはじけ飛びメギストスの身体は弾丸のようなスピードでロベリアを追いかけた。

　たった二歩で最初の角を曲がるが、ロベリアはすでに次の角を曲がっていた。

《おお？　あの子魔法使ってないのに超はえーな》

　メギストスは再び床を蹴って角を二つ曲がる。ロベリアの背中を確認。風のような速さで廊下を走っている。

　メギストスは【アクセラ】を維持しながら、彼女に追いついて併走した。

　横に並んでもロベリアはメギストスに気づかない。

「英雄の娘の誘いにのこのこついていったあたしの馬鹿……！　誰が闇属性群の授業なんか受けるか！　ていうかなんで抱き合ってたのあの二人、そういう関係!?　道理で！」

「…………」

「クラス担任が魔族ってだけでも我慢できないのに、よりによって属性選択授業まであいつなんじゃストレスで死ぬわよ……！　なんなの！　どの面下げて人間の学園に──」

「廊下を走ってはいかんぞ」

「──きゃあああああああああああ！」

　併走しつつ顔を覗のぞき込んでやると、ロベリアは急停止した。メギストスも床を滑りながら減速し、ロベリアの前に立ち塞ふさがった。

　ロベリアは口をあわあわさせながらメギストスを指さしている。

「なっ、なんで追いかけてきてるの！」

「君が逃げるからだ。魔族が嫌いなのは知っているが、話ぐらいは聞いてもよかろう」

「魔族と話すことなんか無い……！」

　嫌悪と憎しみを込めてロベリアがメギストスを睨にらむ。

　彼女が度しがたい魔族嫌いなのはわかっていたため、メギストスは慎重に言葉を選んでロベリアに最も効果的であろう説得を試みた。

「率直に言う。本当に魔法使いになりたいのなら、俺の教えを受ける以外に道は無い」

「[image: ][image: ][image: ]ッ！　魔族のそういう傲ごう慢まんなところも大嫌い！」

　慎重に選んだのにダメであった。

　ロベリアは怒鳴りつけると、廊下の窓を突き破って外に飛び出した。

《ここ三階じゃね？》

「いかん」

　メギストスは急いで窓から下を見下ろす。ロベリアは見事な着地をしてすぐさま中庭を走っていた。想像以上の身体能力の高さに、メギストスは驚きと感心の両方抱いだいた。

《でも、あの子……》

「わかっている」

　モンスーンに再び魔法を使用させる。跳躍力を上げる魔法、契約魔法【プランジ】によって窓から飛び出す。メギストスの身体は砲弾のように大きく弧を描いて中庭上空を飛び、ロベリアの進行方向の先に着地した。

　またしても足が止まり、ロベリアは憎々しげに奥歯を噛かみ締めた。

　メギストスは片手を前に突き出し、止まれと示す。

「待て。逃げるな。今の君では俺からはどう足あ掻がいても逃げられんぞ」

「しつっこい！」

　ロベリアは苛いら立だちと共に腰の鞘さやから銀色の剣を抜き放った。

（ん？　あの剣は……）

　メギストスは剣に見覚えがあるような気がして記憶を探るが、上う手まくいかなかった。形状に見覚えはあるが、記憶が欠けている。

　恐らく過去に封印してしまったのだろう。素材は霊銀、魔力の伝導率が高く契約付与魔法に向いている。そこそこ高価なものだ。刀身の幅が広いところを見るに、儀式用ではなく実戦用なことがわかる。切っ先は真まっ直すぐメギストスに向いていた。

《お、こいつ触媒抜きやがったぞ。やる気か～、いいぜ～いいぜ～》

「お前は手を出すな、モンスーン」

　釘くぎを刺して、メギストスはロベリアと対たい峙じしながらため息を吐ついた。

「魔法使いを志す者であれば、魔法触媒を他者へ向けることがどういう意味になるのかわからぬわけではあるまい。迂う闊かつすぎるぞ、ロベリア」

「気安く名前で呼ぶな……！　これ以上追うなら容赦しない！」

「そこまで言うなら仕方あるまい」

　メギストスは静かに、手に持ったステッキをくるりと回して柄えを握りしめた。

　半身を引き、ロベリアの得え物ものに合わせる型で構えをとる。

「魔法は使わん。いい機会だ、確かめてやろう。かかってこい」

「は、はぁ？　正気？　こっちの触媒、ちゃんと切れる刃物よ！」

「わかっている。いいから殺すつもりでこい」

　ロベリアは絶句したまま動かない。どうやら彼女は殺意までは抱いだいてないらしい。若干拍子抜けしつつも、メギストスはステッキの先をロベリアに向けたまま目を細めた。

「こないなら、こちらから行くとしよう」

　その瞬間、メギストスはほんのわずかに殺気を込めた。

　ロベリアの毛が逆立ったのを確認しながら左脚に力を込め、右足を前へ踏み出すと同時に手に持ったステッキで突きを放つ。中庭に渦を巻くような突風が吹き荒れ、ステッキの先がロベリアの顔の真横を突き抜けた。

　魔法は使用していないが、当たれば間違いなく頭を貫通、いや、粉砕していただろう。メギストスは一瞬ではあるがそれだけ本気の殺気を込めてこの一撃を放った。

　ロベリアは恐怖に顔を引きつらせている。突きを放ち終わった後、足が震えているのが見えた。歯もカチカチと音を立てている。

　怯おびえて固まって動けなかったように見えるが、ロベリアはあの一瞬でメギストスの突きを防ごうとしていた。剣の柄つかを胸元で握り、刀身を当てて放たれた突きの軌道を変えようとしていたのだ。恐怖の中、あの一瞬でそれだけ動けたということは……。

「ひっぃ、うわあああああああああああああ！」

　筋がいい。ロベリアには剣の才があると、メギストスは確信した。

　ロベリアは殺されまいと必死に剣を振るってきた。メギストスはステッキでその全てを受けながら、ロベリアの猛攻に合わせて後ろへ下がっていく。

「剣をどこかで習っていたのか？」

「黙れ！　あんたなんかに、魔族なんかに殺されてなるものか！」

「その調子で続けろ。型は無いな、独学か？」

「うるさい！　死ね！」

　息を荒くし、汗を散らしながらロベリアはがむしゃらに斬り掛かってくる。でたらめで荒々しいが、その奥にメギストスは彼女の才能を見み出いだしていた。

　彼女の入試の結果を見た時、メギストスは驚いた。筆記試験は問答無用の満点なのに対して、実技が零点だったのだ。アザゼリック魔法学園の入試には、魔力放出・操作の実技試験がある。実技はそれほど難しいものではなく、魔力を持ってさえいればほぼクリアできる代しろ物ものだ。その結果が零点……これはほぼ魔力を持っていないということになる。

　ロベリアは魔法使いとして機能しないレベルで、わずかしか魔力を持たないのである。

「君には魔力を生み出す才能、というより機能が極わずかしか備わっていない。残念だがまともな方法で魔法使いになるのは諦めた方がいい」

「はぁあッ！」

「だがその類たぐい希まれな身体能力と剣の技量さえあればまだ可能性は残されている。俺ならばその可能性を引き出すことができるだろう。どうだ？　俺の授業を受けてみないか？」

「死ね！　死ねぇ！　あたしは死なない、死ぬもんかーッ！」

「いや……ちょっと待て、少しぐらい話を」

　そこまで言って、メギストスはようやくロベリアの異常さに気がついた。

　牽けん制せいに触発されたにしては様子がおかしい。メギストスが殺意を放ったのは最初の一瞬だけだったというのに、ロベリアには常軌を逸した必死さがあった。

　負けたくない、殺したいというより──死にたくないという気持ちがロベリアからあふれ出しているように感じられた。

《旦だん那な、やりすぎだ。旦那にとってはなじみ深いものでも、さっきの殺気は本気過ぎた。この子は魔族に対してなんらかのトラウマがある》

「しまった」

　モンスーンに言われて、ようやくメギストスは自分の失敗を思い知った。

　メギストスは彼女の経歴は調べていたが、魔族嫌いの理由までは調べがつかなかった。

　他人に多くを語らないタイプ。いや、語りたくない過去があったのだ。

　時期は不明だがロベリアは家族を失っている。

（そうか……この子は、魔族に家族を……）

「わああああああああッ！」

　全てを察したメギストスは、ロベリアから放たれた最後の一撃を甘んじて身に受けた。

　刃はメギストスの左肩を真まっ直すぐに貫き、そのまま押し込まれた。前のめりにバランスを崩したロベリアを、そのまま必然的に抱き留める。

　ロベリアの目は見開かれ、顔は強こわ張ばって震えていた。

　刃をメギストスの血が伝い、彼女の手を汚す。

「すまない。君の剣の実力を知りたかったばかりに、無神経なことをした」

「……ぁ……ぁ……」

　ロベリアが正気を取り戻し、剣から手を放して後ずさる。

「あたし……なんてことを……」

　口元に手をあてながら、自分のしてしまったことにショックを受けているようだ。

「いや、君が悪いわけではないのだから、気に病む必要はない」

　メギストスは回復魔法を使用し、肩の傷を治してみせた。

　ロベリアがおそるおそるといった感じに近づいてくる。

　しかし魔法によって傷が完治したのを見て、すぐにまた睨にらみ付けてきた。

「落ち着いたか？　悪かったな」

「……っ、怪け我がしたのはあんたなのに、何謝ってんのよ、バカじゃないの」

　瞳を泳がせて、ロベリアがそっぽをむく。

「俺はお前より頭はいいはずだが……」

「そういう意味じゃないわよ！　あたしはただ……！」

　謝ろうと思っただけなのに、と続きそうなのは何な故ぜかメギストスにもわかった。

《おい、こいつたぶんチョロいぜ》

（お前は黙っていろ）

　いちいち茶々を入れてくるモンスーンを黙らせて、メギストスは少し考えた。

　悪い子ではなさそうだ。魔族が大嫌いであろうと、傷つけてしまった相手を気遣おうとする気持ちは持っているらしい。

　つまりいい子だ。ロベリアはいい子である。大変結構。大変よろしい。

（よし──利用しよう）

　メギストスは気持ちを切り替えて、ロベリアを睨んだ。

「ところでよくも俺を容赦なく串刺しにしてくれたな」

「は!?　心変わり早くない!?　さっきと言ってること違うわよね!?」

「あれはお前の心を傷つけたことに関して謝っただけだ。串刺しにされたことは絶対に許さん。謝罪は要求しないが賠償は要求する」

　さりげなく君ではなくお前と挑発的に言ってやると、ロベリアの顔がまた盛大に引きつった。これだから魔族は！と言わんばかりにジト目で睨んでくる。

「賠償？　金なら無いわよ。それとも自主退学でもしましょうか？」

「金はいらん。お前が退学したところで俺に何のメリットも無い」

「じゃあ何よ、どうしろってのよ」

　メギストスはずいっと顔をロベリアに近づけた。ロベリアから見ると顔に影ができてよほど不気味に見えたのだろう。「ひっ」という短い悲鳴を上げていた。

「俺の属性選択授業を受けろ。見返りに必ずやお前を魔法使いにしてみせよう」

「ちょっ、何それふざけん……!?」

　気づけば騒ぎを聞きつけた生徒やら教師やらが集まってきていた。ロベリアはいつの間にか騒ぎになっていることに気づき、周りを見回して冷や汗をだらだらと流し始めた。

　メギストスは一芝居打つことにして、肩を押さえながらさも苦しげに膝ひざをつく。

「ぐわー、傷が痛むー、細菌が入って壊え死ししてしまったー」

《──下手くそか！　棒読みもいいとこだな！》

　モンスーンはいちいち突っ込んでくるが、純粋で周りの目を気にするロベリアには効こう果か覿てき面めんだった。

「こ、こんなに速く化か膿のうするわけないじゃん！　嘘うそに決まって……ちょ、ちょっともうやめてよ！　人が集まってきたじゃん！」

「ぐわーこれは肩を切断しなければならないかもしれないなー撫なで肩になってしまうー」

「あーもうわかったから！　受ければいいんでしょ、もー！」

　モンスーンの言う通り芝居は下手くそだったが、ロベリアの性格のおかげでなんとかなったようだった。

（役者もいけるかもしれん）

《今ので自己評価高いのは何な故ぜ!?》

　こうして、無事ロベリアもメギストスの属性授業を受けることになった。生徒は三人と少ないが、今は確保できただけでもありがたいと、メギストスは思うことにした。




☆




　ロベリアとの一ひと悶もん着ちやくが落ち着いた後、メギストスははりきって第一回目の闇属性群選択授業を開始した。

「というわけでさっそくだがマル子、どの異世界でも召喚獣でもいいから交信を試みろ」

「ふふふー任せておけー！」

　青空の下で腰に手を当ててふんぞり返るマル子にアテネが拍手をし、ロベリアが心底嫌そうにため息を吐ついている。

　今いる場所は屋外、学園近隣の森の中だった。召喚獣との交信や契約を結ぶ場合、よほど限定された属性の召喚獣を呼び出す以外は屋外の方が効率がいい。理由は触媒となる自然現象や物質が多く、召喚獣は基本的に広い場所を好むものが多いからだ。

　マル子が前に出て、メギストスとアテネとロベリアにバッと勢いよく振り返る。

「見ているがよい凡人達よ！　この高貴なる純血たるマルコット・シュタイン──」

「いいから早くしろ。制限時間を設ける。時間以内に呼び出せなければお前が毎日欠かさず書いている日記の内容を一言一句漏もらさずこの場で暴露する」

「──なんで日記書いてること知ってるのだ!?　やめて～！　すぐやるからー！」

　マル子は涙目になりながら、首のチョーカーにつけられた鈴を外し、前へ突きだした。

（鈴が触媒か……見たところただの鉄に樹脂を塗装しただけの物のようだが……）

　マル子が目を閉じて眉み間けんに皺しわを寄せる。

　そして五秒ほどした後、マル子は突然カッと目を見開いた。

「其そは剣よりいでし者、其は万象を逸す者、剣けん戟げきを望むのならば我が求めにこた──」

「まだ交信してないだろう。異世界との交信に詠唱は必要ない。真面目まじめにやれ」

「うぅ……」

　マル子は口をへの字にさせて汗をだらだらと掻かいていた。

　失敗すれば頭に激痛が走るため、交信を恐れるのは初心者であれば普通のことだ。

　しかしマル子が交信しようとしている異世界は、さっきの詠唱から察するに上層二一階第八世界、鉱界『シルヴェント』の召喚獣に行うものだ。

　初心者にはそこそこ難易度が高いのだが、ひとまずやらせてみようと傍観する。

「うーん？　う────ん……うんうんうん！　うー………………ハッ！」

　再び目が見開かれた、その時だった。

　パリン、というガラスが砕けるような音が微かすかに聞こえた。

　頭の中で練っていた魔力が破裂したのだ。

「いっだあああああああああああああああああああああああああい！」

　マル子が頭を抱えたまま地面を転がる。交信失敗の反動だ。メギストスは泣いて転げ回るマル子のそばにしゃがみ込むと、苦しむのを間近で見下ろした。

「最初は身の丈に合った異世界を選択しろと授業で教えたはずだろう」

「びゃー！　痛い痛い痛い！」

「お前の『森』属性は汎はん用よう性が高く、『木』『土』『水』に適応できる。しかし今交信を試みた『シルヴェント』は『土』属性といっても『火』属性寄りだ。相性が悪い。シュタインサーベル家の期待に応えたいのはわかるが、それは基礎ができるようになってからだ」

「うわ────ん！」

　泣きじゃくるマル子を見下ろしながら、メギストスはしばらく傍観していた。

「メギストス先生？　そろそろ治ち癒ゆを……」

「この程度ならば死にはせん。後遺症も残らん」

　優しいアテネがメギストスとマル子を見ながらおろおろしている。

「ねぇ、ちょっと……そろそろ回復させてやんなさいよ」

　無関心を決め込んでいたロベリアもさすがにマル子が可哀かわい想そうになってきたらしい。

　メギストスは冷淡にマル子を見下ろしたまま口を開く。

「ダメだ。痛くなければ覚えない」

　メギストスは転げ回るマル子を放置し、結局回復させることなく自然に痛みが消えるまで待った。地面に突っ伏しながら尻を上げた状態で、マル子は半べその顔を上げた。

「わかったか？　鉱界『シルヴェント』はお前にはまだ早い」

「ひどいのだ。虐待なのだ。パワハラなのだー」

「今のはお前が自爆しただけだ。お前は魔力の生成量は少ないが、『森』属性は相性の良い異世界を選べば交信は容易たやすいぞ。ちなみに『森』属性に該当する召喚獣は、下位であれば闇傾向カオスサイドの方が簡単だ。オススメ異世界は魔森林『ゲンティア』だな」

　メギストスは異世界の座標を教え、継続回復魔法をマル子の頭に付与した。

「うー……わかったのだ」

「それともう一つ」

　メギストスはマル子から鈴を奪い取り、留め金を外してパカッと割った。

　マル子は目を剥むいて身体を起こした。

「な、何をするー！　それはお姉ちゃんからもらった大切な鈴なのだー！　返せー！」

　ぽこぽこと胸を両手で叩たたいてくるが、メギストスは無視して周辺の樹木を見回した。

　魔森林というからには、触媒には樹木が最適だ。メギストスは触媒になりそうな木を発見するとステッキの先に魔力を集中させて魔弾を作り、当たりをつけた樹木の枝に発射した。枝が折れて落ちるのをモンスーンがキャッチして、メギストスの方まで持ってくる。

　メギストスは他の召喚獣を使いさらに加工を施して枝を球状にすると、それをマル子の鈴の中に入れて留め金で止めた。

　耳元で鳴るかどうかを確認してからマル子に手渡すと、マル子はきょとんとしていた。

「トネリコを入れておいた。世界樹と近種の樹木だ。鉄と樹脂では厳しいが、これで多少は交信がしやすくなるだろう」

「むむむ……触媒も替えた方がよいのか？」

　鈴を両手でカランカランとやかましく鳴らしながらマル子が問うてくる。

「その鈴は思い入れのある品物か？」

「うん。迷子になった時に探しやすいからと、おね……姉上がボクにくれたものなのだ」

　猫かこいつは、とメギストスは思った。

「ならば素材に拘こだわるよりも愛着の方が重要だ。そのままで十分に機能するだろう」

　マル子の顔が明るくなった。ふんすと鼻息を吐いてメギストスに鈴を見せつけてくる。

「礼を言うぞ教師！　これでボクはさらなる高みへ飛ひ翔しようできるのだ！」

「そうか……いや、そうか？」

「ありがとうございます！」

　マル子は顔をキリッとさせながら元気に礼を言った。一応ちゃんと敬語で礼は言えるらしい。無駄に自信満々なのは別として、根が善良なのはいいことだった。

　しかし五分後、

「いだあああああああああああああああああああああああああああい！」

　結局上う手まくできずに、またもやのたうち回るマル子なのだった。







　マル子には離れた場所で交信訓練の続きをやらせておいて、次はロベリアの番だった。

　メギストスはロベリアと向かい合いながら、懐から黒曜石でできたナイフを取り出した。

「魔法使いの戦闘スタイルは大きく分けて三つ存在する。一つ目は、召喚獣との契約によって得られる啓けい蒙もうによって、自ら魔法を駆使するウィザードスタイル。二つ目は、召喚獣自体を使役し戦わせるサマナースタイル。そして最後は、召喚獣から得られる恩恵をフル活用し、自らが近接戦闘を行うエンチャンタースタイルだ」

　メギストスはモンスーンを呼び出し、ナイフの刀身に付与魔法を施した。

　刀身が青黒く光り、魔力を帯びて振動している。

「このように極ごく少量の魔力でも、付与魔法は行使することが可能だ」

「あたしにできそうなのがエンチャンターって言いたいわけね……剣の触媒なんだから、そんなの百も承知に決まってるじゃない」

「それは結構。しかしお前はエンチャンターを目指すのも烏お滸こがましいほどに魔力が少ない。そもそも召喚獣と契約ができないレベルで魔力が少なすぎる」

「あんたってほんとデリカシー無いわね……!?」

　拳を握って悔しそうにしているロベリアに、何で非難されたのかわからないとでも言いたげに首を傾かしげるメギストス。いささか天然の気けがあることをロベリアも理解したのか、「いいからさっさと進めなさいよ」と呆あきれながらも言ってくる。

　メギストスは魔法を解除してナイフを懐に戻し、今度はステッキを剣のように握った。

「故ゆえにロベリア、お前は割り切って考えろ。魔力がどうしようもなく少ないのであれば、いっそ使わなければいい」

「それができたら苦労しないっつの……！」

　ロベリアが言い返すと、メギストスは真顔でこう答えた。

「いや、出来る。『剣舞』を学べば、お前は魔力無しで召喚獣と契約できるだろう」

「……剣舞……？」

「お前は剣の才能がある。奉納剣舞を会得すれば召喚獣と契約できるはずだ」

　至し極ごくまっとうなことを言ったつもりだったが、ロベリアはあからさまに半信半疑だった。

「奉納剣舞は知ってるけど、あくまで召喚のための補助的な触媒でしょ。結局魔力がなくちゃ契約できないんだから、そんなものあたしが習得したところで無駄じゃん」

「確かに剣舞を好む召喚獣は上位異世界のものが多く魔力は相当量のものが必要となる」

「武具型の召喚獣のデュランダルとかアスカロンとかにしろ魔剣として扱うために質のいい魔力が必要になるし、ソードシーカーだって分身作る分の魔力は自腹で要求されるし、タケミカズチなんて神様だからそもそも交信すら無理だし」

　さすが筆記試験だけ満点だっただけのことはある。

　光傾向コスモサイドの召喚獣に対する知識だけはそれなりにあるようだ。

「闇傾向カオスサイドの中には例外もいる。契約に魔力を要求しない者も存在するぞ」

「それって触媒自体に魔力が込められてる場合のことでしょ？　魔法使いじゃなくても召喚獣が呼べるのは魔力を宿した物質を使用して──」

「違う。剣舞のみで召喚を行い、契約を結ぶことは本当に可能だ」

　ロベリアは期待と疑い半々といった様子で少し頬ほおを膨らまし、口を尖とがらせた。

「どうせあたしを闇側に引き込もうとしてそんなでたらめ言ってるんでしょ。騙だまされないんだから……あたしは魔族を信用したりしない」

「過去に何があったのか知らんが、魔族をお前の尺度でひとくくりにするな。人間と上う手まくやろうと考えている魔族はお前が想像しているよりも遙はるかに多い」

　ここにまず一人いる、と示すようにメギストスは堂々と言った。ロベリアは否定しようとしたが、中庭での一件で罪悪感が付きまとっているらしく、そっぽを向いて腕を組んだ。

「たとえそうだったとしても簡単に割り切れるわけないじゃない。家族を魔族に殺された人間が、戦争が終わったから仲良くしましょうなんて言われたって、はいそうですねって納得できるわけない」

「家族を殺された人間というのは、お前のことか？」

　いまさら聞くのも野や暮ぼだったかもしれないが、メギストスは確認はしておくべきだと思った。ロベリアは話したくないと言わんばかりに眉み間けんに皺しわを寄せ、今度は横で大人しく見学していたアテネを睨にらんだ。

「あんたも正教の人間のくせに、どうしてこいつのこと慕ってるの？　英雄の娘なんでしょ、だったらそれらしく振る舞ったらどうなの？　正教は魔族を否定してるじゃない」

　アテネは自分を指差しながら、目をパチパチさせた。

「私ですか？」

「あんた以外に英雄の娘がどこにいんのよっ」

「私はメギストス先生のことを愛していますし、魔族の皆さんのことも好きですよ？」

「魔族が好きって、他の魔族とまともに話したこと──今愛してるって言った!?」

　聞き逃しそうになっていたが、ロベリアはアテネに掴つかみかかりそうな勢いで問うた。

「はい、言いました」

「ちょっ──どういうことよ魔族！」

「俺に聞かれてもな」

　そして何な故ぜかロベリアが顔を赤くする。アテネは少しも照れたりせずに、ニコニコしながら人差し指を立てた。

「気持ちはよくわかりますし、すぐには無理だってことは先生も私もわかっています。だけど時間をかけるにしても、誰かが歩み寄らないと始まらないわけですよ」

　人差し指を立てながら、のほほんといつもの調子でアテネは話す。

「その最初に歩み寄る魔族に名乗り出たのがメギストス先生なんです。だから最初の魔族であるメギストス先生のお相手は私でありたいなって思うんです」

「ちょっと何言ってんのかよくわかんないけど、なんでこいつが和平を示した最初の魔族だって言い切れるわけ？」

「なんでって……実際に先生が最初の一人ですもの。戦争を止めた英雄というのはメギストス先生のことですよ？」

　アテネの言葉を聞いて、ロベリアは驚いてメギストスを見た。

「あんたが最初に剣を捨てた魔族側の英雄なの？　あの、教科書に載っている魔族？」

　どうやら知らなかったらしいが、人間達にはウェナのことしか伝えられていないのだろう。ウェナは救世の英雄だと人間達の間で称たたえられているが、メギストスもまた祖国では戦争を止めた軍人として名は知れていた。

　もっとも、ウェナと違って英雄などと持てはやされたことは一度も無い。敵を前にして戦闘を放棄した腰抜けと考える者の方が多いぐらいだった。

「一応そういうことになっている。それがこの学園に魔族側の教師として俺が招待された一番の理由だ」

「……どうして剣を捨てたの？」

　ロベリアの探るような目つきに、メギストスも真まっ直すぐな視線を返した。

「殺すのも殺されるのも、死ぬのも死なれるのも、あれ以上はうんざりだったからだ」

　実際、メギストスにそれ以外理由は無かった。戦場にいると自分が何のために戦っているのかわからなくなる。殺すことに意味を見み出いだせなくなった者は軍人として機能せず、いずれ死ぬことになる。何より殺したくないと思っている者に殺される者は、いったい何のために死ぬのかわからないと思い、虚むなしくなったのである。

「だから剣を捨てた」

　そう言うと、ロベリアの視線が若干和らいだのをメギストスは感じた。

「だからって何で教師なのよ」

「人間の魔族への認識を変えるにはまず教育からという方針らしい。理には適かなっている」

「ふん、結局あんたは仕事でここにきたってことね。あたしは違う。あんた達魔族と戦うために魔法使いになってみせる」

「戦争はもう終わった」

「どうせまたすぐ始まるわよ。その時に備えるためにあたしは学園に入ったのよ」

　こちらの言うことに耳を傾けるようにはなったが、ロベリアは頑かたくなだった。

　魔族が和平を望んでいることを伝えるのがメギストスの仕事だが、何も洗脳しろとは言われていない。意見を対立させるよりも行動で示すのがメギストスの流儀だ。

「そういう理由で魔法使いを目指すならば、やはり剣舞を俺から学ぶべきだ」

「はんっ、何よ、敵を育てる気なの？」

「個人が自国の防衛に備えるのは何も悪いことではない。お前の言う通り、戦争が再び起こる可能性はゼロではないからな。敵の技術を盗むのは悪いことではないぞ？　俺から魔族の技を盗むと思えばいい」

　淡々と言ってやると、ロベリアは正気を疑うような目つきでこちらを見てきた。

「あんたそれでいいわけ？」

「戦争に興味はない。俺に興味があるのはお前達生徒の成長だ」

「…………」

「教師だからな」

　柄にもなく胸を張ってみせると、ロベリアは煮え切らないようなジト目をした。

　メギストスは嘘うそは言っていない。和平のためという目的はあるものの、やる以上は教師として誇りを持って仕事をさせてもらうつもりだった。

「…………わかったわよ。別にあたしは魔族が嫌いなだけで闇傾向カオスサイドの召喚獣が嫌なわけじゃないし、受けてやるわよ、授業」

「それは何よりだ。では、さっそくだが──」

　メギストスは予あらかじめ持ってきていたバッグの中からあるものを取り出してロベリアに放り投げた。慌ててロベリアがキャッチしてそれを広げる。

「何よ、これ？」

「剣舞使いソードダンサー用の服だ。補助触媒にもなる。学園の制服では動き辛づらいからそれを着ろ」

　ものすごく嫌そうな顔をしていたが、ロベリアは木陰に行って着替えを始めた。

　そして五分後。

「あんたふざけんじゃないわよ……コレっ」

　木陰から顔を出しながら、顔を真っ赤にしたロベリアが非難してきた。

「問題あるか？」

「こんな服を着て剣を振るえっていうの!?　ほ、ほ、ほとんど……裸じゃない……っ」

「？　問題があるのか？」

「あるでしょ!?　あたしこれでも……お、おんな……のこ……う[image: ][image: ][image: ]っ」

　自分で言っておきながらものすごく恥ずかしがっている。

　着替えを手伝っていたアテネが木陰から出るようにロベリアの背中を押していた。

「大丈夫ですよロベリアちゃん！　メギストス先生、そーゆーの興味ない人だから！」

「興味あるとかないとかの問題じゃないでしょ……！」

「というかとてもよく似合っているので！　むしろうらやましいというか同じ女子として驚きよう愕がくせざるを得ないというか！──も、ももも揉もんでいいでしょうか!?」

「なんでそうなるのよ！　触るな！　揉むな！　お、押すなー！」

　アテネに押されて木陰からロベリアが出てくる。躓つまずきそうになった体勢をなんとか元に戻そうと蹈鞴たたらを踏み、ロベリアは俺の目の前までやってきた。

　剣舞使いソードダンサーの戦闘服は、率直に言って布の面積が小さい。胸と腰周り、小こ手てと脛すねしか肌は隠されていない。構造も肌に張り付くようにできているため、着ている者からすればロベリアの言う通りほとんど裸と言っていいだろう。

　だがこの衣装は無駄ではない。肉体の美しさや妖艶さが触媒になることもあるからだ。

　真っ赤な顔を上げてロベリアがメギストスを見上げる。

「ロベリア、お前……」












「……な、ななな、なによ……なんか文句ある……!?」

「一四歳にしては無駄に胸がデカいな」

「──！！！」

　間かん髪はつ入れずに右拳が飛んできたので、メギストスは右手の平で受け止めた。

　さらに左拳でアッパーが繰り出されたので、左手で止めた。ロベリアは続けて蹴けりを放とうとしたが、股またを見られるのが恥ずかしかったのか、やめて内股になった。

「何な故ぜ攻撃をしかけてくる？　俺は率直な感想を言ったまでだ」

「こ、この変態ロリコン教師がぁ[image: ][image: ]！」

「性的な意味で言ったのではない。無駄と言ったように、お前の胸は剣舞を行う上で邪魔になる。その水袋はどうにかならんのか？」

「なるわけないでしょうがぁ～……！　水袋って言うなぁ～……！」

「真の剣舞使いソードダンサーを目指すならば除去手術を受けることを勧めるが」

「!?　あんた女の胸をなんだと思ってんのよ！」

「性別は関係ない。魔族の男には邪魔になるため生殖器を除去する者は希まれにいる」

　生殖器と聞いて動揺したのかますます顔が赤くなった。

「魔族の価値観と一緒にすんな！」

　こうして組み合っている間も、ロベリアの大きな胸は水みず鞠まりのように弾んでいた。

「まあいいか……闇傾向カオスサイドの中には扇せん情じよう的な要素を好むものも多い。合致する召喚獣を率先して狙っていくとしよう」

「そんな召喚獣こっちから願い下げなんだけど！」

「そうか？　どれも優秀だぞ？　何はともあれその服はよく似合っている」

「嬉うれしくないんですけどぉ……ッッ！」

　結局剣舞用の戦闘服に慣れるまで時間がかかり、ロベリアに関してはろくに授業をしてやることができなかった。彼女もマル子同様に先は長そうだった。







　ロベリアに初歩の型を教えた後、「この格好で動くところを見られたくないからどっか行って！」と言われ、仕方なくメギストスは森の中を歩いていた。どちらにしろきちんとできているかどうかの確認をしなければならないのだから、今見ていても変わらないと思うのだが、そこは思春期ということで納得することにした。

　思春期。メギストスもこちらにきてから学んだ言葉だ。魔族にはそんなものが存在する種族は珍しいので、人間というものは本当に面倒な生き物だなと思う。

　メギストスは、今はアテネを探していた。ロベリアに型を教えている間、彼女には指示を出して先に実践するように言っておいたのだ。

　森の中で気配を探ると、メギストスは膨大な魔力の発生源を感じ取った。

　急ぎ発生源の方向へ向かうと、場所は森の中腹にある滝たき壺つぼに近い水辺だった。

　そこにアテネはいた。身体を水に浸つからせて、両手を空中に差し出している。

　彼女の目の前には異質な存在がいた。水でできた美しき肢体。光の飛沫しぶきを纏まとう青き翼。メギストスはそのあまりの神こう々ごうしい姿に、毛穴が収縮するのを感じた。

　それは怖おぞ気けと言ってもいい。たとえば、火が水を恐れるのと同じような感覚だった。

　アテネの目の前にいるのは──紛まぎれもなく『天使』だったのである。

「水天使『ツァドキエル』か」

　光傾向コスモサイドの水を司つかさどる智ち天てん使し『サキエル』の眷けん属ぞくだった。天使としての格は高くないが、並の魔法使いが呼び出せる召喚獣ではない。

　神聖騎士団の団長クラスでなければ、契約は元より交信すらも不可能だ。

「手を……」

　アテネは悲しみとも慈いつくしみともとれぬ感情を表情に出しながら、まるで捨てられた子猫が飼い主を求めるかのように、ツァドキエルに手を伸ばしている。

　ツァドキエルはアテネを見下ろしながら、何な故ぜか震えていた。魔族のメギストスには天使の感情など読み取れないが、ツァドキエルの表情からは明確な畏怖を感じる。

「……お願い……応えて……！」

　アテネが声に出しながら手を伸ばした時、ツァドキエルは頭こうべを垂れるように身を引き、姿を消した。滝壺周辺に漂っていた神聖な空気が消え、滝が流れ落ちる轟ごう音おんが辺りに響く。

　伸ばした手を引き、水に濡ぬれた我が身を抱きながら、アテネはメギストスに振り向いた。

　そして、柔らかく微笑ほほえみを浮かべる。

「やっぱり無理でした……ごめんなさい、先生」

　その笑顔はどこか弱々しく、諦めが感じられる。

　儚はかなく佇たたずむアテネの下もとへ、メギストスは濡れるのも構わず近づいた。

　そしてマント型のローブを脱ぎ、彼女の肩にかけてやる。

「風邪を引く。もう上がれ」

「せんせ、優しい……えへへ」

　そう言ったアテネの笑顔は、もういつも通りだった。







「へくち！」

　アテネがくしゃみをして恥ずかしそうに鼻を啜すするのを見ながら、メギストスはたき火に薪まきを放る。アテネは彼のローブにくるまりながら、微かすかに震えていた。

「寒いか？　魔法で火力を強めよう」

「いえ、大丈夫です」

　アテネは照れくさそうににへらと笑った。

「こうしていると、メギストス様と過ごした頃を思い出しますね」

　アテネは感極まった時や過去の話をする場合はメギストスを様付けで呼ぶ癖があるようだが、この時はメギストスもとくに咎とがめる気にはならなかった。

　アテネが言っているのは、戦時中にメギストスをかくまっていた洞どう窟くつでの生活のことだろう。思い返すと、確かにこうしてたき火を囲んでいたことも多かった。

「あそこは洞窟だ。もっと暗く寒い」

「ですね。あの暗い洞窟で、先生がこ～やって抱きしめて、暖めてくれましたの今でも時々思い出します」

　アテネがジェスチャーを交えながら当時のことを話す。

「お前はもっと幼かったし、なかなか帰ろうとしなかった。あの時も風邪を引いて、くるなと言っても翌日また顔を出して風邪を悪化させた」

「そうでしたそうでしたっ、懐なつかしいですね～」

　しばし二人で思い出話に花を咲かせる。

　メギストスにとっても、あの頃の記憶は一つ残らず大切な記憶だ。戦争に疲ひ弊へいしきった精神を癒いやし、剣を捨てる覚悟を与えてくれた少女との思い出だ。

　アテネはメギストスの身体も心も癒やしてくれた。だからできることなら彼はその恩を返したかった。正教という枷かせに縛られ、属性という重荷を背負うアテネに……。

「あの頃が、私が生きてきた中で二番目に幸せな日々でした」

「……そうか」

「一番は……いつだと思います？」

　不意に問いかけられて、メギストスはアテネを見た。ローブを肩にかけ、片かた膝ひざを曲げてこちらをのぞき込むその表情は、どこか蠱こ惑わく的てきだった。

　幼い頃からそうだった。アテネは時々、天使なのか小悪魔なのかよくわからない、メギストスですらドキりとするような表情をする。少なからず動揺していると、アテネはいつもの明るい笑顔になって、照れくさそうに言った。

「もちろん、先生と一緒にいられる今この時ですよ。へへ～♪」

　頬ほおを赤くしながら笑うアテネは子供そのものだ。ギャップにものすごく気が抜けてしまいそうになり、メギストスは再び教師としてアテネに接することにした。

「先ほどの天使は、森の水を触媒にして試した結果か？」

「はい。言われた通り水辺で試してみたのですけれど、やっぱりダメでした」

「何を触媒にしてもその属性を司つかさどる天使としか交信できない。そして呼び出せたとしても契約ができるわけではない……『暁』属性の調査書にある通りだ」

　アテネは肩を落として落ち込んでいるようだった。

「しかし交信自体の腕は大したものだ。たとえ『暁』属性であろうと、天界と交信するのは容易ではないはずだ。学園に入る前から独自の訓練をしていたのか？」

「わ、私も魔法使いには憧れていましたので……お母様にも内緒でやっていました」

　内緒で隠れて天使との交信訓練をするような子供がいてたまるかとメギストスも思わなくはないが、アテネに限ってはやるだろうなと思った。天使との交信など、下手を打てば命を落とすというのに、それを幼いころから隠れて実行し成功していたとは、やはりこの子の魔法使いとしての才能は凄すさまじい。

「闇傾向カオスサイドは……まだ試していないんですけどね？」

「それはダメだ。絶対に試すな」

「わ、わかってますよぅ。闇傾向カオスサイドと交信したら、先生に迷惑がかかりますもの。やりません、やりませんですよ」

　釘くぎを刺すとアテネは口を尖とがらせていじけてしまった。

「我々魔族の交信法と人間のやり方は多少異なる。いろいろ試すべきだ。触媒も全て試したわけではあるまい。根気だぞ、アテネ」

「……ですね」

　アテネがこくんと頷うなずいたのを確認して、メギストスはマル子とロベリアの進しん捗ちよく状況を確かめに行こうと立ち上がった。

「メギストス先生」

　背を向けた時、アテネが声をかけてきた。肩越しにアテネを見ると、彼女はメギストスに背を向けたままぼんやりと空を見上げていた。

「異世界の傾向って、本当に光と闇しか無いのでしょうか？」

　穏やかながらも、その声には真剣さが含まれているように感じられた。

　メギストスは目を細め、彼女の問いの意味を吟ぎん味みする。

　上下に枝分かれした異世界。上に行くほど光が強く、下に行くほど闇が濃い。

　その大きな体系から逸脱した世界は存在するのかと、アテネは聞いているのだろう。

《……旦だん那な》

《わかっている》

　モンスーンの横よこ槍やりに答えつつ、メギストスは首を横に振った。

「そんなものは存在しない。考えるだけ時間の無駄だ」

「でも、私時々夢に見るんです」

「…………」

「星も太陽も月も無い真っ暗闇の下で……明け方の空のような色をした大きな翼を持つ美しい人が……私に微笑ほほえむ夢を……」

　メギストスはそれ以上話をするつもりはないと言わんばかりに歩みを進めた。

「ただの夢だ」

　容赦なく切り捨てるように言って、メギストスはアテネの下もとを離れた。

　森を一人で歩きながら拳を握りしめる。

《かわいそうだけど、これ以上業ごうを背負わせるよりはよっぽどいいよ。それは誰よりも旦だん那なが一番よくわかってるよな》

（ああ、わかっている。だから他の方法を探すと約束した）

　モンスーンに言われるまでも無かった。

　アテネの言っていた属性体系の外側にある異世界。

　真実を語るとするならば、それは実在する。『暁』属性のような希少属性は他にもあるが、そういった属性は確認されていない異世界への交信を可能とする場合が多い。

　不確定異世界、未確認召喚獣。そういったものと交信を可能にする特異特性保持者は、【[image: ]】と呼ばれている。理由は、文字通り異世界の扉を開くための鍵だからだ。

　アテネの『暁』属性は【[image: ]】である可能性が高い。正教庁はアテネの属性を神聖視しているように見せかけているが、本当は彼女の属性を恐れているのだ。

　彼女が未知なる異世界の存在と契約を結べば、何が起こるかわからないためだ。

《奇妙なもんだよな。旦那を救ったあの子が、旦那と同じ業を背負っていたなんてさ。こういうのを運命って言うのかね》

（…………）

《ま、旦那は属性が二つある分、生き方を選べたんだ。あの子よりはずっとマシさ》

（モンスーン）

《何だよ》

「少し、黙れ」

　肩に乗っていたモンスーンがメギストスの横顔を見て目を閉じると、何も言わずに姿を消した。一人になったメギストスは足を止めて空を見上げた。木の葉の隙間から差し込む太陽の光に目を細めながら、アテネにしてやれることを考える。

　アテネの持つ属性の運命を知ったのは、洞どう窟くつの中で過ごしていた頃だ。

　戯たわむれにメギストスが魔法についてを教えた際に彼女の持つ魔力の異質さを知り、過酷な運命を背負わされる可能性がある彼女のことを哀れに思った。

　メギストスが人間の国で魔族として教師をすると決めたのは、何もアテネに会いたかったからというだけではない。もしもアテネが本当に【[image: ]】であった場合、未確認召喚獣と契約をしてしまえば、コントロールできずに未み曾ぞ有うの大災害を引き起こす可能性があった。そうなれば正教庁やリットランだけでなく、世界からアテネが排除される危険性がある。

　命と魂の恩人として──メギストスは彼女を見守るためにここにきたのだった。





[image: ]




　メギストスがアザゼリック魔法学園に赴任してから二ヶ月が経たとうとしていた。

　反省すべき点はもちろん反省し、改善には努めたが基本的なやり方は変わらなかった。生徒達に試験までに必ず契約させると約束した以上はやり遂げるつもりでメギストスは生徒達と向き合っていた。

　教え様ようがなかった『魔力操作基礎』の授業も、人間の身体を研究しアレンジを加えた。

「人間と魔族は魔力を持つが、召喚獣がいなければ魔法は構築できない。魔力だけでできることは限られているが、魔力操作は重要だ。召喚獣に餌として魔力を与える場合、契約さえしていれば自動で供給されるのだが、摂取する際にこだわりを持つ種も多い。魔力は酷ひどく繊細で脆もろい粘土や絵の具だと思え。少しでも気を抜けば形が崩れ、本来の機能を失う。これは召喚獣と協力して発動する契約魔法を行使する際にも重要となる」

　生徒達に説明しながら魔力の操作に勤いそしんでいる生徒達を眺める。

「粘土って言ったって、こねくり回せるものじゃないだろこれ……！」

「感覚としては汗をかき集めてモノを作ろうとしてる感じ……？」

「む、むずかしか～……」

「魔力操作など貴族として～……き、貴族として～」

　苦戦している生徒の中に、ビルドとジェシカとリズリー、そしてマル子がいた。

　こればかりは簡単にできる生徒もいればできない生徒もいる。できる生徒の中には球状にしてキャッチボールをする者もいれば、ノートにペンの代わりに文字を書くことができる者もいた。逆にできていない四人は身体を捩ねじらせたり両手を前に突きだしてみたり、轆ろく轤ろを回すみたいにこねてみたりいろいろやってはいるが、上う手まくいっていなかった。

　メギストスは彼らに近づき、人間の感覚になってアドバイスを出す。

「お前達に尻尾は無いが、仮にあると思い込んで動かすイメージはできないか？」

　ビルドは「何……どゆこと？」と言って最初は首を傾かしげたが、ジェシカとリズリーにはなんとなく伝わったようだ。

「あ、なんか、ちょっとわかるかも？」

「どこに力を入れれば動かせるか、尻尾だったらなんとなく想像できる？」

　臀でん部ぶを振ったりしてみせるジェシカとリズリー。

「それができるのは、元々お前達には尻尾があったからだ。人間は進化の過程で尾を捨てた生物で、骨格や筋肉にもその名な残ごりがある。だから尾は無いのに動かせるイメージはできるわけだ。魔力操作が出来ない者、立ってみろ」

　メギストスはいまだに操作ができない生徒四名を立たせて、目を閉じさせた。

「魔力を振り絞れ。操作は考えなくていい、とにかく身体から魔力を出せ」

　生徒達は眉み間けんに皺しわを寄せながらも言われた通りにした。

　それぞれの属性の魔力を身体から滲にじませる。

「次に尾をイメージしろ。猫のようにしなやかな尾が、お前達にはある。尾はお前達にとって自由自在な三本目の腕だ」

　そこまで言ってやると、四名のうち三名の臀でん部ぶに魔力で構築された尾が出現し、風を切った。他の生徒達が彼らを見て「おぉ」と声を上げる。

「目を開けて自分の臀部を見てみろ」

「？　うわっ！　魔力の尻尾ができてる！」

「ほ……ほんとだか？　あ、ほんとぉだ！　動かせてるよ！」

「こんなんでできちゃうの!?　先生の言ってた通り人間って尻尾が動かせたんだね！」

　ジェシカとリズリーにすごいすごいと称賛されるが、メギストスは淡々と答えた。

「いいや、人間に尻尾などあるものか」

「は!?　嘘うそかよ！」

「嘘ではないが屁へ理り屈くつだな。しかしこれでコツが掴つかめたはずだぞ。その感覚を忘れるな」

　と言いつつ、一人だけできていないマル子を見る。

　マル子は微妙に不快感をあらわにした顔で下を向いていた。

「どうしたマル子」

「……なんかお尻のとこで魔力が破裂して……べちゃってなったのだ……おトイレいってくるのだ……」

　トボトボと教室を出て行くマル子を見送りながら、「魔力は物質じゃないから心配ないぞ」と言ってやる。

（……あいつは相変わらずか）

　メギストスは生徒達に指示を出しつつ、窓際で頬ほお杖づえをつくロベリアのところへ。

　ロベリアは一見何もしてないようだったが、指先にほんの少量の魔力らしき光を出しながら、星を形作ってみたり音符を作ってみたりしていた。よく見ると額には汗が浮かんでいる。少量にしているのではなく、あの魔力がロベリアの限界なのだ。

　近づいてみるとロベリアが顔を上げ、ジト目で睨にらんでくる。

「いいぞ。その調子でがんばれ」

「……ふん」

　すぐにそっぽを向いてしまったが、口元には小さく笑みが浮かんでいた。

　どうやら彼女は魔力操作の授業は好きらしい。少しずつでも前に進む努力をしてくれているのならば上出来だった。メギストスは次の生徒を見るために前を向いた。

「おー！　アテネさんすっげー！」

「それ、召喚獣じゃないよね!?　すっごいよくできてる！」

　生徒達の歓声を聞いて、メギストスは視線をアテネの席へ向けた。

　アテネは空中に魔力で作った天使と悪魔を飛び回らせていた。確かによくできている。生徒達から称賛されて照れくさそうにしながら、アテネは自分が作った天使と悪魔を、どこか遠い目で見つめていた。




　その後もメギストスの授業を受けたＤ組の生徒達は着々と前進し、『交信基礎』『魔力生成基礎』『魔力操作基礎』はすでに問題無いレベルにまで達していた。そしてようやく一年生最初の試験課題、召喚獣との契約に至るまでの最後の授業、『召喚基礎』までたどり着いたのである。魔力や他の触媒を使って召喚獣達を呼び出すのが『召喚』だ。そこまで達成できれば、あとは残すところ契約だけだった。

「固定観念にとらわれるな。教典通りでは視野が狭くなる。最初は呼び出す召喚獣を絞るより、意識体で異世界を探索し、広い範囲で遭遇することを考えろ」

　教室で生徒達におのおの繋つなぎ慣れた異世界の召喚獣を呼び出させようとしていた。

「最初は何でもいい、呼び出せれば儲もうけものだから見つけたら手当たり次第試してみろ。呼び出せたとして、お前達ひよっこが俺のように一発で契約できるなどと思うなよ。何度も挑戦し、自分のことを召喚獣に覚えさせるのだ」

　指示を出しながら教室内を歩く。生徒達は目を瞑つぶりながら集中していたが、今では話しながらでも交信を行えるようになっていた。

　皆交信探索中に独り言を言ったり、呼び出せたはいいが意思疎通ができずに召喚獣が教室内を走り回ったり飛び回ったりと、なかなかに混こん沌とんとした状況になっていた。

　本人達は意識体を異世界に飛ばして探索を行っているので臨場感はあるだろうが、こうして眺めているとなかなかシュールな光景である。

「見当たらなければ近くにいる可能性の高い召喚獣に呼びかけろ。最初は詠唱など必要ない。自分の言葉、感情で呼びかけるのだ。二つの属性群に該当する召喚獣も多い。片方の属性を持つ契約者ならば呼び出せないということはない。契約しない限り召喚獣が我々に危害を加えることは不可能だ、安心して呼び出すがいい」

　まとめて指示を出して状況を見守り、途方に暮れている生徒がいないか確認する。魔力切れや交信切断が起こって反動が生じるだけならばまだいいが、意識体のみが異世界や移動中の虚きよ無む空間に留とどまってしまうことが希まれにあるため、引き戻さなければならない。

「ねえ、ちょっと……魔族の教師……ねえってば」

　ロベリアに声をかけられ顔を向けると、彼女は前の席を指さしていた。

　指さされた方向の先には、宙を見つめながらだらしなく涎よだれを垂らしている生徒がいた。

「……うへぇぁ[image: ][image: ]ん……」

　マル子だ。メギストスはマル子の額に手を当てて、彼女の意識体の痕こん跡せきを辿たどった。

　どうやら途中で迷って魔力が切れたらしい。試みたのは闇傾向カオスサイドの下層世界だ。属性選択授業の時に指示した通り闇傾向カオスサイドにトライしているようだが、ルートが滅め茶ちや苦く茶ちやだった。

（迷ったら引き返せとあれほど言ったというのに、こいつは……）

　メギストスは虚きよ無む空間に漂っていたマル子の意識体を抱え、現実に意識を引き戻した。

「ふぇ？──っていっだああああああああああああああああああい！　のだ！」

　その途端、反動が起こってマル子が頭痛に転げ回った。回復させてやってもいいが、反省させるためにしばらく放置することにした。

　メギストスはロベリアのところまで戻った。

「よく気づいてくれた。礼を言う」

「礼を言われるようなことじゃないわ。意識体が迷子になっても、痕跡が消えることはないし、肉体は生きているから気づくのに遅れたって死ぬこともないじゃない」

「ならば何な故ぜ俺に教えた？」

　ロベリアは相変わらず敵意むき出しの目でメギストスを見た。

「……別に、その分反動が大きくなって痛みが増すのは気の毒でしょ」

「優しいな、お前は」

「そーよ。あたし人間には優しいの」

　メギストスに対する態度は変わらなかったが、以前のように無視されることは無くなった。ロベリアは交信の訓練にはまともに参加できない。彼女の魔力量では虚無空間を探索できる時間が非常に短いのだ。一度交信を行い、魔力が切れれば再び充じゆう填てんされるまで待たなければいけなかった。魔力の自然回復力もロベリアは貧弱なのだ。

「魔力量は個人差はあるが確実に増やせる。お前もこれを飲むのだ」

　メギストスが懐から粉末にしたカサガラ草を取り出すと、ロベリアはあからさまに嫌そうな顔をして顔を背けた。しかし背けた先、窓際にはいつの間にかアテネが座っていた。使命感を帯びた凜り々りしい顔で、アテネもカサガラ草の粉末が入った袋を差し出してきた。

「飲みましょう、ロベリアちゃん！　私も毎日飲んでます！」

「あ、あんた気持ち悪いんだけど……どうしてそんなもの毎日飲めるわけ？」

　メギストスも反対側から押しつけるように粉末を前に出す。

「慣れれば美う味まい」

「何でそこまでして飲ませようとするのよ……！」

　アテネもさらに粉末を押しつける。

「多少夜眠れなくなったり、妙にハイになったりしますけど大丈夫です！」

「いや、だから！」

　メギストスはロベリアに粉末を飲ませるために彼女の胸を凝視した。

「胸も縮むかもしれん」

「[image: ][image: ][image: ]ッ！　いい加減セクハラだって学園長に報告するわよ!?」

「ちぢ……む……？」

　激怒するロベリアの横で、アテネが不意に顔を背けた。

「アテネ、これ飲むの止やめますね」

「あんたはどっちなのよ！」

「私のお胸はこれからなのに縮んじゃったらあんまりですよ!?」

「あーもう！　会話が噛かみ合わないわねぇ！」

　メギストスとアテネに翻ほん弄ろうされながらロベリアは苛いら立だちに頭をかきむしっている。

「わ、わっ、先生！」

　その時、交信を行っていたジェシカに呼ばれ、メギストスは足早に彼女の下もとまで行った。

　目を開けて慌てふためくジェシカの机の上に、小さなイタチのような生物が鎮座していた。額の赤い宝石、窓から差し込む日の光を反射して黄色く輝く毛並み。

「ほう、カーバンクルを呼んだか。珍しいな」

「どどど、どうすればいい!?」

「落ち着け。大声を出すな。カーバンクルは繊細だ。怯おびえればすぐ逃げるぞ」

　カーバンクルは机の上で後ろ足で首を掻かいている。まだ怯えた様子は無い。

「触媒は……彫金ハンマーか。しかも霊鉄……該当しないな。それに惹ひかれてやってきたわけではない。もしや宝石を持っていないか？」

「あ……うん！　自作のアクセサリーに、ルビーが」

　自作の触媒となれば、思い入れも強いはずだ。カーバンクルは感受性が強い。愛を持って宝石を扱う者に懐なつく傾向があった。

「それだな。ゆっくり取り出してカーバンクルに近づけてみろ」

　ジェシカは震えた手で俺に言われた通りにした。いつの間にか教室中の生徒達が息を呑のんで経過を見守っている。カーバンクルはアクセサリーの匂においを嗅ぐと安らいだように頬ほおずりを始めた。小声で歓声が上がる。ジェシカも目を輝かせてアクセサリーに懐いたカーバンクルを見つめていた。

「こ、ここからは、どうすればいい？　契約できるかな？」

「繊細だと言っただろう。一時契約であろうと容易たやすくはいかん。こいつはまだお前にではなくお前のアクセサリーに懐いているだけだ」

　じゃあどうすれば？　という表情のジェシカにメギストスは迷わずこう答えた。

「俺がシャインシルフにやったように捕獲しろ」

「……え、えー……繊細って言ったじゃん、せっかく出てきてくれたのにぃ？」

「いいからやれ。今なら隙だらけだ。想いを込めて捕まえろ」

　ジェシカは迷っていたが、メギストスに急せかされたことで目を瞑つぶり、思い切りがしりとカーバンクルを抱き寄せた。カーバンクルはジェシカの胸で驚いてジタバタと暴れたが、ジェシカは決して離さない。

「うわーんごめんね～！　モフモフだー可愛かわいいなぁ！　よーしよしよし！」

　しかしやがてカーバンクルはジェシカの腕からすり抜けて空中に飛び跳ねると、そのまま空気に溶けるように消えてしまった。ジェシカはあからさまにショックを受けた顔をメギストスに向けた。

「ダメじゃん！」

「ダメではない。確かに逃げられたが、奴やつは君の匂においを覚えたはずだ。君ももう一度奴がいた異世界と交信すれば、それとなく居場所がわかる。今日はもうやめたほうがいいが、日を改めて再度交信してみるといい」

「でも……嫌われちゃったんじゃないかなぁ」

　ジェシカが落ち込んでいると、

「そんなことないのだ。あいつはちょっと驚いただけで、嫌がってたわけじゃないのだ」

　交信の失敗から立ち直ったマル子が、机に突っ伏しながらそんなことを言った。

「ほんと？　なんでマルちゃんなんかにそんなのわかるの？」

「ボクにはわかるったらわかるのだ！　あいつがそう言ってたのだ！」

　手足をジタバタさせながら怒るマル子。メギストスはジェシカの肩に手を置いた。

「マル子の言うことは信用していい。カーバンクルはお前を拒絶したわけじゃない」

　ジェシカはやはり「だからなんで？」と首を傾かしげていた。

　メギストスは生徒達全員に聞こえるように声を張り上げた。

「いいか、召喚獣を呼び出せた者は触媒で引き寄せて意地でも接触しろ！　自分に害意は無く、好意的であり、契約を望んでいることを連中に肌で教えることが重要だ！　奴らは接触によって俺達の心情を読み取る！」

　ジェシカの成功例を見たおかげか、生徒達は真剣にメギストスの話を聞いていた。

「教典には礼節だの詠唱だの作法だのが事細かに記してあるが、そういったものが有効なのは中位から上位召喚獣だけだ！　下位の召喚獣にそんなものは伝わらん！　お前達の前に姿を現したのなら契約の準備は整っているということだ！　お前達には魔力が少ない、だから触れあって契約したいという想おもいを伝えろ！」

　メギストスの言葉に、生徒達は納得したように頷うなずいていた。

「先生、だからあの時シャインシルフを掴つかんだのか……」

「闇傾向カオスサイドの魔力だけじゃ契約できないから、無む理り矢や理りにでも触れて気持ちを伝えたのね」

「言葉よりも接触か……気持ちが重要なんて話あんまり聞いたことなかったな。メギストス先生自身も、絆きずなは契約してから強くしていけばいいって言ってたし」

　生徒達が話しているのを聞いて、アテネが立ち上がった。

「絆は先生の言う通り契約してから強くしていくものなんだと思います。先生がシャインシルフにやったのは、なんでしょう……強引なプロポーズ、でしょうか？──お友達からでもいいから付き合えコノヤロー！　みたいな感じ……で、合ってますよね？」

　ニッコリとアテネがメギストスに微笑ほほえんでくる。

　生徒達がアテネの補足を聞いて、「あー」と納得して苦笑していた。

「……何だ？」

　メギストスは若干不服そうに生徒達を見た。

「はは、先生不器用そうだもんね」

「壁にドンてしながら『俺と付き合え』って言いそう」

「魔族の男ってみんなそうなの？」

「でも召喚獣には効果的みたいだな」

　アテネの補足もあり、笑いながらも生徒達はメギストスの教え方に納得してくれたようだった。何な故ぜ笑われているのか、いまいちわからないメギストスはため息をつく。

「……まあ、わかりやすいならそれでいい。その通りということにしよう」

「先生ー！　僕も呼び出せました！　どうすればいいか教えてください！」

「よし。種族は？」

「先生！　こっちもお願いします！」

　メギストスは生徒に呼ばれ、教室の中を行ったりきたりするはめになった。

　交信の授業はその後も順調に進み、この二ヶ月近くの間に契約を成し遂げた生徒も半数に迫るようになった。少しずつではあるが、メギストスはこのクラスに受け入られてきたのではないかと思い始めていた。契約が試される中間試験まで残すところ一週間。この調子ならば間違いなくＤ組の生徒ほぼ全員が合格できることだろう。

　恐らく、二人をのぞいて全員。その二人とは、メギストスが受け持っている闇属性群の属性選択授業を受けているマル子とロベリアのことだった。







「なんでだー！　交信できてもどの召喚獣もボクの呼びかけに答えてくれないのだー！」

　午後の属性選択授業で、異世界への交信を試みていたマル子が手足をバタバタさせながらゴロゴロと転がっている。

　言語超越者ワードブレイカーという特性がある以上は契約を優位に進められるのは間違いないというのに、マル子はいまだに一匹たりとも召喚獣を呼び出せていなかった。マル子の言語超越者としての強みは、あくまで召喚獣が何を言っているのか理解できるだけだ。つまり召喚するには結局魔力と触媒を用いるしかないのである。

　それでもさほど難しくはないはずなのだ。魔力と触媒がそろっていれば、召喚獣がこちら側の世界に顔を出すぐらいのことはしてくるはずなのだが……。

「お前、交信の際にどのように召喚獣へ呼びかけている？」

　メギストスはふてくされて大の字に寝転がっているマル子に聞いてみた。

「試せることは全部やったのだ……いくらやっても結果が同じなのだ」

　さすがに落ち込んでいるのか声に覇気が無かった。

「何な故ぜなのだ？　自分で言うのもなんだが、ボクはそこそこがんばってると思うのに……実った試しが無いのだ。昔からそうなのだ。たくさんいるきょうだいの中で、ボクだけがシュタインサーベルの血統ではない属性で生まれてきたり、金属系の属性家系なのにボクだけ金属アレルギーだったり……ペアを組む時いつもボクだけあぶれちゃったり……」

　最後のは関係ないのではなかろうか、と思うメギストス。

「努力が下手だって自覚はあるのだ。でも、どんなに馬鹿にされても自分なりにがんばってきたのだ。シュタインサーベルの人間として恥ずかしくないようにと……」

「…………」

「才能は努力で補えるなんて嘘うそなのだ。努力にすら才能が必要なら、ボクのような奴やつはどうすればいいのだ……？」

　マル子が転がりながら膝ひざを抱えている。完全にいじけてしまっているようだ。

　これも思春期と言うらしい。角持ちニルヴアに思春期は無いが、今のマル子の悩みであればメギストスにも理解できた。この子を見ていると、メギストスは少しだけ幼い頃の自分を思い出す。幼少の頃は角持ちとしてプライドが高く、己に才能が無いことを嘆いたものだった。

　メギストスはマル子の隣に腰を下ろした。

「努力すれば成功するなどというのは確かに幻想だ。ただがむしゃらに努力しても意味はない。人が空を飛ぶためにいくら腕を振り回しても無駄なのと同じだ。大事なのは気づくこと……己の良いところと悪いところがわかればおのずと努力の方向性は見えてこよう」

　木の葉の隙間から覗のぞく陽光に目を細め、メギストスは昔を思い出す。

「俺も子供の頃は努力が下手だった」

「教師が？　魔族もそういうことに悩むのか？」

「ああ。己の才能に気づかず、間違った方向に力を求めたこともある。その結果痛い目を見たりもしたが……俺にはそれを正し、導いてくれる師がいたのだ」

　マル子が身体を起こして座った。

「許されるのなら、俺はお前にとっての師になりたいと思っている。これからは自分で努力をする前に俺に話してほしい。できるか？」

　マル子はメギストスを見上げながら、こくこくと頷うなずいた。

「じゃ、じゃあ、教師はボクの何がダメだと思う？」

「お前が呼びかけた時の召喚獣の反応を話してみろ。相手からどう返された？」

　言語超越者ワードブレイカーならば呼びかけた時に何を言い返してきたかわかったはず。

　マル子は少しバツが悪そうに視線を横に向けながら、両手の人差し指同士を合わせた。

「な、何も……だいたい、鼻で笑われて終わりなのだ。あとはたまに……失うせろチビスケとか……出来損ないが粋いきがるなとか……」

　召喚獣には人間を見下しているものは多いが、さすがに下位世界であればそこまで反抗的な態度を取るものはあまりいないはずだ。マル子は下手くそではあるが交信もできるし、魔力操作も必要最低限可能になった。となれば……。

「お前は召喚獣達にどう呼びかけている？」

　尋ねると、マル子は胸の前に腕を組んで自信満々に答えた。

「ふふん！　それはもちろん、我が血統の証明と、シュタインサーベル家の人間に求められることを誇りに思え下げ賎せんな者共よ！　と呼びかけている！」

「──それだ馬鹿者。契約相手を見下す奴やつがどこにいる」

　メギストスが軽く手て刀がたなを脳天にお見舞いすると、マル子は頭を抱えながら涙目になった。

「えー！　だって教師が召喚獣相手に下手に出るなとー！」

「下手には出るなとは言ったが見下せとは言っとらん。一時契約は対等だと言ったろう。自分を誇張するのもやめろ、失望させるだけだ」

　頭を抱えたまましょんぼりとしてしまうマル子。

（すごいなこの子は……努力と才能の方向性がずれているだけでなく問題点までずれているとは思わなかった）

「ならばどうすればいいのだ？　召喚獣相手にどう呼びかければよい？」

　メギストスは手を顎あごに当ててしばし考える。詠唱がダメだったのなら、自分の気持ちを伝えるしかない。触れられればいいが、交信中に意識体の状態で興味を持たせるには……。

「……友達になってほしいと呼びかけるというのはどうだろう？」

　メギストスにしては柄にも無いことを言った気がするが、悪い案ではないはずだった。一時契約の関係とは少し違う気もするが、友人であれば対等だ。

「おぉ！　友達か！」

　納得だ、と言わんばかりに目を輝かせるマル子だったが、すぐに首を傾かしげた。

「友達ってどうやって作るのだ？」

「…………」

「教師、何な故ぜ眉み間けんを指でつまむ？　頭痛か？」

「……ああ。いいか、友達というのはだな……………………ん？」

　メギストスは言葉の途中であることを思い出した。

（しまった。俺も友人と呼べる者が一人もいないではないか）

《やめろよ……聞いてるこっちが悲しくなってくるだろ》

（いかん、どうする。戦友なら山ほどいるが、友人の作り方など俺は知らんぞ……）

　と、そこでメギストスはふと学園にやってきた日の出来事を思い出した。

　そうだ。確かあれは親愛の証あかしだったではないか？

「──握手だ。握手をしよう、とでも呼びかければいいのではなかろうか」

　いいアイデアだと思ったが、モンスーンが「ぶふぉ！」と吹き出して笑う声が聞こえた。

　しかしマル子は「おぉ！」と感嘆の声を上げた。

「さすが教師！　試してみるのだ！」

　立ち上がり、使命感に燃えながらマル子はダダダッと前に出て、そしてすぐにダダダッと戻ってきた。

「──ボク、握手したことない！　緊張してきた、どうしよう教師！」

　マル子は両手で頬ほおを押さえながら慌てた様子でその場で足踏みしていた。

「握手を知らない……まさかお前も魔族だったのか」

「握手をする機会が無かっただけなのだっ……き、教師で練習させてほしいのだっ」

「練習するようなことなのか？」

　メギストスが聞くと、マル子は真剣な顔で下を向きつつ頬を赤らめた。

「お、お願いするのだ……教えてほしいのだ……」

「……わかった。やってみろ」

　メギストスは渋々練習相手を引き受け、マル子の動きを待った。

　マル子はハッと真っ赤になった顔を上げ、おずおずと震えた右手を前に差し出してくる。

「……ボ……ボ……ボクと、おと、お友達に、なてください」

　マル子は鼓動が聞こえてきそうなほどの緊張ぶりで、ふんすと鼻息を鳴らした。

　メギストスは即答した。

「断る」

「何な故ぜー！」

「俺はお前の教師であって友人ではない。教師である以上、友人になるわけにはいかん」

「そ……そんなぁ……」

　がっくしと膝ひざをついて丸くなってしまうマル子。

　メギストスはマル子の目の前に手を差し出した。

「しかし……職務中は無理だが、授業が終わった後は……友人でいい」

「ほ、ほんと？」

　半べそをかきながらも、マル子は嬉うれしそうに笑って顔を上げた。

　そしてメギストスの手に自分の手を重ね、上下に軽く振る。

　マル子は、にへら、と顔を綻ほころばせた。

「マル子にはじめて友達ができたのだぁ。うれしいのだ！」

　練習のつもりだったのだが、さすがにメギストスもこの顔を見て無む下げにすることはできなかった。それから一〇分後。練習も済んで、さあ実践となったわけだが……。

「ダメだったのだ……」

　意気消沈したマル子は膝ひざを抱えていた。

「いや、待て」

　しかし、メギストスは少し離れた木の陰に何かいることに気づいた。

　あれは……猪いの豚ぶたか？　薄緑色に発光する小さな豚が、木陰からこちらの様子を窺うかがっていた。ものすごく目つきの悪い小型の猪豚だが、召喚獣であることは間違いない。

　メギストスはモンスーンと目を細めながら謎の猪豚をじっと見つめた。

《旦だん那な、何あいつ……見たことないんだけど》

（交信異世界は魔森林『ゲンティア』……闇傾向カオスサイドのはずだが？）

《レッサーパイア、だと思う。でもそれにしたって小さいな……》

　メギストスとモンスーンが猪豚の正体について判断しかねていると、

「ホーキーくん！　あれはホーキーくんなのだ！」

　マル子が興奮しながら謎の猪豚を指さした。












「ゲンティアと交信している時、たまに現れてボクを鼻で笑って去って行く謎の猪いの豚ぶたなのだ！　よく遭遇するので勝手にホーキーくんと名付けた！」

　メギストスは立ち上がったマル子の背中を叩たたいた。

「よしマル子、練習通りにな」

「わかったのだっ、行ってくるのだっ」

　ぐっと拳を握ってマル子はゆっくりとホーキーくんとやらに近づいて行った。右手と右足、左手と左足が一緒に動いていた。

　よく遭遇するということは、すでに奴やつはマル子に興味があるということだろう。マル子が目の前にきても逃げはしなかったが、鋭い目つきでじっと見つめていた。

「ホーキーくん、よくきたのだ……あの、ボ、ボクとおともだちになっ──」

　そこまで言って、マル子はあることに気がついてハッとした。

　ぎこちなく首を動かしてメギストスの方を見る。

「き、教師……猪豚じゃ──握手ができないぞ！」

「接触だマル子。接触さえできれば握手になる。友達になりたいという気持ちを込めて接触しろ……！」

　接触を優先するというのは間違ってはいない。握手をするかどうかより、握手をしたいという感情を接触で伝えられれば同じことなのだ。マル子がホーキーくんにおそるおそる手を伸ばす。あと数㎝で指先が豚鼻につく。メギストスは心の中でエールを送った。

　行けマル子。がんばれマル子。負けるなマ────ドゴッ！

「どふっ……！」

　ホーキーくんは手を差し伸べたマル子の鳩尾みぞおちに頭突きをかまし、フンと鼻を鳴らして空気に溶けるように自分の世界へと帰っていった。

「…………」

「契約しない限りこちら側にダメージを与えることはできないから、痛くないはずだ」

「……心が、痛いのだ」

　背を丸めながらうずくまるマル子を気の毒に思いはしたが、実際それほど悪い結果というわけでもなかった。

「一応あれも接触だ。お前の気持ちは伝わったはずなのだから、前向きに行こう。あれも猪豚なりの握手なのかもしれん」

「それは前向きすぎるのだ～！　今のを友好的と考えるのはどうかしてるのだ～！　ストイックすぎるのだ～！」

　その後、猪豚ホーキーくんが何か言っていたか尋ねたが、鼻で笑われただけで結局何も言い返してこなかったとのことだった。めげそうになるマル子を励まし、今後も懲りずにホーキーくんとの契約を狙うように方針を固めた。

《他の狙った方がいいんじゃね……？》

（いや、奴やつの正体を知るためにもこのままマル子と契約させたい。新種かもしれん）

《個人的興味かよっ！　ひでぇ友達がいたもんだな！》

　モンスーンの小言に「何が悪いのかわからない」と返し、メギストスはロベリアの様子を確かめに向かうのだった。
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　マル子の指導が終わった後、メギストスはロベリアの剣舞の訓練を行っていた。

　剣舞といってもただ型を決めて踊ればいいというわけではない。メギストスがロベリアにやらせようとしている剣舞は、極めて実戦的なものだった。

　つまり、戦いの中で行う剣舞である。剣けん戟げきの合間に出来た隙を突き、メギストスは容赦なくロベリアの腰へステッキを振り下ろす。

「──ッ！」

　ロベリアは衝撃によろめきつつも、動きを止めずに剣を振るう。

「そうだ、止まらずに動き続けろ」

「わかってるわよ！　くっ！」

　ロベリアがメギストスの突きを避よけると同時に、以前教えた【型】を行う。この型を組み合わせて召喚獣達の好む舞を完成させることで、初めて剣舞は触媒として機能するのだ。

「型は戦いの中で行わなければならない。競技だろうが実戦だろうが、敵はお前が舞い終えるのを待ってはくれんぞ──たわけ！　止まっている！」

　メギストスはロベリアが型を構えた瞬間に彼女の足をステッキで払った。体勢を崩しロベリアが転倒するが、彼女はめげずにすぐに立ち上がって襲いかかってくる。

「戦いの中で舞うからこそ召喚獣は剣舞に興味を持つ。エンチャンターは魔力を剣に乗せて舞を彩いろどり、剣戟の火花すらも利用して美しさと強さを表現する」

「はぁッ！」

「だが、お前には彩るための魔力が無い。技と舞だけで召喚獣を魅了させなければならんのだ──それをもっと自覚しろ！」

　メギストスは横薙なぎに振るわれたロベリアの剣をステッキで受け流し、反動でよろめいた隙に背中に打ち付ける。ロベリアは倒れそうになったがそのまま前転を行い、足をついて身体を反転させてすぐさま攻撃に移ろうとした。しかしメギストスはロベリアの剣をステッキで弾はじき飛ばし、ステッキの先を彼女の眼前に突きつけた。

　ロベリアは一瞬恐怖に強こわ張ばって動けず、悔しげに奥歯を噛かみ締めた。

　メギストスは彼女を冷ややかに見つめ、ステッキを引く。

「順番通りに型をとらなければ剣舞は完成しないが、敵がその動きに合わせて動いてくれると思うな。無理に型を決めようとすれば必ず隙ができる。隙を作らぬよう動き続け、攻撃を仕掛ける動きに型を交ぜ込むのだ。同じように回避にも防御にも型は組み込める」

　メギストスがステッキの柄えを逆手に持ち直すと、ロベリアは肩を落とした。

　厳しくしすぎた、などということはない。ロベリアの場合は鞭むちを打ってでも剣舞を叩たたき込まなければ召喚獣と契約できる見込みが無いのだ。ロベリアは肩で息をしたまま項垂うなだれているので、メギストスは近くの木の幹に刺さったロベリアの剣を引き抜こうとした。

「ダメ！　触らないで！」

　横から突然怒鳴られ、ロベリアがメギストスよりも先に剣を抜き、大事そうに胸に抱えた。怨うらめしそうに見上げてくるロベリアの目は、敵を見るものと同じだった。

　メギストスはロベリアの抱いている霊銀の剣を見つめた。

「その剣は思い入れのあるものだと推察するが、どういう代しろ物ものだ？」

「……あんたには、関係ないでしょ」

　メギストスには彼女の持つ剣の記憶が確かにあった。

　けれど見覚えがあるというだけで、剣の記憶はすっぽりと抜けている。

　やはり過去に自らこの剣に関する記憶を封印したのだ。月げつ[image: ]しよく戦争の記憶にはよくあることだ。メギストスは月[image: ]戦争に辛つらい記憶が多すぎたのだ。

　終戦を迎えて、メギストスは自分を守るために多くの記憶を封印したのである。

　この剣に関する記憶は、その一つなのかもしれない。

　追及したい気持ちを堪こらえ、聞き出すのを諦めようとした時、ロベリアは口を開いた。

「……魔族にお母さんとお父さんが殺された時、あたしを救ってくれた人の剣なの」

「その人は今も生きているか？」

　ロベリアは首を横に振った。

「魔族どもは散々お母さんとお父さんを痛めつけて、最後にあたしを殺そうとした。一〇分我慢できたら両親と同じ場所へ連れて行ってやるって脅されながら、あたしは死を待つだけだった。そんな時……突然その人が現れて、魔族を全員倒してくれたの。名前もない小さな村の、誰にも知られずに殺されようとしていたあたしのことを見つけて、たった一人で命をかけて救ってくれた」

　ロベリアは剣を抱くのをやめて、愛いとおしそうに刀身を撫なでた。

「白い炎の魔法を使う、とても綺き麗れいな人だった」

「…………」

「その時のあたしは今にも死にそうだったから、顔は思い出せないけれど……あの人は戦いを終えた後、傷ついた身体であたしを抱き上げて安全な場所まで運んでくれた」

　刀身を握り、ロベリアが顔を上げる。

　表情には怒りと使命感が宿っていた。

「結局あの人は受けた傷のせいで死んでしまった。あたしには、この剣だけが残された」

「それでお前は、魔法使いを目指そうと決意したのか」

「そうよ」

　それが憧れなのか復ふく讐しゆうなのかは問わなかった。メギストスにはそれを問う権利はない。ロベリアの話を聞いたことで、記憶の一部の封印が解けたため、そのことがよくわかった。

　メギストスはやはり、この剣の持ち主をよく知っていた。

「ふん、悪い？　才能も無いくせに魔法使いになろうとして馬鹿みたいって笑えば？　あたしを殺そうと笑っていた魔族達みたいにさ」

　ロベリアが悔しそうに再び項垂うなだれる。

「わかってるわよ……あたしがあの人みたいに強くなんかなれないってことぐらい……」

「いいや、そうは思わん。お前には剣の才能がある。剣舞を極めれば一流の魔法使いに匹敵するレベルにまでのし上がれると俺が保証しよう」

　一切迷いを見せずにそう言うと、ロベリアは一瞬惚ほうけたような顔をしたが、すぐにそっぽを向いてふんと鼻を鳴らした。

「なぁに？　あたしの過去を知って情でも移ったの？　やめてくんない、そういうの」

「そうではない。俺は本心で──」

「はいはい、勝手に恨みがましく魔族のあんたに過去なんて語っちゃって悪かったわよ。別にあんた個人に恨みはないわ。魔族はだいっっきらいだけど、恨みの対象を種族全体に向けるような人間にはならないよう努力するつもりだから、安心しなさいよ」

　ロベリアは卑ひ屈くつな態度で立ち上がり、剣を鞘さやに収めた。

「どう足あ掻がいても、やっぱり魔力無しで魔法使いになるのは無理よ……」

　諦めを口にしていても、ロベリアの表情からは剣の持ち主への憧れは消えていなかった。

　入試の筆記で満点を取ることができた者は、歴代入学者でも三人しかいないと言われている。彼女が今までどれだけ悔しい思いをし、どれだけの努力を積み重ねて学園に入学してきたのかは常人には計り知れないだろう。それだけの意志があったのだから、ロベリアに剣舞を習得できないはずがないとメギストスは確信していた。

　メギストスはステッキをもう一度握り、先をロベリアへ向けた。

「誰が鞘に収めろと言った。続けるぞ、剣を取れ……中間試験まで残り一週間だ。それまでに俺は必ずお前に剣舞をマスターさせてみせる」

　たとえロベリアが諦めたとしても、師として自分は決して諦めないと、メギストスは心に誓うのだった。
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　翌日、午前の授業を終えた後も授業に熱心な三人の女生徒から質問を受け、廊下で助言を与えていると突然廊下の曲がり角から長身の男が現れた。

　ダン・レイクウッドだ。あまりに突然不気味な容よう貌ぼうの男が現れたことで生徒は悲鳴を上げそうになり、頭を下げて小走りに去っていってしまった。

　レイクウッドはメギストスを睨にらんでいたが、メギストスもまた彼を睨み返した。

（せっかく生徒から授業外でも自主的に質問されるまでに至り、今までの苦労が報われた気がして感動していたのに、何のつもりだこの男は……！）

《……生徒に構ってもらえてよっぽど嬉うれしかったんだね、旦だん那な》

　今までレイクウッドからの敵意を無視し続けてきたが、こう対たい峙じしてしまってはメギストスも無視するわけにはいかなかった。生徒とのやりとりに横やりをいれたことへの怒りを収め、メギストスは淡々とした声でレイクウッドに問う。

「何の用だ、ダン・レイクウッド」

「貴様……この学園に何をしにきた、凶鳥ヒユツケバイン」

　ずいぶんと懐なつかしい名で呼んでくれるものだとメギストスは思った。

　月げつ[image: ]しよく戦争中、メギストスは敵からも味方からもある異名で呼ばれていた。

　戦いを終わらせる者。しかれども、その終わりは必ずしもどちらかの勝利とは限らない。

　死体で築かれた山の頂を止まり木にして、終わりを囀さえずる不吉な鳥、凶鳥ヒユツケバイン。

「知っての通り、人間と魔族の和平のためだ。他意はない」

　メギストスが言うと、レイクウッドは低く唸うなるように笑った。

「生徒をたぶらかし、闇に引き込むことが和平だと？　笑わせるな。属性選択授業では校舎の中庭で生徒を傷つけたらしいではないか」

　ロベリアとの一件のことを言っているのだろう。

「……ロベリアの心を傷つけてしまったのは事実だが、その件に関しては解決している」

「貴様のクラスの他の生徒も、この私にわざわざ貴様への苦情を言いにきた。生徒のプライバシーを侵害し、生徒達の前で教典をゴミ扱いしたそうではないか」

「慣れていなかった。二ヶ月近く続けてさせてもらって、生徒からの俺への評価も変わっているはずだ。その件については改めて調べてほしい」

「一部の生徒からはいまだに苦情はきている。貴様の教え方は所しよ詮せん魔族のやり方だ。国が決めたこと故ゆえ様子を見させてもらっていたが、これ以上黙っているわけにはいかん。一教育者として貴様を排はい斥せきさせてもらおう」

　傷跡により引きつった顔で、レイクウッドは歪いびつに笑った。

　メギストスは変わらず落ち着き払っていたが、わずかに目を細める。

「ご託たくはいい……そろそろ本音を口にしたらどうだ？　教育者としてではなく、お前自身の言葉で言いたいことがあるならば言うがいい」

　挑発染みた言い方になってしまったが、メギストスにはどうしてもレイクウッドの言葉が建前にしか思えなかった。この男の瞳からは、明かな私し怨えんを感じるのだ。

　レイクウッドは笑みを浮かべたままくつくつとこもったように笑った。片手で顔を覆いながら、大きく見開かれた片目がメギストスを見つめる。

「……あの凶鳥ヒユツケバインが教育者だと？　和平だと？　笑わせるな、貴様は戦争でどれほどの人間を殺してきたか忘れたのか？　よくのこのこと人間の国へやってきたものだ……！」

　額を打ちつけんばかりに顔を近づけて、レイクウッドは憎しみを突きつける。

「何より、あの戦いを忘れたとは言わせんぞ凶鳥ヒユツケバイン！　貴様に受けた屈辱も、この顔の傷も……断じて忘れさせてなるものか……！」

　覚えていないとは言わない方がよさそうだった。

　メギストスはため息を吐ついて、冷ややかな視線をレイクウッドへ向けた。

「やはりそれが本音か。ならばどうする。お前の悲願は俺への復ふく讐しゆうか、レイクウッド」

「当然だ、貴様には私から直じき々じきに引導を渡してやる……！」

「今の俺は教師だ。殺し合いをするわけにはいかん」

「貴様などに教師が務まるものか……！」

　実に直球な男だった。メギストスとしてはどうにか穏便に済ませたいところではある。

　正直試験前のこの時期にこの男に付き合っている暇はないのだが、どうしたものか……。

　と思っていると、いきなり二人の間に割って入るように、軽薄そうな声が聞こえてきた。

「穏やかじゃねぇなぁ。戦争の遺い恨こんなんざ引きずってたって不毛だぞ」

　通りすがりの同僚、トッド・アルマイザーだった。

「無関係な奴やつがしゃしゃり出てくるな……失うせろアルマイザー……！」

　忌いま々いましげに舌打ちをするレイクウッドを無視して、トッドは二人の間に割り込んでくる。

「いい年こいたおっさんが睨にらめっこなんかするもんじゃないぜ～？　メギストス先生もあんまり煽あおるなよ、こいつ沸点低いんだからさ」

「煽ってはいないが正直俺も困っている。どう解決したらいいのか見当がつかん」

　メギストスが小さくため息を吐くと、トッドはうーんと考えるような仕草をしたかと思えば、ぽんと両手を叩たたいた。

「──じゃあ決闘なんてどうよ、お二人さん」

　トッドは髪を掻かき上げ、笑みを浮かべながらそんなことを言うのだった
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　決闘、などと大おお仰ぎような言い方をしてはいたが、ようは演習のことである。

　古来より、魔法使い同士の諍いさかいを収めるには決闘という形が取られることが多かった。まさかこんな時代になってまで決闘などすることになるとは思いもしなかったが、レイクウッドも乗り気な上にトッドが生徒達の刺激にもなるなどとのたまうので、メギストスは渋々決闘を受けることになった。放課後を使って決闘が行われることになり、メギストスは予定通り学園内部にあるコロセウム、魔法使いのための競技場にやってきていた。

　入場口から入ると、客席に多くの生徒や教員が集まっていた。

（待て、どういうことだ……観客が多すぎる。せいぜいうちのＤ組とレイクウッドのＡ組の生徒だけかと思っていたが、一学年の全生徒が集まっているのではないか？）

　疑問に思ったがすぐに思い当たる節ふしがあり、メギストスは呆あきれかえった。

　十中八九、話を大きくしたのはトッド・アルマイザーだ。

『あんたらの因いん縁ねんはよくわかんねーけど、魔法使いとしての優劣で決着つけるのは悪くないっしょ。一流のお二方のガチの戦いを見せれば生徒達への刺激にもなる。因縁の決着もついて、生徒達の勉強にもなって、なおかつ最高のエンタァーテインメント！』

　さも名案だと言わんばかりにウィンクをしてきたトッドの顔を思い出してメギストスは腹が立ってきた。自分が楽しむために提案したとしか思えなくなってきたのである。

　何な故ぜあの提案に乗ってしまったのだろう。

「さぁぁ選手入場です！　我が学園の筆頭錬金術師『黄金[image: ]エルドラド』ことダン・レイクウッドと相あい対たいするのは魔族の英雄バルファトス・メギストス！　またの名を『凶鳥ヒユツケバイン』！　我が校に教師としてやってきたネイティヴ・ガヴェリオンでぇぇぇぇす！　みんな拍手ー！」

　放送席からけたたましいトッドの声が響いていた。

　続いてまばらな拍手が聞こえてくる。

「…………」

　メギストスは反対側の入場口から忌いま々いましそうな顔で歩いてくるレイクウッドを見ながらコロセウムの中央まで歩き、立会人を間に挟んで対たい峙じ──

　──する前に、立会人に詰め寄ってこう言った。

「「おい、まずは放送席のあいつをつまみ出せ」」

　行動と言葉が完全にレイクウッドと被かぶった。レイクウッドは忌々しそうに舌打ちをしてメギストスを睨にらみ、メギストスも被ったのが気持ち悪くて頬ほおが引きつった。

　立会人が人を呼び、放送席に他の教員が入っていく。

「よっしゃー！　ほんじゃ始めてもらいましょうかー！　しちめんどくせー授業をこれでぶっちでき──なんだお前ら！　ここは関係者以外立ち入り禁止だぞ帰れ帰れギャー！」

　声が遠のき、トッドが放送席から引きずり出されていく音が聞こえ、コロセウムは静かになった。立会人の前に立ち、軽く身体チェックをされる。

「はぁ……どうして私が立会人なんですかぁ？」

　メギストスの胴に触れながら愚痴をこぼした立会人はソフィアだった。トッドに無む理り矢や理り押しつけられたのが想像できるだけに、メギストスは申し訳ない気持ちになってくる。

「すまない……成り行きでこうなってしまった」

「まあ、レイクウッド先生との因いん縁ねんを決闘で解決するというのはわかります……生徒の参考になるっていうのもその通りですし？　でもこーゆーやり方、よくないと思うなぁ」

「面めん目ぼくない……この借りは今度必ず返させてもらう」

「イェスタ通りにあるケーキ屋さんのモンブランで手をうちましょー」

「モンブランだな。承知した」

　律りち儀ぎに頷うなずいてみせるメギストスにくすりと笑ってみせて、ソフィアはレイクウッドのチェックも終えると、少し離れて二人の前でゴホンと咳せき払ばらいをした。

「えー、今回の決闘は、教育の一環としての演習目的でよろしかったですね？」

　メギストスとレイクウッドが頷くのを見たソフィアは、顔を引き締めた。

「公平を期すため、使い魔は禁止。一時契約の召喚獣に限定。ただし、過去に一時契約の経験のある召喚獣は可とします」

　使い魔が禁止となれば、呼び出すことのできる召喚獣は触媒と自身の魔力属性に左右される。メギストスの『極』属性であれば魔力だけで呼び出せる種類はかなり多いが、相手のレイクウッドは錬金術を得意としている。錬金術は触媒を自作し、上位の召喚獣を呼び出せる。メギストスも錬金術はできないことはないが、専門家を相手にするのは少々分ぶが悪い。おまけにこのルールだと触媒は自分で選べない。予あらかじめ用意されたものを使うのだ。

「呼び出し可能な召喚獣は一種のみ！　では触媒選定を！」

　ソフィアが木製のステッキを振るうと、メギストスとレイクウッドの周りに無数の空間の歪ゆがみが出現した。風景にぽっかりと空いた渦のような歪みの中に触媒が用意されている。どのような触媒があるのかわからない以上は勘で選ぶしかない。

　メギストスは適当に選んだ歪みに手を入れ、触媒を一気に引き抜いた。

　触媒は──銀の両手剣だった。

《ドンマイ》

　モンスーンの慰めの言葉と同時に、客席からも声が上がる。

　闇傾向カオスサイドの召喚獣の多くが嫌う銀が素材の触媒とは、運が無い。多くの闇傾向の召喚獣は契約者が銀を身につけているだけで契約に応じないため、圧倒的に不利だった。

　しかし剣であることは好都合、その一点に関しては運がいい。

「うわ、魔族にとっては最悪の触媒じゃん。負け確定だな」

「Ｄ組も災難だよな～、魔族なんかが担任でさ～」

「でもあのクラス変人揃ぞろいだって話だよ。案外おあつらえ向きなんじゃないの」

「魔族におあつらえ向きのクラスってこと？　笑える」

　自分に対する蔑さげすみだけならば特に何も思わなかったが、Ｄ組にまで誹ひ謗ぼう中傷が及んでいることにメギストスは申し訳なさを覚える。

　Ｄ組の生徒達もやってきていた。アテネにマル子、他の生徒達もいる。皆恥ずかしそうな、惨めなような、そんな顔つきだった。

　しかし一人の生徒が立ち上がり、大きく息を吸い込んで、

「メギストス先生～！　ファイトで～すよ～！　アテネは先生を信じてますから～！」

　めいっぱいの大声で声援を送ってきた。クラスの中でも清せい楚そなイメージを抱いだかれていたアテネの声にＤ組一同は驚いていた。

「教師ー！　負けたらボクよりお前の方が無能だからなー！」

　次いでマル子が同じように声援を送ってくれる。

　すると他の生徒達も、

「が、がんばってください！　メギストス先生ー！」「負けんなよーメギストス先生！」「レイクウッドなんか伸のしちゃえー！」「かっこいいとこ見せてよ～センセ～！」「なんかムカつくから他のクラスの連中にあんたのすげーとこ証明してやってくれー！」

　二人に負けないぐらいの大声で、メギストスの応援をしていた。

　この二ヶ月近くの間に、一歩ずつではあるが生徒達との距離を縮めるつもりで教師をやってきた。正直自信など無かった。話をしてくれるようにはなったが、魔族である以上はやはり距離がある。

　しかしこうして実感として確かな手応えを得てみると、非常に感慨深いものがあった。

　胸の奥に熱いものがこみ上げてくるのをメギストスは感じていた。

　自然と、銀の両手剣を握る手に力がこもる。

　和平のためにと、今まで教師を続けてきた。でも続けてきた理由が、それだけではなくなろうとしていることをメギストスは気づき始めていた。

「……いいものだな、教師をするのも」

　目を細め、生徒達の声援に耳を傾ける。

《珍しい、旦だん那ながめっちゃやる気出してる》

「これでやる気を出さない教師は、恐らくダメな教師だ」

　メギストスは握った剣を振り払い、レイクウッドと向かい合った。

「それでは両者共、触媒の確認を！」

　言われた通りに、メギストスは剣の柄つかをレイクウッドに差し出し、逆にレイクウッドから確認のために触媒を受け取った。レイクウッドの触媒は水晶が埋め込まれた杖つえだ。メギストスが異常が無いことを確認しようとすると、レイクウッドは突然剣を投げ返してきた。

「確認など不要だ。細工がしてあろうと、その触媒で貴様に負けることなどあり得ん」

　メギストスがうまく柄を掴つかみ受け取ると、レイクウッドは手先を上下させて触媒を返せと促してくる。望み通りメギストスは触媒を投げ返した。

「それでは尋常に──」

　二人は互いに背を向けて離れていく。

　そして、十歩目を踏み出した瞬間、

「──始め！」

　ソフィアのかけ声と共に振り返り、メギストスはレイクウッドへ一気に距離を詰めた。

　レイクウッドは一瞬驚いたようだったが、飛とび退のいて距離を稼いだ。メギストスは止まらずにさらに距離を詰める。

「破れかぶれか、馬鹿め……！」

　レイクウッドは触媒の水晶部を魔力を集中させた指で撫なでた。

　直後、表面に夥おびただしい皹ひびが走ったかと思えば水晶が爆発した。爆発した拍子に破片が襲いかかる。だが注意すべきは破片そのものではなく、そこから呼び出されるモノだ。

　物質は水晶。レイクウッドの魔力属性は『金』、となれば生み出されるのは──。

【身しん器きは晶しよう塊かい、喰くらうは金色、万象の理ことわりより逸脱せしその御み魂たま。無機にして無む垢くなる者共よ、我が財を喰らいたくば集うがいい！──傅かしずけ！　クリスタルゴーレム！】

　予想通りだった。メギストスは飛び散った水晶の破片から距離を取った。

　直後、破片が泡立つかのように一気に膨れあがり、丘と見まごうほどに膨れあがった。

　錬金術師の恐ろしいところは、触媒を作るだけでなく増幅させられるという点だ。クリスタルゴーレムはステッキに埋め込まれていた程度の大きさの水晶では呼び出せない。ご覧の通り、レイクウッドはゴーレムを召喚可能なレベルにまで水晶を増幅させたのである。

　素直に称賛に値するとメギストスは感じた。

「数多あまたの錬金術師と戦ってきたが、ここまでの錬金術師と相あい対たいしたのは初めてだ」

《いや、だからこの人と戦うの初めてじゃないんだけど……》

　モンスーンが細かいことを言ってきた瞬間、コロセウムにそびえ立つ巨大な五つの晶塊が蠢うごめいた。ガチャガチャと音を立ててひび割れたかと思えば、それらは人ひと形がたを作り、ズシンと地鳴りを響かせて足をついた。

　金色の混じったクリスタルゴーレムが五体。大きい。五メートルほどだろうか。

　クリスタルゴーレムは契約者の魔力属性で性質を変える。魔力属性が『金』であれば強度は通常の五倍はあるだろう。奴やつらは並なみ大たい抵ていの攻撃では砕けまい。

　さらに、床にじわじわと広がりつつあるスケートリンクのような水晶床は契約魔法の産物だ。触れれば触れた箇所と同化し、対象を拘束する。自立型のゴーレムが五体と拘束魔法。典型的なサマナースタイルだが、戦闘領域の限られたコロセウムでは効果的だ。

　さて、どうするか。実のところ銀を好む闇傾向カオスサイドの召喚獣はいくつかいた。

　ただ、どれも呼び出すのが非常に面倒なのである。

「？」

　と、そこでメギストスは客席からの視線に気づいた。何気なく客席の入場口の方を見ると、一人の少女がこちらを見ている。少女はメギストスに見られると、しまった、とでも言うように顔を背けようとした。

　ロベリアだ。その瞬間、メギストスの身体を影が覆った。

　目の前にゴーレムが拳を振り上げて──

　──ゴッ！　間一髪で飛とび退のき、ゴーレムの拳を回避。だが回避した方向の地面を水晶の床が走ってくる。このまま着地すれば拘束されてしまう。メギストスは銀の剣を地面についた。その拍子に、剣先が水晶に侵食されパキンと折れてしまう。

　だが、メギストスの身体は水晶の床を回避して地面に着地することに成功。そのまま走りながらゴーレムの追跡と水晶床の追跡から逃れようとする。

　レイクウッドは動いていない。水晶で自分を守りながらゴーレムと追跡魔法で攻撃をしかけてくる。メギストスは走りながら、何を呼び出すかを決定した。

　ロベリアが見てくれているのなら、彼女にとって意義のあるものを呼ぶ。

　立ち止まり、ゴーレムを迎え撃つかのように剣を構える。

　まずは【剣ノ型】片足を上げ、上段に剣を構える。まるで実戦に向かない構えだが、これでいい。ゴーレムの拳が迫ると、メギストスは折れた剣を振り下ろした。

　虚むなしい音を立てて剣ごとメギストスの身体が吹き飛ばされる。

「な、何やってるのだ！　ゴーレム相手に生身で挑んじゃダメなのだ！」

　マル子の声が聞こえたが、メギストスの意図はそうではないのだ。

　吹き飛ばされたメギストスは、なんとか受け身をとりつつ着地。

　ここで倒れては台無しになる。身体の動きを止めることなく、再び構えた。

【盾ノ型】今度は左脚を軸に半身を引き、右手で剣を上段に構え、左腕を前に出す。

　左右から水晶床が迫る中、メギストスは真ん中を突っ切ってゴーレムに襲いかかる。

【槍やりノ型】走りながら構えを変え、突きを放つ。当たり前だが通用しない。突きはゴーレムの硬さに弾はじき返され、メギストスの身体は反動で回転した。

【薙なぎノ型】その回転を維持したまま、メギストスは踊るように新たな型を作る。生徒達は誰一人気づいていなかったが、レイクウッドだけは彼の動きの真意に気づいた。

　メギストスの動きの全てが、触媒であることに。

「──奉納剣舞か！　何を呼ぶつもりか知らんがやらせんぞ！」

　ゴーレムが五体いっぺんに襲いかかってくる。

　問題ない、流れは掴つかんだ。後は順番を切り替えながら型を決めていくだけ。むしろいい状況だった。メギストスが呼び出そうとしている召喚獣は危機的な戦闘の中で行われる剣舞を何より好む。ゴーレム五体からの攻撃を躱かわしつつ、剣舞の型を織り交ぜて戦場で踊る。

　ゴーレムの動きはそこまで速くない。属性が『風』であればスピードは脅威だが、防御に振っている『金』であれば避よけるのは容易たやすい。剣ノ型と槍ノ型は全力でこちらから相手に攻撃を当てなければ成立しないが、ゴーレムと打ち合う必要は無かった。

「小こ癪しやくな……！」

　レイクウッドが力の比重を水晶床に寄せ、床の進行スピードが劇的に上がる。逃げ場を無くそうと床が取り囲んできた瞬間、メギストスはゴーレムの腕を足場にした。

　ゴーレムが腕を振り払うのに合わせて上空へ跳躍。

　砲丸のように打ち上げられたメギストスの身体が太陽と重なった。上空二〇メートルで上昇が止まった時、背後の太陽が何かの予兆のように雲に隠れた。

　生徒や教員、レイクウッドが上空のメギストスを見上げる。

　メギストスは剣を逆手に握り直し、腕をクロスさせて眼前に構える。

　そして全ての剣舞を完かん遂すいしたメギストスは、瞬時に交信を行いソレに呼びかけた。

【万事納め奉たてまつった。来たれ──】

　呼びかけと共に腕を開く。

【──魔神、『ラーヴァナ』】

　その名を口にした瞬間、空から太陽が消きえ失うせた。

　暗黒に包まれた空──メギストスの背後に巨大な幻影が現れる。二十もの腕を持つ巨人。銀の目と歪いびつな相そう貌ぼうはまるで仮面のようだ。

　生徒達が絶句する。驚いたというよりは、皆顔面蒼そう白はくになっていた。

「ラーヴァナって──神じゃん！」

「ちょっ、あいつ神呼んだの？」

「いやいやいやいや！　無理でしょ！　どんな英雄だってさすがに神は呼べねーって！」

「呼んでも反動で死ぬよ、普通は……」

「世界が滅びちゃう！　魔神に学園が焼き尽くされちゃう！」

　その生徒の中にはロベリアもいた。

「…………嘘うそ」

　ロベリアは手すりを掴つかんで身体を乗り出しながらメギストスの戦いを見ていた。剣舞による召喚と一時契約を魔力をほとんど消費せずに実践してみせたことで、ロベリアを奮い立たせることができればと思ってのことだったが、どうやら上う手まくいったようだった。

　生徒だけでなくレイクウッドも驚きよう愕がくし、ステッキを落とした。

　無理もないが彼らは勘違いしている。さすがにメギストスも神と契約はできない。

　鋼はがねでできた長髪が空を覆い、召喚獣『ラーヴァナ』はメギストスに告げる。

《児じ戯ぎなり。されど駄だ賃ちんだ、我が爪つま先さき程度ならばくれてやる》

　メギストスが呼び出したのはラーヴァナの幻影に過ぎず、彼が契約したのはラーヴァナの爪先だ。いわゆる部分召喚、神々の中には戯たわむれに自分の部位に意識を持たせて契約させる者がいるのだ。特殊召喚ではあるが、一時契約であることに変わりはない。

「しかし相変わらず上から目線で苛いらつくな、魔神というものは……！」

《いや旦だん那ながそれを言うなよ！》

　メギストスがこめかみに血管を浮き上がらせていると、ラーヴァナの幻影が消きえ失うせて空の異常も治まった。

「契約魔法──《修羅ノ型》」

　だが契約は生きている。ラーヴァナの爪つめはメギストスに魔法を与えた。

　落下の速度を加えながら、メギストスは折れた剣を逆手に握ったまま全体重をかけて地上のゴーレムに叩たたき落とした。

　ドゴッ、という隕いん石せきが落ちたような轟ごう音おんと共にゴーレムの身体が容易たやすく砕け散る。

　メギストスは巻き上がった土煙の中で、傷一つ無い状態で立ち上がってみせた。

　煙が晴れると、レイクウッドが呆ぼう然ぜんとしている。

「どうした、魔神の幻影に怖おじ気けづいたか？　お前ともあろう者が神々との部分契約を知らないわけではあるまい。言っておくが、これも一時契約の範囲内だぞ」

「下層七十五階、唯一世界『ラクサーシャ』……銀眼持つ剣舞の魔神『ラーヴァナ』……！　そうか、奴やつは契約の要求触媒が圧倒的に奉納剣舞の比重が高い……！」

「人間なのに詳しいな。そうだ、こいつは剣舞さえ完璧ならばほとんど魔力を必要としない。ただ、剣舞に失敗しているにもかかわらず呼び出した場合こちらの正気を奪う」

　命までは奪われないが、失敗した場合一週間奇妙な踊りをし続けるはめになるとか……。

　そんな恐ろしい召喚獣であるからか、コストが低かろうが魔族でもほとんどラーヴァナに手を出そうとする者はいない。メギストスも、わりと冷や汗をかきまくっているぐらいには真剣に挑んだ。赤いオーラ状の契約魔法《修羅ノ型》を発動させたまま、メギストスはレイクウッドの前で剣を肩に乗せた。

「ラーヴァナの爪の魔法は一種類のみ、強化魔法だ。効果時間は三分……さて」

　メギストスは両手剣を正しく両手で掴つかみ、構える。

　もうここからは剣舞は必要ない。正しく全力で破壊すればいい。

　勝利を確信し、メギストスは邪悪な笑みを浮かべた。

「お前はそれまで耐えられるか──黄金[image: ]エルドラド」

　レイクウッドが奥歯を噛かみ鳴らす音が響く。

「なめるなよ、凶鳥ヒユツケバイン────ッ！」

　レイクウッドの周りに結晶がいくつも出現し荒れ狂う。残った四体のゴーレムも彼の怒りに呼応して咆ほう哮こうを上げた。挑発は成功。メギストスに残された時間はもう二分半しかない。出し惜しみされたり時間稼ぎをされてしまったら勝ち目がなくなる。頭に血を上らせて全力でかかってきてもらった方が勝率が上がるのだ。

　ゴーレムが猛スピードで同時に襲いかかってくる。

　メギストスは右足を踏み出し、渾こん身しんの力で両手剣を横薙なぎに振り払った。

　──ガラスが割れるような音と共に、剣はゴーレム共をひと薙なぎで粉砕した。

「馬鹿なッ……私の強化を施したゴーレムが……！」

　ラーヴァナの爪つめから取得できる契約魔法の恩恵は、『技』だ。

　メギストスの身体もこの剣も何も変わっていない──剣を扱う者としての『技』のみがこの世ならざるものとなったのだ。

「まだだ！　まだ終わったわけでは……！」

「残り二分」

「っ、おのれぇ……ッ！」

　レイクウッドが新たなゴーレムを生み出し、攻撃を仕掛けてくる。

　だがそこからはメギストスが一方的だった。レイクウッドが生み出すゴーレムを、ラーヴァナから技を授かったメギストスが尋常ならざるスピードで次々と砕いていく。

　レイクウッドも熟練の錬金術師の意地を見せて無む尽じん蔵ぞうにゴーレムを生み出すが、メギストスのスピードと技はそれを完全に凌りよう駕がしていた。

　コロセウムは静まりかえっていた。

　誰も何も口にしない。声援も無ければ罵ば声せいも無い。ただ目の前の戦いに圧倒されている。

　ロベリアもメギストスの戦いに見入っていた。彼女には魔力を微量しか持たずとも魔法使いになれるということを知って欲しい。奉納剣舞はその手段の一つだ。ロベリアにはその才能があるとメギストスは見込んでいる。

（俺はあの子に、この戦いをもって教えてみせる……！）

　メギストスは振り下ろす剣に全力を込め、轟ごう音おんを鳴り響かせた。

　残りあと十秒。ゴーレムは残り一体。あと一撃で勝利が確定する。

　メギストスは初めて剣に魔力を纏まとわせた。最後のゴーレムはすでに死に体だ。ラーヴァナの技があれば斬ざん撃げきを飛ばすぐらいのことはできる。

　メギストスが剣に魔力を乗せ、斬撃を放とうとした瞬間──。

　ぞくりと、背筋に寒気が走った。レイクウッドが新たな動きを見せたわけではない。彼はメギストスから距離を取るのに必死なだけだ。

　そうじゃない。違和感は──メギストス自身が握っている剣からのものだった。

　まるでスローモーションのように動く視界で、メギストスは自分の剣を見上げた。

　剣に「目」があった。刀身の表面に丸く見開かれた大きな眼球があった。

　これは何だ？　誰の目だ？　いったい何が──。

　眼球が蠢うごめき、視線を他よ所そへ向ける。視線の先にいたのは客席のアテネだった。

　その瞬間メギストスは全てを理解した。

　これは罠わなだ。初めから仕込まれていた。剣に細工を──！

「があぁ……！」

　メギストスは振り下ろそうとした剣を止めようとしたが、剣は意思に反して勝手に動いた。斬ざん撃げきが放たれる。レイクウッドにではなく、客席のアテネへ。

　驚きよう愕がくする生徒達、絶句するレイクウッド。

　このままではどうあっても間に合わないと悟ったメギストスは、

「属性反転！」

　言こと霊だまと共に、体内の魔力属性を反転させた。

　迷っている暇など無かった。

　たとえ禁忌であろうと、犯さなければならない時であるとメギストスは決断した。

「──『獄』！」

　その瞬間、周りの世界がスローになった。

　自分の属性を任意で反転させる者、多属性保持者ハイブリツド。限定的ではあるがメギストスはそれに該当する。彼の中には『極』だけでなく、もう一つの属性が存在していた。

　属性を切り替えた直後から、メギストスは背後に気配を感じていた。

　背後に何かがいる。それはメギストスが契約している、とある異端の召喚獣だった。

　メギストスは振り向かない。メギストスは決してその忌いむべき姿を見はしない。

　呼びもしないのに現れたソレは、彼の背後でニヤリと笑った。

　不快な気配に舌打ちをすると、そいつは命令も出していないのに勝手に魔法を発動した。

　契約魔法【ヘルシフト】。縮地魔法、瞬間移動を可能にする高等魔法の一種だが、同時に周囲の時間を停滞させる効果を持つ。止まった世界でメギストスが地を蹴けると、彼の身体は一瞬にしてアテネの目の前に移動した。

　そして時の流れが元に戻った瞬間──ザシュンッ！　アテネの前へ躍り出たメギストスは剣から放たれた斬撃をその身に受けた。演習であるため斬撃に殺傷力は予あらかじめ持たせていないはずだったが、メギストスの身体は肩から胴にかけてざっくりと裂けてしまった。

　生徒が悲鳴を上げて距離を取る。周りからは、メギストスが斬撃を放った直後、メギストス自身の身体が瞬間移動し、自らの斬撃を受けたようにしか見えなかっただろう。

　アテネは迷わずメギストスに駆け寄った。

「メギストス様！」

　アテネが肩の傷口に手をあてがう。メギストスは自分よりもアテネを優先した。

「アテネ、怪け我がは？」

「私のことなんか！　今すぐに回復を……！」

「大丈夫だ。大した傷では──」

「血を……血を止めなくちゃ……どうしようっ、どうしたら……私の魔法じゃ……！」

　空中を見上げれば、アテネが夥おびただしい数のウィルオウィスプを発生させていた。ウィスプ達はメギストスの周りで初歩的な回復魔法を何度もかけている。

　何度やろうとも傷は癒いえない。この召喚獣の契約魔法では癒やせる限度があるからだ。

　傷に手を当てながら、アテネはぽろぽろと涙を流していた。

「いたいの、いたいの……とんでけ……です」

　自分の無力さに涙しながら、アテネはメギストスと初めて出会った時の言葉を小声で繰り返していた。不思議とそれだけで痛みが引いていく。

　メギストスは肩に当てられたアテネの手に自分の手を重ねた。

「お前は本当にあの頃から変わらないな。安心しろ、もう痛くはない」

　魔法を重ねて自分の傷を癒やしつつ、メギストスは銀の剣を探した。

　フィールド上に置いてきた剣は、まだその場に転がっていた。レイクウッドが剣を見下ろし、しゃがみ込んで拾い上げるのが見えた。

「……どういうことだ……」

　剣を凝視しながら、レイクウッドは疑問をそのまま口にしていた。その一言で、レイクウッドも銀の剣の細工に気づいていなかったことがわかる。いや、彼も気づけなかったのだ。巧妙な細工を施したのは相当な隠いん蔽ぺい工作のプロフェッショナルの技術だ。

『狙われるのは生徒である可能性を考慮しろ』

　人間の国に来る前のハリオドロスの言葉を思い出しながら、アテネの手に重ねた手を強く握る。アテネは泣なき止やみはしたが、いまだに心配そうにメギストスを見ていた。

　いくつもの足音が近づいてきたのはその時だった。魔族が教師を続けることを快く思わない者達がメギストスを取り囲んでしまう。

　彼らは容赦なく触媒を突きつけて、怒りに顔を歪ゆがめている。

「貴様、よくも生徒を！」

「これは人間に対してのテロリズムと判断する！」

「魔族め！　やはり貴様は我々の敵だ！」

「説明してもらおうか。何な故ぜ生徒へ攻撃を向けた！」

　本心からアテネの身を心配しメギストスに怒りを向ける者はいたが、好機とばかりに彼を排はい斥せきしようとしている教師もいるようだ。この中に犯人がいる可能性はあるだろうが、ここは教師を続けるためにひとまず穏便に済ませることにした。

「すまない。手が滑って、攻撃が生徒に向いてしまった」

　何だと？という顔をされる。

「この手の汗を見てくれ、大人げなく熱くなった俺の不注意だ。すんでのところで縮地魔法を使い怪け我が人にんは出さずに済んだが、誤解があるのなら説明をさせてほしい」

　両手を上げて抵抗をするつもりがない意思表示をすると、取り囲んでいた者達は動揺とも嘲あざけりともとれる反応を見せた。

「そんな言い訳が通用すると思うのか！」

「……こうして俺自らが血を流していることは証拠にならないか？」

「黙れ！　とにかく拘束しろ！　後日査問会を開く、覚悟しておけよ凶鳥ヒユツケバイン……！」

　彼らはメギストスを排はい斥せきしたいのだから聞く耳を持たない。だが取り囲んでいる教師達が細工をした犯人とは思えなかった。それほどの実力者はこの中にはいないからだ。

（まんまと敵の罠わなにはまった……敵の目的は、俺の隔離か？）

　教師達に拘束されながらも耳を研ぎ澄ますとさまざまな声が聞こえてくる。

　罵ば声せいを浴びせる教師、怯おびえる生徒達の声、そしてその中に、

　──クスッ、

　この状況の全てを把握し、嘲あざ笑わらうような声が聞こえた。

　捉えられたのは声だけで、すでに怪しい気配は決闘会場から消えてしまっていた。メギストスはこれから起こる出来事を予測しながら、鋭く目を細めた。

「メギストス様……」

　連行されていこうとする彼に、アテネが縋すがり付くような声をかけてくる。

　Ｄ組の生徒達も、困惑しながらも連れて行かれるメギストスを見ている。

　メギストスは、

「心配するな。お前達は試験に備えろ」

　淡々とそう言って、大人しく連行されていくのだった。
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　メギストスが捕ほ縛ばくされてから五日が経たった。

　二日後には中間試験だ。アザゼリック魔法学園では中間及び期末試験は進級に関わり、結果が悪ければ追試、再追試が行われる。そして再追試で通過できなければ強制的に退学が言い渡されてしまう。

　森の中で一人、ロベリアはメギストスが来ないとわかっているのに剣を振るっていた。

「水の型……！　木の型……！」

　彼が捕縛されてからもロベリアは剣舞の練習を続けていた。

「雷──氷！────────星！」

　土水火風木雷の型を一巡。問題は最後の星の型だ。この型だけは特殊で、上空に剣を投げ、後方に飛とび退のきながら剣を掴つかまなければならない。

　そして、剣が宙を飛んでいる間に交信を行うのだ。

「……ッ！」

　その間わずか二秒。交信先の座標はすでにわかっているが、二秒で繋つなげて契約するのは至難の業である。下層二階第一四世界、剣闘世界『アンフィティアトルム』──剣舞を志す者でなければ何があろうと契約できぬ召喚獣の世界だ。剣舞が完璧であれば異世界に繋つながった瞬間召喚獣が訪れるとメギストスは言っていた。

　剣が舞う中、目を閉じ、片手を上へ……そしてロベリアは「どうか届いて」と祈った。

　しかし、宙に放った剣は彼女の手に収まることなく地面に落ちた。

　手は空を掴つかんだまま、ロベリアは項垂うなだれた。どうしてもメギストスがやっていたように自信を持って動くことができない。決闘の時の舞いを見て、ロベリアは彼が魔族であることを忘れて憧れすら抱いだいた。あんな風に舞い、あんな風に戦って、あんな風に召喚獣を呼ぶことができれば、自分を助けてくれたあの人に近づけるのではないかと期待した。

「けど……あたし……このままじゃ、何者にもなれないまま……」

　空を掴んだままの両手を開き、ロベリアは顔を覆おうとした。

　その時、誰かがロベリアの肩に手を置いた。振り返ると、そこにはソフィアがいた。

「お疲れ様、ロベリアさん。メギストス先生の言いつけ通りに剣舞を続けているのね」

　ソフィアは柔らかい微笑ほほえみを浮かべていた。

　ロベリアは汗を拭ぬぐいながら、ソフィアから目を逸そらした。

「……これ以外に方法が無いってあいつが言ったから……しょうがないじゃない」

「そ、そんなことないわ。剣舞以外にも方法はあるのよ？　触媒なら他にも……」












　ソフィアは一生懸命に励まそうとしてくれる。ロベリアが入学してから、ソフィアはいつもそうだった。魔力が少ないロベリアのような生徒にも熱心になってくれるいい先生だ。頼りないけれど自分のような生徒にはもったいない教師だとロベリアは思った。

「触媒を替えたところで、今のあたしの剣舞じゃ召喚獣に見向きもされない。魔族の教師は牢ろう屋やだし、これ以上のアドバイスももらえない……もう試験はどうにもならないわよ」

　剣を鞘さやに収めその場から去ろうとしたが、ソフィアがロベリアの腕を掴つかんだ。

「そーゆーのよくないと思う。メギストス先生はあなたに剣舞の可能性を示そうとしていたでしょう？　彼があなたに教えようとしていたことは間違ってなんかない！」

「……で、でも」

「大丈夫、私だって副担任だもの。メギストス先生には敵かなわないかもしれないけど、あなたの仕上げは私がするわ。二日後の試験、必ずあなたを合格させてみせるから！」

　使命感に燃えて目をキラキラとさせる姿にロベリアは若干引いていたものの、ソフィアの熱意は本物に思えた。

「そうと決まればまず触媒ねっ。霊銀の剣以外にもアミュレットを身につけるといいかも。異世界の座標、教えてくれる？　それで触媒選びを始めましょ」

　ロベリアはやる気満々のソフィアに苦笑しつつも、彼女の提案に小さく頷うなずくのだった。
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　ロベリアがソフィアから指導を受け始めた日の翌日、アテネはレイクウッドの所在を聞きに早朝に職員室へやってきていた。

「レイクウッド先生？　先生なら、昨晩学園を出たわよ？」

　事務仕事を処理していた女性教員にそう言われて困惑する。

　メギストスが投獄されてから、アテネは学園側に異議を申し立てようと試みていた。しかし学園長は国家会談に出席するため不在、代行の教師は魔族を毛嫌いしているため聞く耳を持たないし、ソフィアに相談しても学園長の帰りを待ったほうがいいと言われた。

　アテネはレイクウッドに文句の一つでも言おうと思ってきたのだが、彼はいなかった。

「なんでも、学園長を追うとかで、すごく忙せわしなくしていたわ」

　アテネは女性教員に礼を言い、両手に抱えていたバスケットを差し出した。

「あの……これ、メギストス先生に渡していただけないでしょうか」

「また？　悪いけど、牢には何も持ち込ませないようにと言われてるのよ」

「ただのサンドイッチです。確認していただいても構いませんから……お願いします」

　頭を下げて机の上にバスケットを置くと、アテネは職員室を出た。

　扉を開けたところで偶然マル子と鉢合わせ、ぶつかりそうになってしまう。

「どうしたのマルちゃん、朝早いね。職員室に何か用があるの？」

「べ、別に用など無いのだ。魔族の教師が戻ってないか確認しにきたわけじゃないのだ」

　そう言いつつも、マル子はアテネの後ろの職員室を覗のぞこうとぴょんぴょん跳ねていた。

　メギストスはいないことを伝え、アテネとマル子は仕方なく教室へ続く廊下を歩く。

　歩いている間、マル子は肩を落としてため息を吐ついていた。

「マルちゃん、試験で一時契約できそう？」

「うっ……む、無論なのだ。シュタインサーベル家の女子たるボクに不可能はないのだ」

　目が完全に泳いでいるため、アテネはマル子の現状を察して苦笑いを浮かべた。マル子は横目でアテネを見ながら歩いていた。

「アテネは……ウィルオウィスプとはもう使魔契約を結んでいるのだろう？」

「うん。でも、他の召喚獣とはやっぱり何をしてもダメだった。今回の試験は突破できると思うけど、将来的に学園を卒業できるかはわからない、かな……」

「むむむぅ、教師め。ボクらをほっぽって牢ろうになぞ引きこもりおって。このままでは落第してしまうのだ……」

「それでマルちゃんはメギストス先生を探してるんだね」

　マル子はきょとんとしつつも腕を組んだ。

「それだけじゃないのだ。教師とは友達になったのだ」

「はぇ？　友達？」

「うん。友達の安否を気にするのは当然なのだ」

　えっへん、と胸を張るマル子を見ながら、アテネは小さく笑った。

「先生と友達かぁ。うらやましいなぁ」

「アテネと教師はどういう関係なのだ？　ボクの目から見ても親密そうに見えるのだ。ちょっと気になるのだ。友達だからな」

　アテネは顎あごの下に指を当てながら、ぼんやりと上を向いた。

「親密……そうなのかな。確かに私は先生のことを愛しているけれど」

「ふむふむ──愛!?」

「それは一方的なもので、先生が私のことをどう思っているかまではわからないよ」

　アテネは言いながらメギストスのことを思った。

（メギストス様、私のことは覚えていてくれたけれど、約束は覚えているのかな？）

　メギストスと交わした約束に思いを馳はせる。

『私はいつかメギストス様を守れるぐらいに、あなたのそばにいても誰にも文句を言われないぐらいの魔法使いになってみせます！』

『──だからその時は、私をずっとメギストス様のそばにいさせてください！』

　あの誓いに、メギストスは微笑ほほえんでこう返してくれた。

『ああ、約束だ。その日がやってくるのを、俺は楽しみにしている』

　思い出すだけでもアテネは頬ほおが赤くなるし、顔が綻ほころんでしまう。

　あの約束は、実のところアテネにとってはプロポーズも同然だった。

　ずっとそばにいさせてください＝結婚してください、である。メギストスとの認識のズレがあったとしても、それを承知の上でアテネはそのつもりで生きてきた。

　しかし、自分が提示した約束の条件を忘れたわけではない。

　そばにいても文句を言われないぐらいの魔法使いになる。その条件を満たしていない以上は、自分にはメギストスと結婚する資格はないと決めているのだ。

（そうだよ、相応ふさわしくなれるように私は強くならなくちゃ……！）

　メギストスがこの学園にやってきたのは、自分に会いにくることだけが目的ではない。魔族と人間の和平実現のためなのはアテネも知っている。

　ならばその助けができるようにがんばらなくてはならない。

　そばに寄り添い、支え合えるような存在になるために！　そう──。

「──将来の伴はん侶りよとして！」

　突然声を裏返らせて頬を両手でパチンと叩たたくアテネに、マル子はびっくりした。

「マルちゃん、先生を助けよう！」

「お、おぉ？　でもどうやってなのだ？」

「私達が直じか談だん判ぱんするんだよ！　レイクウッド先生との決闘の時のあれはメギストス先生のせいじゃないし、そうだったとしても事故だってことを私達が学園に知らせるの！」

　力説するアテネだったが、マル子は頬を掻かきながら眉を八の字にしている。

「やろうとしてることはわかるけど、ボクとアテネだけで……？」

「ロベリアちゃんも声をかければきっと手伝ってくれるよ！」

「三人でもたいして変わらないような……」

　マル子がそう言った時だった。

「あれ？　マルちゃんとアテネ嬢だ」

　同じクラスのジェシカが声をかけてきた。他にビルドとリズリーもいる。三人は不思議そうにアテネとマル子に近づいてくる。

「二人ともどうしたの、こんな朝早くに……」

「それを言うなら三バカもなのだ」

「自分らは職員室に──待て今三バカっつったかコラ」

　ジェシカがドスの利いた声と共にマル子の胸ぐらを掴つかもうとしたところで、ずいっとアテネが前に出た。そして両手を握られ、ジェシカはアテネの真剣な瞳に戸惑う。

「三バカさんも先生を助けるためにきたんですね!?」

「いや、別にそういうわけじゃ……ってあんたもしれっと三バカって言ったわよね今！」

　否定しつつもアテネにツッコむジェシカに、ビルドが肩を叩たたく。

「俺らなんかでも召喚獣と一時契約が結べるようになったのはメギストス先生のおかげだからな。一応、それを学園側にも伝えようと思ったんだよ」

　ビルドが言うと、リズリーもうんうんと頷うなずいた。

「そ、そです。先生がちゃんと先生してたってこと、学園にもわかってほしいんだ。決闘は事故だったんだし、このまま先生が学園からいなくなるのは……う、うち、嫌だから」

　三人の気持ちにアテネは嬉うれしくなった。アテネは元々メギストスへの感情移入があったが、この三人はそうではない。メギストスのことを先生と認めたからここにいるのだ。

「ま、まあ、ちょっとやり方が過激なとこあるけど、私も悪い先生ではないと思うし？　一応ね？　一応、試験の前に直じか談だん判ぱんとかそういう──」

「はいはい、素直じゃねぇ素直じゃねぇ。試験終わったら他の生徒にも俺から声かけるから、学園長に話つけにいこうぜ」

「う、うち、学園長に渡す、手紙書いてきた。先生のすごいとこ、文章にしてきた」

　三人が加わったおかげで心強い味方ができた。試験でいい結果を残し、クラスの皆に声をかければメギストスを牢ろうから出すことができるかもしれない。

　アテネはまだこの時、そう思っていた。
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　メギストスが捕ほ縛ばくされてから一週間が経たった。

　今日は一年生の中間試験当日だというのに、メギストスはいまだに牢に閉じ込められたままだった。牢では魔力に対する内外の干渉は完全に遮断されている。結界と抗魔材質の鉄格子、吸えば体内の魔力が奪われるドレインポーションの香が設置されていた。

　メギストスは、この薄暗い空間に懐なつかしさを覚えた。戦時中は命令違反が多く、上官からも好かれてはいなかったため、捕虜になった経験は無いがメギストスに牢ろう屋やは馴な染じみのあるものだった。禁固刑など日常茶飯事だったからである。

（最後に牢に入ったのは……あの時か）

　つい先日封印を解いたばかりの苦い記憶にメギストスは苦笑した。

　あれは五年前のことだ。部下の部隊が作戦行動中に行方不明となった責任を取るためにメギストスは牢へ入った。結局監査部の調査の結果、部隊は敵と交戦の末に全滅という報告によりメギストスは解放されたが真実は違う。

　部下を皆殺しにしたのはメギストスだったのだ。

　メギストスの中隊は戦争の激化に伴い数を減らし、補充兵の数が増えていた。

　熟練兵に馴染めず反発し、統率の利かなくなった補充兵達が勝手な行動に出るのは戦場ではよくある話だ。補充兵達は上官である自分達の分隊長を故意に殺害した上独断で行動し、ガヴェリオンの占領下にある人間の村を蹂じゆう躙りんしたのだ。捕虜の殺害は重罪だが、敵国の一般市民に対する暴行及び殺害は見て見ぬ振りをされる傾向があった。

　現場へとやってきて理由を聞いたメギストスに、補充兵は不思議そうな顔でこう言った。

『こんなものは食事と同じです』

　まさに人間の魔族へのイメージそのものだっただろう。

　補充兵達は最後に残った幼い少女を今まさに殺そうとしている最さ中なかだった。

　 命令違反、上官の殺害、捕虜の虐殺。軍法会議にかければ補充兵達の銃殺刑は確実だっただろう。しかし、今まさに殺されようとしている少女を救うには、軍法会議を待つことなどできなかった。たった一人の人間の少女を救うために、メギストスは彼らをその場で処分した。

　それが軍を離れ、アテネと出会うことになる洞どう窟くつに隠れる切っ掛けとなった。

（しかしまさか……あの時助けた少女がロベリアだったとはな）

　ロベリアが持つ霊銀の剣に見覚えがあったのはそういうことだった。あの時の記憶は辛つらいものであったため封印していたが、角持ちニルヴアの記憶整理能力も完璧ではない。愛着のある物や人の記憶は、封印したとしても漏もれ出してしまうことがあった。

　あの剣は、部下を殺したその場で捨てたものだった。

　ロベリアは自分を助けたのは人間だと思っているようだが、あの状況では覚えていないのも無理はなかった。この事実を告げれば、もしかしたらロベリアとの溝も埋まるかもしれないと思ったが、メギストスは首を横に振ってその考えを否定した。

　できることならば教師として信頼を得たいと、今のメギストスは思っている。

　せめて生徒達が無事二年生に上がれるまでは教師を続けていきたかった。

　そのためにも、この状況をどうにかしなければならない。

　他にも懐なつかしくも忌いまわしい戦場の記憶は数知れずあった。メギストスは牢ろうの薄闇の中でひたすらに過去の記憶の封を解いていた。魔族の中でも角持ちは普段は思い出す必要のない記憶は記憶牢に封じ、必要な時に取り出せるのである。

「……これか」

　メギストスは敵の情報に分類される記憶牢を開け、目当ての記憶を引き出した。

　まだ月げつ[image: ]しよく戦争が泥沼になる前、メギストス率いる中隊は敵の背後を突くための移動中に、地図に無い廃村らしき土地を発見した。敵の待ち伏せを警戒したがそれらしき気配は無く、廃村を拠点として利用した。滅めつ多たに無い穏やかな夜に中隊は安息のひとときを過ごしたが、夜が更けたと同時に村が豹変した。廃村そのものに召喚獣が宿っていたのである。中隊は夜通しで召喚獣と戦い、多くの犠牲を出した末に脱出に成功。

　敵部隊の魔法使い三名を倒し、一人を捕ほ縛ばくし尋問しようとしたが自害されてしまう。

　結局廃村そのものを召喚獣へ変化させた魔法使いは取り逃がしてしまった。

　ただ、自害の前に敵が言っていた言葉がずっと引っかかっていた。

　──貴様ら魔族が眠る時、我ら『忌いまわしき狩人かりゆうど』の目が見つめていることを忘れるな。

　怨えん嗟さのこもったその言こと霊だまは、不思議と今でもメギストスの脳裏にこびりついていた。

　あれらがリットランの未確認召喚獣の契約者を集めた特殊部隊であることは間違いないが、『忌まわしき狩人』の詳細は不明のまま終戦を迎えた。

　レイクウッドとの決闘の時に銀の剣に浮かび上がった目は、あの廃村で見たものと同じだ。あの連中の一人がこの学園に潜入している。だが、学園側で用意された触媒に細工を施せるとなると学園の関係者以外にあり得ない。

「…………」

　メギストスは思考を止めて、自分の牢ろうの鉄格子を睨にらんだ。

　牢の外から靴音が聞こえてきたのは、その時だった。
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「次、ジェシカ・ブロンドベル」

　試験会場で、ジェシカは驚いたハツカネズミのように身体をびくんと跳ねさせた。

　試験は講堂で行われ、一クラスの生徒全員が見ている場で行われる。試験官は学園長代理と三学年を担当する四名の教師だった。学園長は会議からの帰りが遅れているらしく、午後からの参加という手はずになっていた。

「がんばって～！　ジェシカちゃーん！」

　ジェシカが緊張しながら階段を降りてステージに上がるのを見ながら、アテネがロベリアの横で声援を送っている。他の生徒の一部も試験とは思えないような熱気で声援を送っていた。試験官の教師達は異様な空気にしかめっ面をしている。

　不意に、声援を止やめてアテネがロベリアの横顔を覗のぞき込んできた。

「そういえばロベリアちゃん、昨日から属性授業中はどこにいたの？」

　アテネの澄んだ瞳に見つめられて、ロベリアは目を逸そらした。

　ロベリアは前からアテネの透き通った純粋な目が苦手だった。

「あいつは牢ろう屋やだし、このままじゃ剣舞で試験に合格できないから対策を練ってたのよ」

「剣舞、メギストス先生が言っていた通りに続けてたんですね」

「……ま、あたしが召喚獣を呼べる可能性が剣舞以外に無いっていうのは、ソフィア先生もそう言ってたし……」

「ソフィア先生？」

「代理であたしに構ってくれてたのよ。あんた達も同じじゃないの？」

「ううん、私とマルちゃんのところにソフィア先生はきてないけど……」

「そ。まあ英雄の娘のあんたには必要ないもんね。あの貴族の小さい子だってあたしより魔力があるんだし、一番遅れてるあたしに集中してくれたってだけでしょ」

「上う手まくいきそう？」

　ロベリアはアテネの問いに眉根を寄せながらも、腰の剣に手を当てた。

「……ぶっつけ本番だからわからないけど……やってみる価値はあると思う」

　腰に携たずさえられているのは霊銀の剣と、もう一本、純銀の剣だった。

「二刀流……？」

　アテネもその剣に気づき、心配そうにロベリアを見つめる。

「大丈夫。徹夜で練習したもの。触媒を増やしたことで、今のあたしの技術でも召喚獣に興味を持ってもらえるかもしれない」

「…………」

「付け焼き刃って思ってるんでしょ？　その通りよ。でもこういうのに縋すがらなきゃ、今のあたしには……！」

　その時、試験官がロベリアの名前を呼んだ。

　ロベリアは大きく深呼吸をして、息を止めると立ち上がった。

「ロベリアちゃん！　がんばってね……！」

　アテネがいつになく真剣な顔でロベリアを見上げていた。

　ロベリアは正直言ってアテネが嫌いだった。優秀な血統に、有名な母親、確立された地位もある。属性は不自由を強いられているかもしれないが、その不自由ですら正教においてはポテンシャルだ。自分に無いものを全て持っているのだから、嫉しつ妬としないわけがない。うらやましいと思わないわけがない。

　けれど一番嫌いな理由は、彼女の瞳から悪意が一切感じられないことだった。

　だから嫌いだった。いっそ自分を見下してくれた方が好感が持てるのに。

（こんな風に考えるのって卑ひ屈くつよね……わかってる……でも、あたしだって……）

　ロベリアは階段を降り、ステージに上がった。

「手順、属性は自由です。それでは、契約を始めてください」

　試験官が開始の合図を出す。ダメ元だという吹っ切れた感情があるためか緊張は無かった。逆に高揚感もない。たとえ試験に合格できても、魔法使いとして将来的に機能する見込みが少ないからだ。

　でも、それでも学園に入学して、今ここに立っているのは──

（あたしだって、誇れるものの一つぐらい欲しいのよ……！）

　──自分を助けてくれたあの人への、憧れがあったからだ。

「どうしました。後がつかえています、早く始めてください」

　ロベリアは目を閉じて、決闘でメギストスが見せた真剣勝負の中で交えた剣舞を思い浮かべた。魔族は嫌いだけれど、あんな風に戦えたらきっと気分がいいだろうなと思った。

　そしてあんな風に剣と共に舞うことができれば、いつか──

　いつか白い炎のあの人に──。

「──楔くさびの型」

　目を見開くと同時に、ロベリアは腰の両脇から勢いよく剣を抜き放った。

　両手を大きく広げ、切っ先を左右に伸ばして片足を上げる。

　ピン………ッ！　刃鳴りの振動が切っ先にまでたどり着いた瞬間、型を始める。

　身体の力を抜き、頽くずおれるかのように地面に身体がつきそうになった直後、全身の筋肉に力を込めて剣を振るう。横へ一刀、縦に一刀。

「──十の型」

　腕をクロスさせ、独こ楽まのように身体を回転させ、試験官席にぶつかる直前に剣先を突き出す。学園長代理が身体を仰のけ反ぞらせると同時に、今度は後方宙返りを三回。

「──杭くいの型」

　最後に跳躍にひねりを加え、着地と同時に豹ひようのように姿勢を低く落とす。

「──土の型……ッ！」

　始まりの型を終えた瞬間──ロベリアの剣舞が始まった。

　そこからは目にもとまらぬスピードで攻撃に舞を混ぜていく。

　見ていた生徒達や試験官はその洗練された動きに魅み入いられていた。

「奉納剣舞か。彼女は魔力量が少ないらしい。それで剣舞。理には適かなっているな」

「祭事などではリットランでも奉納剣舞召喚が行われますからね。ガヴェリオンでは魔力を制限された剣舞大会が盛況らしいですよ」

「異文化というやつですな。しかしあの歳としで、見事なものだ」

　試験官の教師は学園長代理以外は感心を示していた。

　アテネもロベリアの舞に見とれている。

「ロベリアちゃん、すごい！　やっぱりメギストス様は才能を見抜ける方なんだ……」

　ロベリアの舞は素人しろうと目に見れば完璧なものだった。刃鳴りも、剣の煌きらめきも、肌をぬらす汗も、靴が床を叩たたく音すらも美しいと感じる。

　ロベリアの剣舞にはそれだけ人を魅了する力があった。彼女は順番通りに型を行い、最後の型を行うべく前方宙返りの後、天井を見上げた。

　照明の眩まぶしさに目を細めながら剣を放る。

　星の型。弧を描いて剣が宙を舞い、ロベリアが飛とび退のく。ソフィアに教えてもらいアレンジを加えた剣舞は、メギストスに教わったものより自分に合っているという話だった。

　交信を行う。集中しなければならない。この一瞬に全てがかかっている。

　座標は覚えてる……たどり着くのは簡単……あとは──、

「お願い……応えて……！」

　召喚獣が応えさえすれば、召喚も契約もその時点で完了する。

　ロベリアは魔力量の関係で意識体を作ることができない。意識の一部を異世界へ飛ばすことができるだけだ。故ゆえに俯ふ瞰かんで世界を見下ろす形になる。意識を集中すると、ロベリアは一瞬だけ何かの手応えを感じた。何かが自分を見てくれているような気がする。

　けれどこれは何？　気配を感じるのは間違いないのに、俯瞰している世界からではなく、自分の上から覆うようにして見下ろされているような感覚があった。

「…………え」

　交信が途切れたわけでもないのに、見下ろしていた世界が遠のく。

　その代わりに──赤黒い渦のようなものが自分の意識を引っ張ったのを感じた。

　不安に目を開けると、自分の生身の身体が異様な物質に包まれていた。

　そして、宙を舞う純銀の剣を見た瞬間怖おぞ気けが走った。

　刀身に、こちらを俯瞰する、目のようなものが───。

「ロベリアちゃん！　逃げて──ッ！」

　アテネの叫び声が聞こえたのはその時だった。しかしロベリアは動けない。闇に包まれたまま、何かに降りてきた剣を掴つかむように強要された。

　瞬間、ロベリアを中心に渦が爆発した。謎の物質があふれ出し、中から異い形ぎようが現れる。

　夥おびただしい触手の生えた軟体動物を思わせる巨大な下半身。そしてその中央に、女性を思わせる青白い人ひと形がたの影が、ロベリアの身体を両手で包んでいた。

　ロベリアは動くこともできずに、悲鳴があがる客席へ眼球だけを向ける。

「たす……け……て」

　生徒達が一目散に逃げ出す中、アテネは確かにロベリアの助けを求める声を聞いた。

　ロベリアの身体が完全に異形に覆われた直後、中央の人形が前髪の隙間から、剣に浮かび上がったものと同じ血のように真っ赤な瞳を光らせた。

「君、いったい何を呼び出したんだ……!?」

「魔族め！　奴やつが生徒をたぶらかし、こんなものと契約させたに違いない！」

「今はそれどころではありません！　先生方は避難誘導を！　あれの相手は私が！」

　一人の教師が指示を出し、慌てふためく現場を収めようとしたが、この場に現れた圧倒的暴力は小こ賢ざかしさなどねじ伏せてしまう。天井を突き破るほど膨れあがった異形の触手が横薙なぎに振るわれると、講堂のステージを一撃で瓦が解かいさせた。

　瓦が礫れきを防御魔法で防ぐのに精一杯だった教師達はそのまま埋もれてしまう。逃げ惑う生徒達をかき分けながらロベリアの下もとへ向かおうとしたアテネは、異形の咆ほう哮こうを耳にする。

「■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ッッッッ！」

　それはまるでこの世の生きとし生けるものを呪うかのような、この世界を混こん沌とんで塗りつぶそうとしているような、そんなけたたましくもおぞましい音色を奏かなでていた。

　異い形ぎようのバケモノはますます強大化し、講堂を崩していく。アテネは心が恐怖で押しつぶされそうになり、どれだけ拳を強く握っても足が前に出なかった。

　崩れゆく講堂の中で、アテネは求めることしかできなかった。

（先生……助けて、先生……！）

　バルファトス・メギストスの助けを。
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　メギストスには近づいてくる靴音でそれが女性だということがわかった。靴音に混じって鼻歌が聞こえてくる。陽気だけれどどこか不気味なメロディーには聞き覚えがあった。

　鼻歌が途切れ、靴音が止まる。そして、鉄格子の隙間からぬっと白い手が伸びた。

「メギストス先生♪　こんにちは」

　ぷらぷらと軽薄そうに手が振られ、ステップを踏むようにして彼女は姿を現した。

　少女のような無邪気さと共に現れた彼女は、楽しげにメギストスを見ていた。

「やはり、君か」

　メギストスがそう言うと、ソフィア・シルヴァーは顎あごに指を当てながら首を傾かしげた。

「まるで最初から気づいていた～みたいな物言いですね？」

「最初からではない。もしやと考えついたのはつい先程だ」

「ふぅん。意外ですね。私の経歴なんてとっくに調べ尽くしているかと思いましたよ」

「そうではないと信じたかったというのもあるがね……」

「ほんとに？　あは、だったらこんな回りくどいことした甲か斐いがありましたね～」

　クスクスと笑うソフィアの仕草は以前の彼女と同じで清せい楚そなものだった。

　しかし目は笑っていなかった。妙に黒い彼女の瞳孔は、海の底のように黒く澄んでいた。

「君はソフィア・シルヴァーではないな？」

「へぇ、そうなんですか？」

「ソフィア・シルヴァーは月げつ[image: ]しよく戦争末期に部隊を指揮し、俺の部隊と戦闘を行った経歴がある。仲間内では畏い怖ふを込めて彼女を『巨人殺しジヤイアントキリング』と呼んでいた。直接面識は無いが、ゲリラ戦を得意とする優秀な指揮官だった」

　ソフィアの……女の笑みが消えた。メギストスは構わず続ける。

「戦闘は三ヶ月続いた。数はこちらが勝っていたのに、酷ひどく追い詰められたよ。我々も手段など選ばなかった。負傷した敵の一名をその場に放置し、俺は機を待った」

「…………」

「三ヶ月も戦い続けていれば、相手の指揮官がどのような人物かわかるようになる。妙な親近感すら覚えるほどにな。だから俺は彼女の人間性を信頼した」

「………………」

「そして彼女の部隊が負傷した部下を助けにやってきたところへ、魔法掃射による爆撃を行った」

　女がうつむき、顔に暗い影が落ちていく。メギストスはその時の状況を説明し続けた。

「周辺一帯の森が更さら地ちになるまで俺は爆撃を続けた。そこに彼女本人がいたかはわからないが、敵を無力化させたと確信し、俺は部隊を迂う回かいさせて目的地へと前進した。学園にやってきて生きていると知った時は、正直……」

　メギストスの言葉に、女の視線に殺意が灯ともる。

「さすがだ、と思ったよ」

　女は肩を震わせていたかと思えば、突然吹き出して笑い出した。

「さすが？　さすがですって？　ハハ、ハハハハハ！　すごいですねメギストス先生……いいえ凶鳥ヒユツケバインさん！　さすがですよ！　あなたがどんな顔をして学園にやってくるかと楽しみにしていたんですよ、私は！　それがどうですかっ、あの頃と何も変わらない素知らぬ顔をして平然と、私の……双子の姉さんの前に現れたんですから！」

　鉄格子をひしゃげさせそうな勢いで掴つかみながら、女がメギストスを睨にらみ付ける。

「そうか。君は彼女の妹か」

「──私はルディア・シルヴァー。姉さんの部隊が全滅したと聞いて、特殊部隊にいた私は軍の命令を無視して、あなたが焼き尽くした現場へ向かいました」

「特殊部隊……『忌いまわしき狩人かりゆうど』、君の古巣だな？」

「ええ。姉さん、死んでいましたよ、あなたの見事な爆撃で指先すら残っていなかった。あの時から私は姉さんに成り代わり、あなたに復ふく讐しゆうすると誓った」

　女……ルディアの形ぎよう相そうは完全に狂気に支配されていた。

「私があなたの部隊を招き入れたあの廃村を覚えていますか？」

「ああ、忘れもしない。まんまと君の術中にはまったよ」

「──そうじゃないそこじゃないはき違えるな魔族がッ！」

　ヒステリックに叫びながら、ルディアはメギストスを罵ば倒とうした。今にも噛かみつきそうでいて、今にも泣きそうな顔をしていた。

「私はあなたが姉さんにやったように、負傷して置き去りにされたあなたの部下をエサに、あなたが助けにくるのを待った……でもあなたは私の術中から抜けるために部下を見捨てた！　助けを求める三人を置いていくことを選んだ！　あなたは……お前は……！　自分が生き残るために部下を利用したんだ！　敵だけでなく味方にまで非情な悪魔だった！」

　メギストスは一度もルディアから目を逸そらさなかった。

「そんな奴やつが教師？　そんな奴が子供にモノを教えるのか？　まして子供達に和平を説くために招かれた？──あっていいはずがないだろうそんなことが！」

　ルディアの怒号と同時に、どこかで轟ごう音おんが響いた。

　メギストスは初めてルディアから視線を外し、眉み間けんに皺しわを寄せた。

　ルディアは激情を治め歪いびつに笑う。

「聞こえました？　私もあなたをどう攻めようか悩んでいたんですよ。あなたを殺すだけじゃ意味がない。やっぱりあなたの大切なものを奪わないと」

「……生徒に何をした」

「ロベリアちゃん、あなたに剣舞を教わっていたんですよね。あなたが投獄されて困っていたみたいだから……私が手を貸してあげたんです」

　頬ほおに手を当てて、ルディアが恍こう惚こつに身を捩よじらせる。

「生いけ贄にえ契約を結ぶための剣舞を、あの子ったら何も知らずに舞ったのでしょうね。今頃眷属を維持するための触媒になっていることでしょう」

「やめろ。生徒は関係ない」

「これはあなたが私達にしたことと同じですよ」

　ルディアが鉄格子から少し離れて、懐からナイフを取り出すとメギストスの方へ転がした。小さな紙切れが巻かれた銀色の小さなナイフは、メギストスの目の前で止まった。

「自害なさい。そうすればロベリアさんや他の生徒の身の安全は保証します。幸いまだ誰も死んでいないようですし」

「…………」

「その紙はあなたの遺書です。あなたがテロを行うために学園にやってきたという自白が書かれています」

「こんなことをして何になる？」

　ソフィアは膝ひざを曲げてメギストスと視線を合わせた。

　膝頭に肘ひじをつき、頬ほお杖づえを突きながらルディアはニコリと笑う。

「──復ふく讐しゆうと混こん沌とんを世界に。それが私達『忌いまわしき狩人かりゆうど』の、現在の理念です。魔族と人間の和平があり得ないことを、あなたの死をもって世界に知らしめます」

「…………」

「さあ、どうしました？　ナイフを手にとって心の臓を貫けば、少なくとも生徒の命は救えますよ。もちろん、あなたが成し遂げようとしていたことは全て無に帰しますけれど」

　メギストスは足元のナイフを見下ろし、手に取ると立ち上がった。

　巻き付けられた手紙を床に放り、メギストスはナイフの柄えを逆手に握る。

「……俺が自害すれば生徒の命は保証する。嘘うそはないな？」

　ルディアも立ち上がり、鉄格子越しに向かい合う。

「ええ。あなたにとって本当に生徒さん達が大事だったら、あなたが凶鳥ヒユツケバインではなく教師であるというのなら……できるはずですよね？」

「約束しろ」

「はい、約束です。契約書でも書きましょうか？」

　肩を竦すくめるルディアの反応は信用ならなかったが、メギストスは目を閉じた。

「遺言あります？　アテネさんはあなたがいなくなったらさみしがるんじゃないかなぁ」

「──不要だ」

　言葉を遮さえぎるように言って、メギストスは迷い無く自らの胸に刃を突き立てた。
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　講堂は完全に崩落し、異い形ぎようのバケモノは瓦が礫れきを押しのけて曇どん天てんの下で咆ほう哮こうを上げる。

　学園のいたるところで悲鳴が上がり、教師達は生徒を避難させるために走り回っている。

　アテネは講堂の瓦礫に身体を挟まれ、半ば下敷きになっていた。

「っ……足が……」

　瓦礫から抜けだそうと足あ掻がくと、バケモノが触手を振り回して周辺の建物を破壊し始めた。吹き飛ばされた校舎の破片が降り注ぎ、両手で頭を守る。遅れて土煙が巻き上がり視界が悪化する。咳せき込もうとした時、別の場所から咳き込むような声が聞こえた。

「……マルちゃん？　そこにいるの、マルちゃんだよね？」

「……アテネなのか？　ボ、ボクマル子！　よろしくなのだ！」

　アテネは突然の自己紹介に緊迫した状況でも苦笑してしまう。

　瓦礫の中からマル子は四よつん這ばいでおそるおそる姿を現し、下敷きになっているアテネを発見すると大急ぎで駆け寄った。

「だ、大丈夫なのか!?」

「私は……大丈夫……それより、あの見たことない召喚獣は？」

「まだすぐそこにいるのだっ……ははは、早く、逃げないとっ」

「……ロベリアちゃんは、どうなったかわかる？」

　アテネが聞くと、マル子は青ざめた顔で自分の肩を抱いた。

「あの怪物に飲み込まれて……そのまま一部になってしまったのだ……さっき女の身体をした部分の、お腹なかのところにロベリアの身体があった……」

「……たぶん生いけ贄にえ契約だと思う……」

　生贄契約は読んで字の如ごとく、契約主とは別の人間を触媒にして召喚獣を契約することだ。多くは召喚獣の餌として、あるいは享楽のため、あるいは信仰のため……古来より人ひと身み御ご供くうの生贄契約は行われてきた。これは契約者本人にはメリットが一切無いためはっきり言って最も効率がいい。ただし正しい手順を踏ませなければ生贄は生贄として機能しない。

　恐らくロベリアは生贄になるとは知らずに、生贄になるための剣舞を教えられたのだ。（ソフィア先生……まさかあの人が）

　信じたくないという気持ちを振り払い、しっかりしろと心の中で自らに鞭むちを打った。

「ロベリアちゃんの身体が残っていたのなら、まだ助かる……！　お願いマルちゃん、メギストス先生を呼んできて……！」

「で、でもっ、アテネはどうするのだ!?」

「私のことはいいの！　急がなくちゃロベリアちゃんの生命力が持たない」

　マル子は動揺しながら瓦が礫れきの向こう側に見える怪物の姿を見た。

　遠目からでも中心にいる人ひと形がたにロベリアの髪が揺れているのがわかった。

　もう一度アテネを見る。アテネは気丈に笑っていた。本当は怖いはずなのに、マル子を安心させるためにやせ我慢をして笑っていた。

「行って、メギストス先生を呼んできて」

　その笑顔を見てマル子はうつむいた。歯がぶつかりあってカチカチと音を立てている。マル子は今まで命の危機など味わったことがなかったため、恐ろしくてたまらなかった。

　しかし、

「シュタインサーベル家の者は……関わった人を……絶対に……見捨てないのだ」

「……え……？」

「たとえどのような身分であろうと……隣人であろうと、使用人であろうと、奴隷であろうと、敵であろうと……手を差し伸べた者を、差し伸べられた者は、何があろうと見捨てなかったのだ……」

　それは古くから伝わるシュタインサーベル家の伝統であり、誇りだった。

　父と母は言っていた。お前がどんなにダメな子だったとしても、シュタインサーベル家の人間であることだけは忘れるな、と。

　友を作り、友を守るのがシュタインサーベルだと。

「ボ、ボクは──シュタインサーベル家の女であるからして！」

　弱さを振り切るようにそう叫んで、マル子は瓦礫を持ち上げようと足を踏ん張った。

　アテネが驚いて止めようとしてくる。

「無理だよマルちゃん！　いつアレが戻ってくるかわからないんだよ!?」

「むりじゃないのだぁぁぁっ！　いつ戻るかわからないなら尚なお更さらなのだぁぁぁっ……！」

　いくらアテネが言おうともマル子は諦めようとしなかった。自分の力じゃどうにもならず棒きれを使って梃て子この原理で持ち上げようとしたが、やはり不可能だった。人を呼ぼうと叫んでみたがバケモノが暴れている音のせいでかき消されてしまう。

　マル子は再び自力で持ち上げようと試みて、力が入らず瓦礫に顎あごを乗せて息を吐いた。

　酸欠でめまいを起こしたのか少し視界が霞かすむ。どうやら幻が見えて居るのか、瓦礫の上に小さな猪いの豚ぶたのようなものが乗っていた。

　いや、幻覚ではない。

「ホーキー……くん？」

　薄緑色に発光するその猪いの豚ぶたは、今までマル子が契約を試みようとしていた召喚獣だった。交信も行っていないのに召喚獣側から勝手に会いにくるのは、使魔契約でも行っていない限り非常に希まれだと言われていた。ホーキーは瓦が礫れきの上で以前と何も変わらないムスッとした態度でマル子を見つめ、鋭く目を細めた。

「■■■、■■■■、■■■■■■？」

　人間には理解できない音でホーキーはマル子に語りかける。

「え？」

　言語超越者ワードブレイカーであるマル子には、ホーキーの言葉が理解できていた。

　ホーキーはマル子に問うている。

　──お前は私と契約することで、何を為なしたい？

　それはあまりに単純で、あまりに率直な質問だった。ホーキーはマル子との契約を嫌がっていたわけではなかった。必要なのは契約するに値する理由だったのだ。契約が欲しい、召喚獣が欲しい、力が欲しい、友達が欲しい。それらは求めそのものに過ぎない。

　重要なのは求める理由だ。何のために？　それらが欲しいのは何のため？

　マル子は歯を食いしばり、瓦礫の上のホーキーに手を伸ばす。

「ボクは……！」

　あと少しで指先が鼻先に届く。

「ボクは──友達になりたい人を守るために、君と契約したいのだ！」

　その声を聞き、残りの距離はホーキー自らが詰めた。触れあった場所が熱を帯び、辺りに薄緑色の魔力が溢あふれる。手の甲に焼き印を押されたような痛みが走る。

　頭の中に言葉が流れ込んでくる。

《我が名は封ホウキ。そなたの願い、しかと聞き届けた。守ろう、そなたの誇りを！》

　契約が結ばれたことの証あかしが手の甲に浮かび上がり、目の前の猪豚でしかなかったホーキーの姿が変わる。ホーキーは空中に飛び跳ねたかと思えば、マル子の背後に着地し、その姿を巨大化させた。荒々しく太い毛並み。ひび割れ使い込まれた四本の巨大な牙。そして怒りと誇りを内包した獣の眼はマル子をしかと見つめていた。

　マル子が呆ほうけたまま振り向いて、ホーキー……封キの鼻に触れる。

「封キ……君は封キっていうの？」

「……魔森林『ゲンティア』に棲すむ、樹海の王……？」

　ゲンティアに棲む猪いのししの召喚獣、パイア族の中に異い形ぎようの猪がいるという話をアテネは聞いたことがあった。未確認召喚獣ではないが、この召喚獣は誰一人として契約に成功した者がいないと言われていた。森の最深部で自らを封じるかのように眠る獣。闇傾向カオスサイドの召喚獣クラスでは、光傾向コスモサイドの聖獣と同格な魔獣に該当する。

　マル子の実力でこのクラスと契約することはあり得ないことだった。

　封ホウキが前に出て、大きな牙でアテネの上の瓦が礫れきをどける。自由になったアテネは右足を痛めているようですぐには動けなかった。

　介抱しようとマル子が駆け寄ろうとしたが、封キが顔を上げてバケモノの方を見た。

《乗れ。そなたの魔力量では我われが現界できる時間は短い》

「で、でも、まずはアテネを安全なところに」

　マル子が動揺していると、ビキリと封キのこめかみにぶっとい血管が浮かび上がった。

《このたわけがァ！！！　そなたが助けたい友人は一人ではなかろう！　口答えをする暇があるならばさっさと乗れ小娘ェェェ……ッ！》

「ひぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃ！」

　あまりの気迫に腰が抜けそうになったマル子のスカートの裾すそに牙を突き入れ、そのまま自分の頭の上に放り投げた。スカートがめくれ上がってパンツ丸見えの状態でどすんと封キの頭にマル子が墜落する。

《征いくぞォ！》

「ままま待って待って！　ボク、まだ魔法よくわかん──」

《そなたに期待などしておらぬわァ！　我が体たい躯くをもって前敵を屠ほふるのみよォ！》

「うわ、うわわわわわ─────っ！」

　封キがマル子の要求を無視して発進する。

　彼の巨大な体躯は瓦礫だけでなく建物すら破壊して一気にバケモノとの距離を詰め、相手に気づかれる前に横腹へと激突した。

　封キの猪ちよ突とつ猛もう進しんによりバケモノの身体が大きくよれて、校舎に倒れ込んだ。
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　メギストスが突き刺したのは間違いなく心臓の大動脈だった。刃やいばを引き抜くと裂傷部分から血が吹き出し、激痛とめまいに膝ひざをついた。

　この失血量ならば、魔族であろうともって一、二分だろう。

　一瞬にして血の海になった牢ろうの中で、メギストスは青白い顔を上げた。

　ルディアが高らかに拍手をしていた。

「まったく躊ちゆう躇ちよしませんでしたね！　もっと早くそうしてくれていればよかったのに！」

「……生徒を、解放しろ」

　血を吐きながらメギストスは辛かろうじて声を出す。もはや腕を持ち上げる力もなく、下を向いたまま流れ出ていく己の血を眺める。

　しかし、ルディアの答えはあまりにも予想どおりのものだった。

「約束、守ると思ってたんですか？　これは復ふく讐しゆうですよ。約束を守る道理はありません」

　ルディアはとくに感慨も感動も無く、無表情のまま立ち上がった。

「私もあなたが来る前まではあの子達の教師をしていましたからね。辛つらくないわけじゃないんです。ここでの生活も、生徒達も、教師同士の関係も、正直、あなたの人柄も……嫌いではありません。それなりに心地よくはあったんです」

「……ゴホッ……」

「だけど殺します。あなたもこの学園の人間も、全てぶっ殺します。私の復ふく讐しゆうは済みましたが、私の仕事はまだ終わっていません。この学園を後の混こん沌とんの起点とすることが『忌いまわしき狩人かりゆうど』の使命ですから」

　鉄格子からルディアの手が伸ばされ、メギストスの頬ほおを撫なでる。ルディアの手は死にかけのメギストスの肌よりもずっと冷たかった。

　ルディアの笑顔は死神の如ごとく、優しくも非情に満ちている。

「全部ぜぇんぶ……人間の国にやってきたあなたが悪いんですよ？　そのまま惨めに、何も残せず死んでください。それがあなたが罪から解放される唯一の手段なのですから」

　メギストスがゆっくりと目を閉じる。閉じた先にあるのは闇だった。闇に寄り添い生きてきたが、死の闇に身を任せるのは始めてだった。なるほど悪くない。このまま逝いければ、彼女の言う通り自分は罪から解放され、安らかになれるのかもしれなかった。

（だが…………まだだ）

　自分を救ってくれた少女の笑顔を思い出し、メギストスはうっすらと目を開けた。

「おい……ドッペルゲンガーを知っているか？」

　息も絶え絶えにそう言うと、ルディアが訝いぶかしげに目を細めた。

　メギストスは淡々と言葉を続ける。

「深しん淵えん異世界に棲すむ影のような、極めて珍しい都市伝説的召喚獣だ……曰いわく、それは自分とうり二つの姿をしている……曰く、それを見た者は何があろうと命を落とす……故ゆえに誰も契約を結んだ者はいないと言われている」

「……突然、何を言い出すのです……」

「だがもしも、それと契約を結んだ者がいたとしたら……ドッペルゲンガーは、いったい何ができると思う？」

　メギストスが最後の力を振り絞り、ゆっくりと顔を上げる。

　ルディアの表情が見る見るうちに歪ゆがんでいく。

「ああ、そうだ。お前がソフィア・シルヴァーではないように──俺もまたバルファトス・メギストスではない」

「バカな……あり得ません」

「ドッペルゲンガーの契約魔法【スペアボディ】は記憶も魂も同一の肉体を作る。この魔法を使うと契約者本人は仮死状態に陥おちいり、ドッペルゲンガーは本人と寸すん分ぶん違たがわぬ人生を送る。そして──」

　メギストスは薄く笑い、足元のナイフをルディアの方へ転がした。

「──ドッペルゲンガーが死ねば、完全に記憶を継承した俺が目を覚ますのだ」

「嘘うそよ……そんなものが存在するはずは……」

「ならばそこで愚かにも勝利の余韻に浸っていればいい。そうしている間に本物の俺が起動し、お前の前に姿を現すだけだ」

　メギストスは淡々と言って肩を落とし、死に身をゆだねた。

「お前が約束を守れば……俺は大人しく学園を去るつもりでいた……」

「……くッ……！」

「お前の言うことは正しい……俺がいれば生徒達に危険がつきまとう。俺に教師を続ける資格はないのだろう。だが、お前が生徒を見逃すという約束を果たさないのならば……」

　長く伸びた前髪の間から、メギストスは最後の力を振り絞ってルディアを睨にらんだ。

「──俺は、教師として最後の仕事をさせてもらう」

　メギストスの宣言と共に、ルディアが弾はじかれたように外へ走り出す。

　彼はそれを見送ることなく、眠りについた。

　否いな。これは死の眠りではなく、反撃の狼煙のろしだった。
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　バケモノに猛烈な体当たりをかました封ホウキは、敵が校舎の下敷きになったのを確認して一度後ずさった。そして不満そうに舌打ちをする。

《チッ、魔力が足りぬ！　【猪突猛進オンスロート】でこの程度とはァ……！　聞いているのか小娘！　魔力が足りぬ絞り出せィ！　まったく初代の言づてがなければ誰がそなたなどと契約──おい！　どうしたこむす──!?》

　マル子に対して悪態をついている最さ中なかに、突然封キの身体が縮み始めた。いきなり元のサイズに戻った封キは空中で足をパタパタさせたが、マル子を背負ったまま地面に落ちた。

　プィギ！という悲鳴と共にマル子に潰される封キ。

　下敷きになりながら背の様子を見ると、魔力欠乏症によってマル子が目を回していた。

《ウォォン、たったの一撃で魔力が尽きたのかァ!?　しょうもないなそなたはァ！》

「きゅぅん……」

《起きろォ！　ここで気を失うのはまずいぞォ！　逃げるまで気張れ小娘──ィ！》

　封キの声も虚むなしく、マル子は完全にダメだった。

　バケモノを押しつぶしていた瓦が礫れきが蠢うごめき始める。それどころか、封キの一撃によって飛び散ったバケモノの一部が瓦礫に付着して小さな肉塊へと変化していた。

　封ホウキの目には分身を作っているように見えた。

《ぬぅ、面めん妖ような……！　物質に寄生して眷けん属ぞくを増やすのか……！　迂う闊かつに攻撃をしかけるべきでは無かったかァ!?　ええい許せ！　猪いのししだ！》

　封キはなんとかマル子をこの場から避難させようとしていた。見る見る内に飛び散った肉塊が蛸たこのような触手を生やした小さなバケモノになっていく。封キが牙に服を引っかけて引きずろうと踏ん張っていると、近づいてくる足音が聞こえてきた。

「マルちゃん！」

　アテネだ。足を少し引きずっていたが、自分で治療してここまできたのだろう。

《ぬぅん！　何な故ぜきた！　おぬしを守らねば小娘に顔向けできんではないかァ！》

「え、なに？　猪いの豚ぶたちゃん、なんかしゃべってる？」

《ぐがぁ言葉の壁がァ──ええい！　いいから逃げるぞ小娘と小娘！》

　封キが必死こいてマル子を引っ張ると、察したのかアテネがマル子に肩を貸した。

　敵に気づかれる前にアテネはマル子をバケモノから遠ざけ、瓦が礫れきの陰に隠した。

「猪豚ちゃん、マルちゃんをお願い！」

《ぬ!?　おぬしはどこへ行くつもりだァ！》

「もう時間が無い……私だけでも、ロベリアちゃんを助けに行かないと……！」

《無む茶ちやだ！　待てィ小娘！》

　駆け出して行ってしまうアテネを止めようとした封キだったが、マル子をこのまま置いて行くこともできずに地じ団だん駄だを踏んだ。

　アテネは急いで瓦礫に埋もれたバケモノとロベリアの場所へ戻った。すでにバケモノは瓦礫の山から起き上がろうとしており、小型の眷属達は学園中に散らばっていった。恐らくこの学園の生徒や教員達を皆殺しに行ったのだろう。

　起き上がろうとするバケモノの肩には、見覚えのある人影が立っている。

「……凶鳥ヒユツケバインはどこ!?　奴やつの本体はどこに……？」

　人影がアテネの姿に気づく。アテネは絶句しながらバケモノを見上げていた。

「ソフィア先生……本当にあなたがロベリアちゃんを……」

「あら、アテネさんじゃない。ねぇ、メギストス先生を知らない？　私今からあの人を殺しに行かなくちゃいけないの」

　いつものような優しい微笑を湛たたえながら、ソフィアの振りをしたルディアははっきりとメギストスを殺すと言った。アテネは十匹もの召喚獣、ウィルオウィスプを出現させてルディアを警戒した。ルディアの顔から笑みが消え、冷ややかな視線が肌を刺す。

「もしかして戦おうとしてます？　やめておきなさい、あなたじゃ相手にならないわ」

「メギストス様を貶おとしめようとしてるなら、そちらこそやめてください！　これだけの騒ぎになればどう足あ掻がいても逃げられません！　投降してください！」

「逃げるつもりはありません。予定は狂いましたが、学園の人間を皆殺しにしてしまえば結果は変わりません。メギストスは魔族のテロリストとして世間に知れ渡るでしょう」

　淡々としているのに、その冷たい声を聞くだけでアテネの身体は震えた。

「ロベリアちゃんに何をしたんですか……！　あなたがソレと契約させたんですよね！」

「この召喚獣は禁きん忌きの領域に棲すむ者達よ。月げつ[image: ]しよく戦争中、リットランは秘密裏にこれらと魔法使いを契約させて、魔族に対して裏で工作を行わせていた。そのうちの一人が私」

　ルディアがバケモノの髪を撫なでながら薄く笑う。

「この子はマイノグーラの現うつし身み。第八特異点、『外なる世界』の神々の成れの果て」

　神性との契約と聞いて、アテネは怖おぞ気けが走った。

　神に類するのであれば天使や悪魔以上の召喚獣ということになる。

「厳密には神ではないけれど、それに近い力を持っているわ。物質にこの子の一部が付着すると、物質を取り込むか、逆に物質に潜んで己おのが肉体の隠かくれ蓑みのにする。あの散らばっていったのはこの子の分身……今頃生徒達を喰くらっていることでしょう」

「どうして……そんなこと……」

「憎いからよ」

　突きつけるようにそう告げて、ルディアは空を見上げた。

　曇どん天てんの空の切れ間から歪いびつな赤い月が覗のぞいていた。目の前の召喚獣の影響なのか、まるで地獄のような空だった。

「私から唯一の肉親を奪ったあの男も。仲間を殺した魔族共も。邪魔になったという理由で私達『忌いまわしき狩人かりゆうど』を葬ろうとしたリットランも。私達の犠牲も知らずにのうのうと生きておきながら、魔族と和平を結ぼうとする人間共も……全部全部憎いからよ」

「戦争は終わったんです。やっと誰も死なずに済む世の中になりそうなのに……どうしていつまでも憎しみを持ち続けるんですか！」

　アテネが疑問を呈すと、ルディアが怒りを爆発させた。

「──ガキが知った風な口聞くんじゃない！　英雄の娘としてちやほやされながら育ったあんたに戦争の何がわかる……！　あの戦争はまだ終わってなんかない！　いいえ、私達『忌まわしき狩人』が終わらせてやるものですか……！」

　赤い月の光を浴びて、召喚獣マイノグーラが両手を空へ掲げた。

　胸の中央に辛かろうじて残っているロベリアの身体が、突然苦しげに蠢うごめき始める。

「ロベリアちゃん！」

「生いけ贄にえってすごいわねぇ。たった一人の生贄でも私だけで使役するときの三倍近い力が得られる。やっぱり生き娘むすめを選んだのが重要なのかなぁ」

「──やめて！」

　アテネがウィルオウィスプを一点に集合させて、ルディア目がけて放とうとする。

　だがそれよりも先にマイノグーラの触手の一本が振るわれ、横薙なぎにアテネに襲いかかった。咄とつ嗟さにウィスプで防御を行うが、衝撃を殺し切れずに吹き飛ばされてしまう。

　瓦が礫れきに叩たたきつけられたアテネは苦しげに呻うめきながら地面に倒れた。

「かわいそうに、属性のせいでそんなしょぼい召喚獣としか契約できないなんてね。でもいいじゃない、正教では『暁』属性は崇拝の対象なんでしょう？　何もしなくても不自由ない生活を保障されているんだもの。メギストスと同じで、あなたなんかが学園にきたところで誰も得しないのよ」

　ルディアがアテネをあざ笑う。アテネはルディアの戯ざれ言ごとを聞くつもりはなく、マイノグーラの動きを観察していた。

「さあマイノグーラ、この学園を破壊し尽くしなさい……それがあなたを喚よんだ私の願いよ。再び世界に混こん沌とんをもたらすの」

　マイノグーラは両手を掲げ、月に重なるように何かを溜ため込んでいる。

　あれが何かよくないことの前触れだということはアテネにもよくわかる。衝撃で外れた肩を瓦礫に打ちつけて元に戻す。激痛が走ったが、痛みなど無視を決め込んだ。

　アテネは身体に鞭むちを打って立ち上がり、再びウィルオウィスプを集合させた。

（ほんのちょっとでも邪魔をして、時間を稼がなきゃ……！）

　少女の決意に呼応するように、ウィルオウィスプの白き光に赤い闘志が灯ともった。
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　教員宿舎の最上階、一番端の部屋でドアを蹴け破やぶるようなけたたましい音が響く。

　部屋の中には大きな棺ひつぎが立てかけられており、蓋ふたが吹き飛んでいた。その中にはたかだかと足を振り上げた状態の、角の生えた長身の男が片足で立っていた。

　彼の名はバルファトス・メギストス。

　さきほどまで牢ろう屋やで自害を行った者と、紛まぎれもなく同一人物だ。

「モンスーン」

《あいよ、おかえり旦だん那な。本体は久しぶりじゃね？　まあ記憶継承してて魂まで同じなんだから何もかも今まで通りなんだろうけど》

「ご託たくはいい、今すぐ俺の剣を取ってこい……！」

　悪魔と呼ぶに相応ふさわしい形ぎよう相そうで、メギストスは前を睨にらみながら奥歯を噛かみ締めた。

　モンスーンが口笛を吹き、パタパタと忙せわしなく翼をはばたかせる。

《おーこえぇ、旦那のマジギレ、久しぶり》

　逃げるように部屋を飛び出していくモンスーン。

　遠くから轟ごう音おんが聞こえた。ソフィアの妹が言っていたように、ロベリアを生いけ贄にえにした召喚獣が暴れているのだろう。メギストスは棺から出ると、牙をむき出しにして低く唸うなった。

「起きろ、使い魔共……！」

　体中から魔力が溢あふれた直後、部屋中をいくつもの魔法陣が埋め尽くした。

　そしてふつふつと湧き上がるように夥おびただしい数の召喚獣が姿を現していく。

《ここに》《はい、主あるじ様》《旦だん那な様、お久しゅうございます》《閣下、お下げ知じを》《参上いたしました》《ハァイ♪　凶鳥ヒユツケバインちゃん♪》《呼ばれて飛び出てじゃじゃじゃじゃーん！》《おやおや此こ度たびはずいぶんと姦かしましい》《何か用？》《うるっせぇな何だよ！》《…………》《我が王》《来てやったぜ》《寝起きだから勘弁して～》《オナカヘッタ、エサクレ》《■■■■■》《まあまあ、これはこれは》《祭りかぁ!?》《さっさと終わらせようぜ》《モンスーンばっか依え怙こ贔ひい屓きしてさ～》《御み旗はたの下もとに》《嗚あ呼あ、今日も月は綺き麗れいかい？》《どけどけ邪魔だ！　俺を前に出せ！》《さあ、征いこうか主様》

　部屋は一瞬にして魔ま窟くつと化した。床に、壁に、窓の外に、部屋の中に留とどまらず、廊下に、庭に、いたるところにあますところなくひしめき合って、バルファトス・メギストスの軍勢が姿を現した。ある者は悪あつ鬼きのような、ある者は闇そのもののような、ある者は骸骨のような、ある者は魔犬のような、ある者は目玉のような、ある者は魔獣のような、ある者は液体のような、ある者は気体のような、ある者は悪魔のような姿で、例外なく全てがメギストスに傅かしずいていた。

　その数、百はくだらない。小物から大物まであますところなく、全てがバルファトス・メギストスの使い魔だった。闇の魔物達に埋うずもれる部屋で、最後に光の眷けん属ぞくたるシャインシルフが姿を現し、メギストスの肩に座ってニコリと微笑ほほえむ。

　男はマントを翻ひるがえし、怒りを瞳に宿して一歩前へ足を踏み出した。

「征くぞ、狩りの時間だ……！」

　凶鳥ヒユツケバインが戦いの狼煙のろしを上げると、召喚獣達は一斉に雄お叫たけびを上げるのだった。
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　マイノグーラが暴れ始めたことで、生徒達のシェルターへの避難が教師達の指示で行われるはずだったが、逃げる途中の通路が倒壊した建物に塞ふさがれて右う往おう左さ往おうしている生徒が三〇名ほど立ち往生していた。

「どうなってるんだ……何が起こったんだよぅ」

「先生達はどこ？　学園長は何してるの？」

「今日は一学年の試験だから試験監督役以外は休日なんだよ……だから、学園に残ってる先生は少ないし、教員宿舎はここから遠いし……」

「他の子達はどうなったの？　私達だけ逃げ遅れちゃったの？」

「知るかよっ！　どうすればいいんだっ！」

　困惑する生徒達を取り囲むように路地や校舎の陰から眷けん属ぞく達が姿を現す。

　触手を伸ばして這はい寄よる者共は舌なめずりなどせずに真まっ直すぐに生徒達へ襲いかかった。

　悲鳴を上げて逃げようとするが生徒達に逃げ場など無い。

　触手の吸盤に生えた棘とげが生徒達に迫ろうとしたその時──無数の影が空中に躍り出て眷属達に食らいついた。猟犬のような姿をした二〇匹ほどの黒い獣だ。獣達は眷属達と絡み合いながら生徒達から引き離し、魔力でできたその肉を喰くらった。

「こいつら……ガルムか？」

　生徒達が自分達がやってきた道の奥を見ると、一際大きい猟犬がゆっくりと歩いてくるのが見えた。九つもの目を持った、大きく口が裂けた巨大な猟犬だ。

「群れで一つの意思を持つクラウドガルム……!?　こんな奴やつまで現れるなんて、いったい学園はどうなってんだ!?」

「逃げないと食べられちゃうよ！」

「でも、ガルム達は私達を襲ってこないみたい……もしかして、助けてくれた？」

「このガルム達ってもしかして……あの魔族の教師の召喚獣じゃない？」

　生徒の一人が呟つぶやいた。群にして個という性質を持つ闇傾向カオスサイド、純闇属性の上位魔獣。こんな危険かつ闇傾向の強い召喚獣を使役できる人間は、この学園で一人しかいなかった。

「あの人が、私達を助けるために遣わした……？」

　クラウドガルムの長おさは、生徒達を導くように首を振り、ついてこいと促した。長の背後には二十匹のガルムが控え、護衛すると言わんばかりに生徒一人一人のそばに寄った。

「こ、細かいことはいい！　今はこいつらについていくしか無いだろう！」

　怯おびえていた生徒達はガルムに敵意が無いことを理解すると、大人しく従うのだった。
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　学園のシェルターを目指していたジェシカ、ビルド、リズリーの三人は盛大に道に迷い、マイノグーラの分身に追い詰められていた。

　ビルドは契約したばかりの召喚獣を駆使して応戦しようとしていたが、契約魔法の扱い方はまだ教わっておらずろくに戦えていなかった。

「ちくしょう……いきなりこんなことになって、なんだってんだよ……！」

「あんたが試験突破祝いに食堂でスイーツおごるなんて言い出すからこんなことになったんでしょ……！」

　ジェシカが悪態を吐つきながら負傷したリズリーの傷を癒いやそうとするが、契約したばかりのカーバンクルで回復魔法を扱う心得など備わっていない。リズリーは頭から血を流しており、意識がもうろうとして動けずにいた。

　ビルドが使役していた召喚獣が眷けん属ぞくの攻撃をくらってしまい消失する。

「俺じゃやっぱり無理か～！」

「女の子の前でしょぉ！　気張りなさいよ～！」

「うるせー！　俺だって気張ってやりてーんだっつーのー！」

　やかましく言い合いをしていると、不意に上空を何かが過よぎり、目の前に降ってきた。

　黒い馬だ。馬は蹄ひづめを地面に打ち付けるとビルド達を守るように前へ出た。そして前足を大きく蹴けり上げると、けたたましい声で嘶いなないた。

　瞬間、炎のような毛並みが逆立ち、魔力の波動が風のように周辺に吹き荒れた。風が収まるのを待ってビルドが顔を上げると、眷属達の動きがどういうわけかピタリと止まっていた。黒い馬は敵が停止したのを確認すると、ブルルと唸うなりながらビルド達に振り向いた。

　そして、友好的なことを示すように頭を下げ、ビルドの前に差し出す。

「た、助けてくれたのか？」

「今の、【スタン】の魔法？　この馬……闇傾向カオスサイドの上位精霊のナイトメアよね？　じゃあもしかして……！」

　ジェシカがまさかと声を上げると、頭の傷を押さえながらリズリーが起き上がった。

「メギストス先生……先生が、うちらを助けてくれたんだ……」

　リズリーは泣きべそをかきながら言ってナイトメアに近づき、額を撫なでる。

「せんせぇ……ありがとぉ……」

　リズリーが礼を言うと、それに答えるようにナイトメアは彼女に頬ほおずりをしてみせた。
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「きゃあッ！」

　巨大な触手に吹き飛ばされて、アテネの身体は校舎のガラス窓を突き破って廊下に投げ出された。細かいガラス片が身体に刺さって泣きそうになったが、歯を食いしばって急いで立ち上がり、廊下を走った。

　その直後、巨大な触手が外から廊下ごとなぎ払ってくる。速い、追いつかれる。アテネは走りながら振り返り、ウィルオウィスプを集合させて防御を図る。

「【プロテクション】！」

　初歩的な防御魔法を展開。アテネの身体を薄い防御膜が覆う。単体では弱いため、アテネは一五もの【プロテクション】を同時に発動させて即座に重ねた。

　しかしこれだけやっても太た刀ち打ちできない。アテネの身体は触手に激突すると同時に防御膜ごと巻き付かれ、そのまま校舎の外へ放り投げられた。空中に投げ出されると同時に膜が割れ、アテネの身体は三〇メートル下の地面に落下を始める。

　アテネはウィルオウィスプに命令し、落下軌道に三匹ずつ配置させた。

「ぐっ！──うっ──！」

　空中に配置させたウィスプをクッションにして、アテネは鞠まりのように地面に落ちた。

　立ち上がろうとしたが、すぐには動けなかった。ずるずると触手を蠢うごめかせながら、巨大なバケモノ、マイノグーラの現うつし身みが近づいてくる。

「たいしたものだわ。【プロテクション】……初歩中の初歩の防御魔法だけど、重ねに重ねての強化。召喚獣が貧弱な分、強力な契約魔法が使えないから連射で補ったわけね」

「……っ」

「召喚獣の操作も筋がいい。ウィルオウィスプは意思を持たないから、魔力操作で動かさなくちゃいけないものね。あの一瞬でこれだけのことができたのは誉ほめてあげます」

　マイノグーラの肩に乗ったルディアが、冷たくアテネを見下ろしながら髪を払う。

　マイノグーラは相変わらず両手を空に掲げ、赤い光をため込んでいた。あれが完成すればロベリアは命を落とし、あれが放たれれば途方も無い破滅が訪れるに違いなかった。

「でもあなたは永遠に魔法使いとしてはそこまでの人間よ。他の召喚獣と契約できないんじゃ伸びしろもない。さっさと諦めて正教のぬるま湯に戻ればよかったのに」

　ルディアはマイノグーラの腹部に取り込まれたロベリアを見た。

「それでもこの子よりはマシかしら。夢を見るのも限度ってものがあるわ。境遇は違うけど、あなたたち結構似たもの同士なんじゃない？　友達同士仲良く生いけ贄にえになってみる？」

　ルディアに言い返すために、アテネはゆっくりと身体を起こす。

「似たもの同士……それ嬉うれしいですね……でもロベリアちゃんは、友達じゃないですよ」

「あらそうなの？　ま、女同士の友情なんてそんなものよね」

「いいえ、友達になるのはこれからです……！　だからあなたに奪わせはしません！」

　鼻血を拭ぬぐい、アテネは立ち上がってウィルオウィスプを直線に並ぶように配置した。

「メギストス様のためにも、私自身のためにも、ロベリアちゃんは殺させない……！」

　加速魔法の【チャージ】をウィスプにかける。こうしてウィスプ同士を並べて玉突きのように当てることで加速は倍々になる。スピードは弾丸並みだ。ウィスプの大きさは拳大。当たればダメージを与えられるかもしれない。

「そう」

　短く言って目を細め、ルディアが右手を前に衝つきだした。するとマイノグーラの目が光り、眼球の前に赤い光が集束する。

「なら、教師としてあなたに最後の授業をしてあげる。これは無謀を知るための授業よ。蛮勇があなたに何をもたらすのか、その身をもって知りなさい」

　アテネは同時に【プロテクション】を自分の魔力の全てをはき出す勢いで展開する。いくら重ねてもあれを防げる可能性が低いことはわかっている。

　でも死ねないし、死なせない。

　戦いたくなくても戦わなければならない時がある！

　自分にとってはそれが今だ！

「私は胸を張ってあの人のそばにいるために……あの人が翼を休める止まり木になるために──絶対に負けません！」

　アテネの気迫を打ち消すように、マイノグーラの赤い光が渦を巻く。

「契約魔法……【フィアーズ】！」

　ルディアのまるで手で払うような仕草の後、マイノグーラから閃せん光こうが放たれる。

　アテネは歯を食いしばりウィスプを放った。閃光とウィスプが衝突する。相そう殺さい狙いだがろくに威力は殺せなかった。残るは防御膜。力を振り絞れ。貫かれるな。

　膜が砕かれる。残り一二枚、八枚、五枚、二枚。

　凌しのげ、凌げ、凌げ──！

「メギストス様……！」

　目を瞑つぶり彼を呼ぶ。残り一枚の膜に罅ひびが走り、砕け散ったその瞬間、

　──突然アテネの目の前に黒い壁が降ってきた。勢いよく閉まるシャッターのように、まったくの突然にマイノグーラの閃光は壁に阻はばまれた。

　ルディアが戦せん慄りつし、アテネは驚いて尻餅をつく。

「……シャドウ……ウォール……？」

　降ってきた壁が魔法の産物であることを理解しアテネが上を見上げると、はらはらと何かが空から舞い降りていることに気づいた。

「黒い羽根……」

　風が吹き、羽根が飛ばされる。視線で追ったその先に、それはいた。

　校舎の屋上、赤い月の下で黒い翼を広げる大おお豹ひよう。

　そしてその横に佇たたずむ人影は、闇の中で爛らん々らんと輝く瞳でこちらを見下ろしていた。その姿にルディアが一瞬怯ひるみ、眉み間けんに皺しわを寄せ己の怯みを怺こらえるように歯を食いしばった。

　アテネの顔は見る見るうちに生気を取り戻し、

「メギストス様！」

　まるで雨上がりの空のような晴れやかな笑顔で、彼の名を呼ぶのだった。







《間一髪だったね》

　校舎の屋上にて、メギストスはアテネの無事を確認してからルディアを見た。

「……凶鳥ヒユツケバイン……！」

　ルディアが憎しみと恨みを込めてその名を呼ぶ。

《かなりの数の使い魔を展開してるんだ。言っとくが全力は出せねぇぞ》

　横に控えた翼の生えた大おお豹ひようはモンスーンの本来の姿だ。ブラックモンスーンは固有種であるため種族名ではない。カテゴリは魔獣に分類されているが実際は悪魔に近い。悪魔が生んだ獣であるとのことだが、メギストスはモンスーンの生い立ちになど興味が無かった。

　報酬を与え、力を得る。興味があるのは質、考えるべきは力を使う理由だけだ。

「付与で行く。剣を寄よ越こせ」

《抜くのか？》

　メギストスが無言の肯定を返すと、モンスーンが口に咥くわえたステッキを彼の前に放った。

　目の前に放られたステッキを掴つかむと、メギストスは柄えを右手に握り、支柱を左手に持ってゆっくりと引いた。柄と支柱が割れて、中から半透明の刀身が現れる。

　無銘の刀匠が作った武具触媒、名を『シャミール』という。

　メギストスが剣を抜いたのを見て、ルディアは鼻で笑った。

「あなたの戦闘スタイルはエンチャンターでしたっけ？　その様子だと眷けん属ぞくの相手をさせられているせいで魔力消費の少ない方法を取ろうという魂胆でしょうが、マイノグーラも侮あなどられたもの──」

　──ズン！

　ルディアが嘲あざけろうとしたその瞬間、マイノグーラの八本もの巨大な触手が宙を舞った。

　マイノグーラの耳を劈つんざくような悲鳴が轟とどろき、切断されて放り出された触手が地面に落ちて大地を揺らす。触手は地面を媒介に新たな眷属へと生まれ変わろうとしていたが、モンスーンが間かん髪はつ入れずに黒い炎を放ち、地面を浸食する前に触手を消し炭にした。

　いったい何が起こった？　ルディアの絶句からそんな言葉が聞こえてくるようだ。

　一瞬にして、メギストスはアテネを守るように地面に立っていた。

　アテネがメギストスの背中を見上げる。

　メギストスはルディアを睨にらんだまま、わずかに首を横に向けた。

「アテネ、無事か？」

　その声を聞いて、アテネは一気に肩の力が抜けたのかメギストスの背中に倒れ込んだ。

　メギストスは振り返り、アテネの身体を支える。

「ごめんなさい……私の力じゃ、ロベリアちゃん、取り戻せなくて……」

「心配するな。お前は下がっていろ」

　屋根の上にいたモンスーンが降りてきて、アテネの身体をメギストスの代わりに支える。

　その間にマイノグーラが残りの触手で攻撃をしかけてこようとしたが、

　──ギンッ……！

　モンスーンが眼を見開きひと睨みした途端、マイノグーラの動きがぴたりと止まった。

　ルディアもその眼力に怯ひるんでしまう。

「ま……魔眼……ですって……？　どういうこと……っ、マイノグーラは神の現うつし身み……天使や悪魔と同等なのよ……あんな魔獣程度の魔眼で止まるわけが……っ」

《ど素人しろうとかこいつ。悪魔や天使を超える聖獣や魔獣がいないとでも思ってんのかね。カテゴリはあくまでカテゴリであって、格の違いを表してるわけじゃねぇんだよ》

　モンスーンは力が抜けたアテネを担ぎ、メギストスのそばを離れていく。

「せんせ……私も……お手伝い……」

【いいから寝てな嬢ちゃん。今のお前がいても邪魔になるだけだ】

　モンスーンはアテネにも聞こえるように魔法で声を作り、諭すように言った。

「でも……ひとりじゃ……！」

【安心しろ。キレてる旦だん那なは何やっても強い】

　その言葉が本当かどうかはアテネにはわからなかったが、遠ざかるメギストスの背中を見て、安心したのか眠るように目を閉じた。

《永続効果は共有してる。契約魔法は旦那に合わせるし合図はいらねぇ。好きに暴れな》

「ああ。アテネを頼む」

　アテネをモンスーンに託し、メギストスはルディアの方へと振り返った。
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　振り返ったメギストスは無表情だった。ソフィアの双子の妹、ルディア・シルヴァーはメギストスが使役する召喚獣が想像以上の格であったことに動揺していた。

（あの召喚獣、永続魔法の特性も持ってるの!?　少なくとも【アクセラ】と【プランジ】はかかっている！）

　上位の召喚獣にとって児じ戯ぎに等しい初歩的な魔法は永続的に発動していることがある。無論召喚されている以上は契約者の魔力を媒介にしているため消費はするが、契約魔法として構築し発動する必要がないのである。

　マイノグーラも【魔力・千里眼マジツク・クレアヴオイアンス】が永続発動されており、敵の魔法発動の魔力胎動が常時見て取れる。故ゆえに魔法の発動前に敵が何を仕掛けてくるのかを把握できた。

　しかし相手が永続効果持ちとなると魔力の流れが読めたところで意味が無い。加速の【アクセラ】と跳躍の【プランジ】、身体強化系の魔法となると他にも身体能力が向上する【フィジカルブースト】や、身体強度が向上する【フィジカルシェル】もかかっていると見て間違いないだろう。

（でもそれだけじゃマイノグーラの腕を切り落とすなんて芸当できるはずがない……！）

　生いけ贄にえ契約の恩恵もあり、マイノグーラはルディア単体で使役する時よりも遙はるかに強きよう靭じんかつ強力になっている。高濃度の魔力で構築されたマイノグーラの身体は並の魔法使いや召喚獣では傷一つつけられないはずなのだ。

　ルディアは爪つめを噛かみながら血走った目でメギストスの剣を見た。

　寒気が走った。ただの仕込み刀かと思われたあの剣に、ルディアは見覚えがあったのだ。

「その……刀……！」

「見るのは初めてか。貴様に部隊が襲われた時はまだ所持していなかったな。こいつはなかなかに御ぎよし難がたい……抜くのをためらう程度にはな」

　メギストスは刀を無造作に持ち上げ、その刀身を鈍く光らせた。

　──極刀『シャミール』。魔法触媒にも聖遺物や呪禁物といった、折り紙付き、曰いわく付きのものが存在する。あの刀は間違いなく後者の代しろ物ものだ。

　素材は極曜石。内包属性は無属性だが魔法の効果と量そのものを五倍に膨れあがらせる。

　ただし極曜石には猛毒があり使用者が魔力を通すと毒が逆流、肉体を蝕むしばみ数秒で命を落とす。刀匠が無名なのは、あの一本の『シャミール』を完成させただけで毒が回り命を落としたためだった。

　あんなものを扱えた人間も魔族も今までに存在しなかったはず。

　あの男は、いったいどうやって──！

　明かな動揺を露あらわにしているルディアに、メギストスは一歩ずつ歩み始める。

　同時に、半透明の刀身に魔力の光が宿った。

　耳鳴りのような音を響かせて、刀身に魔力が溜たまっていく。

「さて……一分だけ待ってやる。今すぐロベリアを解放しろ」

　目を細め、メギストスは静かに宣告した。

　一分やる、だって？　ルディアの頬ほおが引きつり、あまりの怒りに歯ぎしりが鳴る。

　メギストスの威圧感に押されていたルディアの顔が怒りに染まっていく。

（前にも廃村でこの男を十二分に追い詰めたじゃないか！　何を怯ひるんでいるルディア・シルヴァー！　牢ろうに封じ込めることには失敗したが、生贄契約を結ばせていつも以上の力を手に入れた！　どんな卑劣な手段を用いてもこの男を殺すと誓ったでしょう……！）

　思い出せ……！　消し炭にされた姉の姿を思い出せ──！

「なめるなあああああああああああああああ！」

　ルディアが咆ほう哮こうを上げると、マイノグーラを中心に夥おびただしい数の魔法陣が空中に展開した。

　同時にメギストスも剣の刀身に魔力を付与する。

「上等よ！　近寄る間も無く消し飛ばしてやる！」

　──ドッ！　魔法陣から赤き閃せん光こうが放たれる。アテネに放ったものとは比較にならない魔力量を込めたため、まるで戦艦の砲撃だった。

　そうだ、死ぬがいい、消し飛ばされたあの姉と同じようにお前も消し飛ばされろ──！

　地形が変形するほどの攻撃の後、舞い上がった土煙の中でルディアは息を吐く。

　殺した。確実に、完かん膚ぷなきまでに殺した。

　なのに何な故ぜ──何故奴やつの足音が消えてなくならない!?

「……お前の召喚獣は戦闘に向いていないようだ。見た目は派手だが、内包する効果が破壊のみとは。せめて契約者が貫通と炸さく裂れつを上乗せさせるべきだったな」

「……っ」

「その召喚獣は暗殺、待ち伏せ、工作に特化していると言わざるを得ん」

　土煙の中で奴の声がしたかと思えば、風を切り裂く音と共に風圧で視界が晴れる。振るった剣は鳶とびの鳴き声のような甲高い風かざ切きり音おんをたて、その刀身はいつの間にか七色に変化する形容し難がたい姿に変化していた。

　ルディアが顔を強こわ張ばらせながらもう一度砲撃を加える。しかしメギストスが着弾に合わせて剣を振るうと、赤き閃光は蒸発するかのような音と共に霧む散さんしてしまった。火花のように散りゆく己の魔法に絶句しながら、ルディアは口をわななかせた。

「貴様が言ったように俺は使い魔を同時展開中なため無む茶ちやはできん。だがこの触媒は魔法の効果を五倍に膨れあがらせる。初歩的な魔法であれ、重ねれば強大な力となる」

　千里眼で刀身を見ると、あらゆる魔法の痕こん跡せきが渦巻いていた。かかっているだけでも数百はくだらない。

「嘘うそよ……ふ、不可能──」

　自分で言っておきながら、可能性に言葉を詰まらせた。メギストスは今、百近い使い魔を同時展開させている。魔力消費量が尋常では無いため非効率的なのは間違いないが、同時に展開していることで使用できる契約魔法の数が通常では考えられないほど多い。

　おおざっぱに言えば彼は現在、展開中の百の召喚獣が使用可能な全ての契約魔法が使えるのだ。『極』属性が他の属性への適応力が高いが故ゆえに成し遂げられる所業である。

　どれも初歩的だが、あらゆる耐性向上系の魔法と、反射や反発といった性能を持つ魔法がかけられている。しかも触媒により効果は五倍。魔法を重ねに重ねて練り上げられたあの魔剣は、もはやあらゆる魔法を通さない。

　──【破魔の剣マジツクブレイカー】──

　それはエンチャンターの魔法使いが生み出す魔剣の、一つの究極点だった。

　メギストスは歩きながら顎あごを上げ、見下すようにルディアを見た。

「触媒頼りな点は否いなめんが、貴様の魔法を断つには十分だ」

「黙れ……」

　ルディアが魔法を放つ。今度は貫通効果を上乗せしたが、あらゆる耐性を持つあの剣に弾はじかれ霧む散さんさせられる。

「確かに召喚獣に頼るのが魔法使いだ。だが何を使い、何を行うかは契約者の判断次第。召喚獣に頼りすぎたな、慢心が過ぎるぞルディア・シルヴァー」

「黙れ……黙れ」

　閃せん光こう魔法【フィアーズ】を連射する。できうる限りの工夫を魔法に施したが、メギストスはすでにそれらの小細工に対して対策をしていた。

「ソフィアは強く、誇り高かった。お前よりも……そして、俺よりも」

「黙れ、黙れ黙れ黙れ黙れ──ッ！」

　ルディアは心の中で叫び続けた。

　双子の姉が誰よりも優しく誇り高かったことは自分が一番よく知っている！　卑ひ屈くつだった自分とは正反対だったあの人が誰よりも強かったことなんか知っている！

「お前なんかが、私の姉を語るなああああああああああああああああ！」

　大魔法への供給魔力すらも断ち、ルディアは巨大な魔法陣を展開。己おのが全ての魔力を込めて【フィアーズ】を放たんとする。

　メギストスは足を止め、咆ほう哮こうを上げるルディアとマイノグーラを見上げた。

　わずかな悲しみをその瞳に宿しながら。

「いいや……戦場の彼女のことは誰よりもよく知っている。だからこれは彼女を討った俺からの願いだ」

　メギストスはゆっくりと剣を下段に構え、半身を引いて膝ひざを曲げた。

「──これ以上ソフィア・シルヴァーの誇りを、君が汚すのはやめてくれ」

　ルディアの怒りが頂点に達し、特大の砲が放たれる。同時にメギストスは跳躍し、下から上へと剣を切り上げた。刀身と閃光が直撃。剣が閃光を切り裂きながら、跳躍魔法【プランジ】により押し上げられたメギストスの身体がルディアへ迫る。

　ルディアが身体を仰のけ反ぞらせたその瞬間、メギストスが砲を断ち切り目の前に躍り出た。

「凶鳥ヒユツケバイン……ッ！」

　視線が交錯する中、メギストスは剣の刃を返し、峰によってルディアの腹部を打ち付けた。ルディアの身体がくの字に折れて吹き飛び、地面に墜落する。メギストスはマイノグーラの肩に着地し、すぐさま視線を胸部に埋め込まれたロベリアへ向けた。

　マイノグーラがメギストスを振り落とそうと触手を持ち上げる。メギストスは剣を上段に構え、怒りのままに目を見開き、自らの筋肉を異常に膨れあがらせた。

　そして、

「──おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ！」

　メギストスは咆ほう哮こうを上げてマイノグーラに斬り掛かった。

　削そぎ落としていく。ロベリアを取り巻く邪悪なものを全て、この刃やいばをもって削り取る。

　その姿はまるで旋つむじ風かぜのようだった。愚鈍なバケモノには決して追いつけない。手も、足も首も、触手も何もかも。余すところ無く切断する。

　一片たりとも残さない。

「もうこれ以上──俺の生徒に触れさせはしない……！」

　メギストスの猛攻は見る見る内にマイノグーラの身体を細切れにしていく。

　そしてロベリアにこびりついていた怪物の肉片を全て切り下としたのは、剣を握るメギストスの右腕が腐り落ちたのと同時だった。




☆




　マイノグーラを削り終えたメギストスは、着地と同時に左腕に抱えていたロベリアの身体を地面に下ろした。右腕は遠くに転がっている。毒の影響か、腕はグズグズに溶けていてもう使い物にならないだろう。

　極刀『シャミール』を使った代償だ。角持ちニルヴアは毒への耐性が高い種族だが、シャミールの毒の前には、人間や他の魔族に比べてマシという程度でしかなかった。魔力を発生させる器官にダイレクトに毒が流れてしまえば、【ポイズン・レジスト】や【キュア】などの治ち癒ゆ魔法は意味を為なさないのだ。

　メギストスはロベリアの容態を確認した。顔色は蒼そう白はくだが息はある。瀕ひん死しだとしても心臓の鼓動さえ聞こえていれば学園の医療魔法機関であれば回復するだろう。

「……よくがんばった。遅くなってすまない」

　メギストスは薄く笑いながら、床に寝かせたロベリアの頬ほおを撫なでた。

　彼は心の底から、ああ、よかった、と思った。

　自分のせいで生徒が犠牲になることはなかった。生徒を守るという教師としての本ほん懐かいを果たすことができたのだと、彼は安あん堵どしていた。

　これまでの短い教師生活の中で、唯一成し遂げられたことかもしれない。

　メギストスは苦笑しながら失われた右腕を見た。

　腕一本。今のメギストスにとっては安いものだった。

　メギストスはロベリアを抱えて学園の医療棟へと運ぼうとした。

「……ぅ、う……うぅうううううっ……く！」

　しかし突然ロベリアが苦しみだし、胸をかきむしるような仕草をする。メギストスが回復魔法をかけようとしたところで、彼女の胸元に生いけ贄にえの刻印が刻まれたままなことに気づいた。空を見上げると、赤い月とマイノグーラが放とうとしていた大魔法が健在だった。

「ふふ……」

　ルディアが瓦が礫れきに背を預けながら笑っている。

「現うつし身みをいくら殺したところで、生贄は無効にならない。その子が死ぬまで続くのよ」

「……もうよせ。こんなことをソフィアが望むはずがない」

「月並みな説得ですねぇ」

　メギストスは左手の指先を立て、魔法により硬質化させた。

　ルディアはそれを見ても動じず笑い続けた。

「私を殺せば止まるとでも？……愚かですね、凶鳥ヒユツケバイン」

　言いながらわずかに胸元をはだけて、ルディアが肌を見せた。

　メギストスは眉み間けんに皺しわを寄せて彼女を睨にらむ。

　ルディアの胸には刻印が刻まれていた。一時契約でも、使魔契約でもない。召喚獣の主導権はルディアが有していたはずだ。

　しかし、あの刻印はロベリアと同じ生贄契約。

「……自らを生贄にしたのか」

「そう。契約の主導権を捨て、私も自ら生贄になった……私もロベリアさんも、今はもうマイノグーラを現界させるための魔力の供給源でしかない。私の命令も聞きはしないわ」

　ルディアは乾いた声で自じ嘲ちよう気味に笑った。

　契約者自らを生贄にした場合、契約の主導権は召喚獣に移る。魔力の供給源となっているルディアを殺せば召喚獣も消失するはずだが、マイノグーラの生贄は二人。

　ルディアを殺しても、ロベリアが生きている限りマイノグーラを止めることはできない。

「あなたに私は殺せても、ロベリアさんは殺せない。これでようやく私の月げつ[image: ]しよく戦争は終わる。憎い魔族も……罪深き人々も……こんなにも汚れてしまった私自身も、全て消し飛ばす。そして私やあなた、この学園の人々の死が、世界の混こん沌とんへの火種となる」

「…………」

「これでいい……こうでなくちゃならないの！　どちらかが絶滅するまで殺し合う、それがこの世界の運命よ……！」

　高らかに笑いながらもルディアは肩を落とした。胸の刻印が赤く輝き血が滲にじむと、赤い月の下に再びマイノグーラの現し身が現れ、赤き球体に手を添えた。

「姉さん……私……間違ってないわよね……？」

　項垂うなだれたルディアの瞳から、一粒の涙がこぼれ落ちて地面を濡ぬらす。

　メギストスは黙って空を見上げた。赤き月の浮かぶ終末の空。それはどこか戦場の空を思わせた。苦しむロベリアを抱きながら、メギストスはゆっくりと目を閉じた。

　そしてアテネが見せてくれたあの笑顔を夢想した。

　自分を救ってくれた、あの笑顔を──。

「…………」

　目を開け、メギストスは赤い月の浮かぶ空を睨にらんだ。

　メギストスはロベリアを地面に下ろしながら、静かに口を開いた。

「多くの人間を殺してきた俺が子供達にモノを教える……ルディア、お前の言う通りだ。俺が教師になっていいはずがない。殺さつ戮りく者しやが説く和平になど誰も聞く耳を持たん」

　メギストスをルディアは虚うつろな目で見ている。

　構わない。誰も聞いていなくとも、ここに宣言したいのだ。

　凶鳥ヒユツケバインの──バルファトス・メギストスの覚悟を。

「故ゆえに行動で示さねば……俺のような魔族にも誰かを救えるということを」

　顔を上げ、口元に笑みを作る。

「この忌いむべき力を、救うためだけに使うのは始めてだ……！」

　魔法陣が足元に現れる。メギストスの髪が逆立ち、異質な力があふれ出す。

「属性反転、『獄』」

　逆立つ髪が根元から白みを帯び始めたのはその時だった。メギストスの黒髪が一瞬にして白髪へと変化し、灰色の魔法陣が回転を始める。

「多属性……保持者……？」

　ルディアが唖あ然ぜんとして呟つぶやく。

　多属性保持者ハイブリツド。希まれに生まれてくる複数の属性を同時に併せ持つ異能者。

　だがルディアは『獄』などという属性を聞いたことがなかった。

「まさかあなたは……私達と同じ……【[image: ]】だというの……？」

　ルディアが尋ねるよりも先に、メギストスが交信を始める。

【灰は灰に、塵ちりは塵に、その真理を遂げしは我が炎。されど死せるは人のみに在らず。天地善悪等しく全て、神性魔性等しく全て──我が炎はことごとく焼き尽くさん】

　魔法陣がひび割れ、砕け散る。

　そして、割れた魔法陣の底からそれは姿を現した。

「出いでよ──『ゼフォン』！」

　灰色の翼が広げられ、周囲に羽根が舞い散る。その翼の中心に佇たたずむのは、紛まぎれもなく天使の姿だったが、されど天使にあらず。宵よいに落ち、宵に誘いざなわれ、宵に仕えた後に獄へと落とされた堕天使だ。

　名を、堕天使『ゼフォン』という。この悪魔が棲すむのは闇でも光でもないその枠を超えた別の場所であり、公式には存在しないとされている未確認召喚獣なのだった。

　顔を仮面に覆われたゼフォンが、広げていた腕を胸の前へ持っていき、メギストスを後ろから抱きしめた。慈愛に満ちた優しき堕天使がクスリと笑う。ゼフォンを喚よびだしたのは、味方を皆殺しにして幼いロベリアを助けたあの日以来だった。

　この召喚獣はメギストスの命令を一つ聞く代わりに殺さつ戮りくを求める。

　いつだって、生きとし生けるものを殺し尽くすまで炎をまき散らすだけだった。

「ゼフォン……そこの二人を逃がせ」

　目の前に横たわるロベリアと、瓦が礫れきに背を預けて座るルディアを見ながらメギストスが言うと、ゼフォンは指をパチンと鳴らした。

　するとロベリアとルディアの真下に黒い影が現れ、二人の身体が影に沈んでいく。

「何をする気……!?」

「ただの転送だ。安全な場所へお前達を送り届ける」

「余計なことを……！　何をしても無駄ですよ！　もうマイノグーラは止まらないわ！」

「それは……どうかな」

　ルディアが影に沈み、ロベリアの身体も同じように影に飲み込まれていく。

　だがその直前にロベリアが一瞬目を覚まし、メギストスの姿を見た。

　おぼろげな意識の中で、その眼に白く染まったメギストスの姿が映る。

「白い炎……白い髪……これは……夢……？　また……会えた……の……？」

　ロベリアの頬ほおに涙が一筋こぼれ落ちるのを見て、メギストスは苦笑を浮かべた。

「ああ、夢だ。その霊銀の剣は俺の師匠の形見だ。お前に託す、大切に扱え」

「……聞きたいことが……たくさん……あるの」

「すまんが、もう聞いてやれない。達者でな、ロベリア」

「待って……お願──」

　同時にロベリアの身体は完全に影に沈み、学園の外側へと送り届けられた。

　メギストスは名な残ごり惜しさを感じつつも、覚悟を決めてマイノグーラを睨にらむ。

《──おい旦だん那な！　まさか奴やつを呼び出したんじゃねぇだろうな！》

　突然モンスーンの声が頭に響いた。メギストスは淡々と答える。

「その通りだ」

《っ！　てめぇそいつの炎がどういう代しろ物ものかまだわかってねぇのかッ！》

「生きとし生けるものに死を与える。たとえ召喚獣であろうとも、世界の垣根を越えて命を奪う。そしてその炎は何をしようと三日以上消えることはない……だろう？」

《わかってんなら使うんじゃねぇ！　学園そのものが消し炭になるぞ！》

「だがロベリアを殺さずにバケモノだけを殺すことができる。他に方法は無い」

《契約の強制解除は可能だ！》

「時間がかかる。そんな暇は無い」

《でも他になんかあんだろうが！　もう人殺しはこりごりなんじゃなかったのかよ！》

「……悪いな」

　喚わめくモンスーンとの会話を終えて、メギストスは展開中の使い魔を一体残らず全て元の世界へ戻した。目を閉じながら胸に手を当てる。背後のゼフォンがメギストスを包み込むかのように翼をたたみ、ニヤリと笑う。

　直後、ゼフォンの翼が一気に広げられ、羽根が周囲に勢いよく散らばった。羽根は風に煽あおられて飛び立つと同時に白く眩まばゆく発火し、炎となって瞬またたく間まにマイノグーラを覆った。

　そしてメギストスの眼が見開かれた瞬間、それは発動した。

「召界魔法……【アウターメギド】」

　空気が濃縮されたような破裂音。

　同時に生じた炎が一気に燃え上がり、竜巻となって空へと昇る。

「■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■!!」

　渦中にいたマイノグーラの身体は炎にまかれ、白い炎の柱そのものと化していった。

　召界魔法。それは契約魔法の中で究極のものであり、異世界の一部をそのまま現世へ呼び出すというものだった。第三断絶異世界『アウターメギド』は、ゼフォンただ一体が棲すむとされる地獄だ。その世界は、神さえも生きられぬ地獄の業ごう火かで満たされている。

　その一部をメギストスは喚よびだしたのである。たとえ未知の異世界に棲む神々であろうとも、この炎は世界を越えてその身を焼き尽くす。マイノグーラは悲鳴を上げながら炎の中で暴れていたが、やがて為なす術すべもなく焼き尽くされ、消し炭すらも残らなかった。

　対象を燃やし尽くしたメギストスは魔法を停止し、その場に膝ひざをついた。

　魔法を止めたところでこの炎は消えはしない。メギストスの魔力が尽き果てるまで延々と燃え続けるのだ。放っておけば学園中に燃え広がり、全ての命を奪うだろう。

　炎の中で、ゼフォンは翼をたたんでメギストスを見下ろした。まるで殺さつ戮りくに慟どう哭こくするメギストスを眺めることを楽しむように、ゼフォンは恍こう惚こつとした表情を浮かべていた。

　いつもそうだった。この堕天使は、いつだって殺戮を承知の上で喚び出さなければならなかった。灰だけの丘で一人絶望するメギストスを笑い、あざ笑いながら消えていくのだ。

　凶鳥ヒユツケバインと呼ばれるようになったのは、ゼフォンの力を使い、全てを灰にしてしまうからだ。忌いむべき召喚獣と契約し、【[image: ]】となったメギストスが背負ったものがこの絶望だ。

　たとえ同じ【[image: ]】の素質があろうとも、メギストスはアテネにだけはこんな想おもいはさせたくなかった。だから未確認召喚獣や不確定異世界のことを教えなかったのだ。

　禁きん忌きを犯し、未知のモノと契約した者は、メギストスが味わっているような絶望を必ず味わうことになる。

　だが──メギストスはゼフォンを鼻で笑った。

「ゼフォン……悪いがもう二度と、貴様のもたらす殺さつ戮りくに身を委ゆだねるつもりはない」

　ゼフォンと袂たもとを分かつように、メギストスは歩き始めた。

　ゼフォンが首を傾かしげ、メギストスの背中を見つめる。

「長年俺は貴様に苦しめられてきた。貴様の力に酔ったこともあったが、結局俺は貴様の力で大切なものを奪われてきた。もう、うんざりだ……貴様の欲を満たすのも、凶鳥ヒユツケバインと蔑さげすまれるのも……うんざりだ」

　メギストスが進む先には、ゼフォンの白い炎の海があった。

「だからここで終わらせる。貴様のもたらす殺戮は俺一人で終わらせる。貴様の炎は何をしても消えない……だが」

　──メギストスは迷うことなく、炎の中に身を投げた。

「火オ種レが死ねば、そうもいくまい」

　強烈な熱が這はい上あがってくるのを感じながら、メギストスはゼフォンへ振り返る。

「魔力の供給源がなければ貴様ら召喚獣は現界できん。いかに貴様のような異端であろうともそれは変わるまい。召喚獣に頭こうべを垂れるべからず……それが魔法使いの矜きよう持じだ」

　メギストスはゼフォンを笑った。

　ゼフォンが、何な故ぜ？という視線を投げかけてくる。

「お前のようなやつと契約している俺でも、誰かを救えるということを示したかった。それだけだ……お前も元天使ならばわかるだろう……？」

　穏やかな表情で炎に巻かれながら、メギストスはそう言った。

　ゼフォンは表情を消し、炎に灼やかれるメギストスをじっと見つめた。

《……くだらない男ね……》

　そして彼にしか聞こえない声で吐き捨てるようにそう告げて、ゼフォンは空気に溶けるように姿を消した。

　炎の中で空を見上げる。赤い月は消え、雲の晴れ間から沈みゆく太陽が見えた。こうしてみると暁も黄昏たそがれもそこまで違いはない。今際いまわの際きわに見る風景にしては悪くないと思えた。

　膝ひざをつき、炎に身をゆだねる。

　結局自分は教師として無能で、無自覚で、無資格だった。危うく何一つ成し遂げられぬまま終わるところだったが、どうやら最後の仕事だけは遂げられそうだった。

　生徒を守るという、最後の仕事を。

「ああ……しかし」

　メギストスは肩を落とし、全身の力を抜きながらため息をつく。

「正直なところ……もう少しだけ……続けてみたかったな」

　ものを教えることは苦手だったが、生徒達に少しずつ受け入れられ、彼らが成長していくのを見るのは楽しかった。願わくばもう少しだけ見てみたかった。せめて試験の結果ぐらいは見届けて、自分の教え方が間違っていなかったのだと胸を張りたかった。

　俺のような魔族には贅ぜい沢たくな願いだ、と自じ嘲ちよう気味に笑いながら、メギストスはゆっくりと瞼まぶたを閉じていく。




☆




「先生……」

　朦もう朧ろうとする意識で少女は彼の下もとへと歩いていた。

　白い炎の中に彼の背中を見つけて、少女は安あん堵どした。

　彼は膝ひざをついて、どこか寂しそうに空を見上げている。

　痛む足を引きずりながら、少女は彼の背中を目指した。このまま進めば命を落とすことなどわかっていた。けれど止まるわけにはいかない。彼のそばにいると誓ったからだ。

　少女は彼に手を伸ばした。

「メギストス様……」

　名を呼んでも彼は振り返らない。指先が彼の背中に触れる。炎は熱かったけれど、彼の背中の体温は昔と少しも変わらなかった。

「私……まだ教えてほしいこと、たくさんあるんです……」

　少女は彼の背中を抱きしめて、共に炎に身をゆだねる。

　熱くはなかった。苦しくもなかった。ただそばにいたいという想おもいだけが胸を焦がす。

「そばにいます……何があっても……あなたの隣に……いさせてください……」

　初めて会った時と同じ笑顔のまま、少女は彼と共に炎に焼かれていく。

　彼と一緒なら、自分は死ぬのは怖くない。でも彼の方は、最後に寄り添うのが自分でよかったのだろうか。こんな小娘が相手で、嫌ではないだろうか。

　せめて、その答えだけが聞きたかった。

「……せん……せ……」

　彼を呼びながら、少女は夢想する。

　もしも、許されるなら。どこかの誰かが、私に力を貸してくれるなら。

　彼に答えを聞き出せるだけの時間を、私にください。ほんの少しでいい、彼が私のことをどう想っているのかを聞くだけの時間を──。

　少女が彼の手に自分の手を重ねる。そしてもう焼けてしまった喉のどで、言葉を紡ぐ。

　──ねえ、メギストス先生……バルファトス・メギストス様……あなたは、

　最後の力を振り絞り、彼の手を握り、少女は問う。

　──私がそばにいることを、許してくれますか？

　答えは炎に焼かれて返ってこない。もう自分が生きているのか死んでいるのかも曖昧で、何もかもが朧おぼろ気げになっていく。

　でも、その時、

「……ああ……ずっと俺のそばにいろ……俺のそばで、笑っていろ……アテネ……」

　彼の命のともしびが、少女に答えを返した。

　──その瞬間、少女の中に力が溢あふれた。

　夜の星々のような輝きが炎を押しのけ、光と共に少女の背中に翼が生える。

　翼から溢れた光に包まれた炎が、水をかけたように燻くすぶって消えていく。夜空をそのまま描いたかのような色をした翼もまた、白き炎を消し去るとゆっくりと折りたたまれて少女の背中に消えていった。

　残ったのは少女と彼と、空から舞い降りる夜色の羽根だった。

　少女は彼を抱いたまま、唐突な眠気に瞼まぶたを閉じる。

　地面に倒れ伏した時、自分の右手の甲と、彼の左手の甲に紋章のようなものが見えた。

　それはまるで召喚獣と契約者の刻印のようだった。

　少女は自分と彼の手を見つめながら、ゆっくりと瞼を閉じる。

　眠りに落ちる直前に、少女は……アテネはその刻印についてあることを思った。

　生きるか死ぬかの瀬戸際で、自分とメギストスがどうなったのかとか、どうして炎が消えたのかとか、他に考えるべきことはいろいろあったのだろうし、そんなことを考えている状況じゃないのはわかっていたけれど、その時アテネはその刻印が──












　──まるで結婚指輪みたい、と。

　そんな風に思ってしまって、えへへと笑いながら気を失うのだった。





[image: ]




　メギストスが目を覚ましたのはそれから一週間後のことだった。

　──メギストスが炎に包まれた後、学園長が帰還し事態の収拾に当たった。なんでも、レイクウッドからの報告を聞いた学園長はすぐさま召喚獣のドラゴンを率い学園へ戻ろうとしたが、国籍不明の勢力による襲撃を受け、帰還が遅れたとのことだった。

　ルディア・シルヴァーは捕ほ縛ばくされ、身柄はリットラン魔導騎士団に預けられた。

　今回の一件は魔族との和平反対派が仕掛けたテロ行為ということでかたづけられ、多くの生徒や教員に目撃されたはずの未確認召喚獣、マイノグーラについての説明は蛇と女性の身体を持つ召喚獣の一種であると報道された。リットランの軍部が戦時中に組織していた秘密部隊『忌いまわしき狩人かりゆうど』の仕業であることは間違いなくとも、彼らがそれを認めるわけがないことはメギストスにもわかっていた。月げつ[image: ]しよく戦争中の両軍のあれやこれやを掘り返したところで、和平への道が閉ざされるだけなので、言げん及きゆうしようとはしなかった。

　学園の被害はマイノグーラが暴れたことによる校舎二棟の倒壊と他施設の破損程度で済み、火災は起こらなかったらしく、メギストスは安あん堵どすると同時に疑問を抱いだいた。あの炎は契約者が死ぬ以外の方法で消すことはできないはずなのだ。

　なのにどうして……。

「はい、先生♪　あ～んですよ」

　目の前に差し出されたリンゴを見てから、メギストスはベッド横に座っているアテネを見た。いつも通りの笑顔でそこに座っている彼女を若干の怪け訝げんさを込めて見つめていると、アテネが涙目になってしまう。

「うー……あ～ん、ですよ？」

「……俺は野菜は好きだが、果物は苦手だ……」

「！」

　アテネがあからさまにショックを受けたのを見て、メギストスはため息をついた。

「うぅ……苦手なリンゴの皮むき、命がけでがんばったのに……」

　さめざめと涙するアテネ。

　彼女が何かしたのだろうか？とメギストスは考える。ゼフォンの炎に身をゆだねた後、メギストスはアテネと折り重なるようにして発見されたらしい。しかも失われた右腕は元通りになっており、完全に無傷の状態だった。

　考えられるのは、アテネが未確認召喚獣との契約を果たしたという可能性だ。

　アテネの属性、『暁』はその可能性を秘めている。メギストスの『獄』も契約できる召喚獣がほとんどおらず、夢の中に時折姿を現していたゼフォンの導きにより交信で異世界にたどり着くことができた。ならばアテネも同じようにあの時何かと契約したのではないか？　その力を使ってゼフォンの炎を消し飛ばしたとしか考えられなかった。

『あの時のこと、全然覚えてないんです。先生の背中を見つけたところまでは覚えているのですけど、そこで安心しちゃって、先のことは……』

　アテネが嘘うそをついているとは思えないし、無自覚なまま契約した可能性もある。未確認召喚獣と契約したのであれば、アテネは自分と同じ業ごうを背負ったことになる。

　それだけは避けなければならない。無論、アテネが本当に契約していればの話だが……。

「あの、先生」

　考え事をしていると、アテネは不安げに下を向いていた。

「……今回の件で、生徒が狙われたのが自分のせいだと思っているのはなんとなくわかります。先生は何一つ悪くないけれど、それでも先生は自分を責めてるんじゃないかって思うんです。自分が学園にこなければ、こんなことは起こらなかったって……」

「…………」

「でも私は、先生を続けて欲しいです！　これからもいろいろな人が妨害をしてくるかもしれないけれど、先生のやろうとしていることは間違いじゃないと思うから……！　う、上う手まく言えないけれど……私は先生に……そばにいてほしくて……ごめんなさい、ほんと言うとそっちの気持ちの方が強いのだけれど、でもでも……！」

　一生懸命に気持ちを伝えようとしてくるアテネに、メギストスは苦笑した。

「安心しろ。お前に頼まれなくても、俺は教師をやめるつもりはない」

「ほ、本当ですかっ？」

「ああ。少しずつだが、やりがいを感じ始めていたのも事実だ。許されるのならば、このまま続けたいと思っている……許されるのならば、だがな」

「許します！　私が許します！　たとえ学園や他の生徒が許さなくても、私が──」

「──ふはははは！　ボクも教師が教師を続けることを許してやるのだ！」

　シャッ、というカーテンが開く音がしたかと思えば、話の途中でマル子が割り込んできた。いつの間にか仕切りのカーテンの向こうにいたらしい。

　相も変わらず無駄にふんぞり返っているが、今度は鼻まで高くしていた。

「ボクの優秀さを世に知らしめる第一歩として、教師の教育は必要でなくもないこともないと言ってやらなくもないのだ～。せっかくこうしてホーキーくんと契約できたわけなのだし？　ボクの専属として、そして友達第一号として今後もこき使ってやるのだ～」

　頭にホーキーくんを乗せてふんぞり返るマル子を、メギストスは大まじめに観察する。

「封ホウキか……ずいぶん格上の召喚獣と契約したものだ」

「ふふふーん、そうだろうそうだろう。ボクはシュタインサーベルの女であるからして、この程度の召喚獣と使魔契約を結ぶことなど造作も──」

「お前は維持するための魔力も少ない。慎重に扱わなければすぐに魔力欠乏によって」

「──きゅぅ」

　言っているそばからマル子がふんぞり返った姿勢のまま仰あお向むけに倒れた。

「わー！　マルちゃーん！」

　……だから言ったではないか、とメギストスが苦言を呈しため息をつく。

　アテネが慌てて助け起こそうとマル子のそばに行くと、カーテンの向こうにもう一人いることに気づいて、わっと驚いていた。

「あれ？　ロベリアちゃん、今日も来てたんですね。どうして隠れてるの？」

「か、隠れてなんかない……！」

「先生が目覚めてからまだ顔を合わせていませんよね？　ほら、こっちにきて一緒に～」

「やめろ！　あ、あたしは用事あるから！」

「あっ、ロベリアちゃ～ん！」

　走り去っていく足音とドアを開ける音が響く。アテネはしょんぼりとしながら、カーテンの向こうから再び姿を現した。何な故ぜか両手にフルーツバスケットを持っている。

「恥ずかしくて顔を出せないみたいで、マルちゃんを抱えて走り去ってしまいました……でも、代わりにこれが置いてありましたよ」

　アテネは苦笑しながらベッド横にバスケットを置いて、ついでに窓を開けて外の空気を入れた。風が頬ほおを撫なでると、ベッド横のサイドテーブルに置かれたフルーツバスケットの中に手紙が入っていることに気づく。何気なく手に取り、手紙を開いた。

『迷惑かけてごめん。試験は延期になったから、それまでにまた剣舞を教えなさいよ』

　内容は短い謝罪と要求。そして追伸があった。

『あと……あの剣は、絶対返さないから』

「……ふ」

　メギストスが苦笑以外の自然な笑みを浮かべると、アテネが驚いて顔を覗のぞき込んできた。

「今、笑いました？　メギストス様、笑いましたよね!?」

「笑っていない」

「脳が丸焦げになるほど焼き付けたいです！　もう一度笑ってみてもらえますか!?」

「嫌だ」

「ぶー！　メギストス様のいけず！」

　頬を膨らましてふてくされるアテネ。

「というかお前、授業はどうした。もう授業は再開されているだろう？」

「お昼休みはメギストス様にご飯を作ると約束しましたから、こうしてりんごをむきにやってきたんです。好き嫌いはいけないのです、りんご、食べましょう！」

「いや、先程チャイムが鳴ったはずだが」

　アテネが腕時計を見て、慌てたように立ち上がった。

「わ、わわわわわ！　本当です！　いつの間に！」

「早く行け。りんごはモンスーンにでもくれてやる」

「ちゃんと食べてくださいね!?　あとそれから、私の知らない間に国に帰ったりしないでくださいね!?」

「やめるつもりはないと、さっき言っただろうが。もういいから早く行け」

「メギストス様！　授業終わったらまた来ますねー！」

「──アテネ、ちょっと待て」

　ダッシュで病室を出て行こうとするアテネに、メギストスは声をかけた。

　ドアに手をかけた状態でアテネが振り返る。メギストスは人差し指を立てて、いつもの魔族らしい不機嫌な表情でこう言った。

「何度言ったらわかる──メギストス先生、だ。様はやめろ、いいな」

　窓から風が吹き込み、アテネの髪が揺れる。

　アテネは満面の笑みを浮かべて、いつものようにこう答えて病室を去るのだった。

「はいっ、メギストス先生！」







　三日後。教室前の廊下でドアの前に立ち時計を確認する。

　始業一〇秒前。

　バルファトス・メギストスはきっかり一〇秒待つと、勢いよく教室の扉を開けた。

　席に座る生徒達を眺めながら、ゆっくりと教壇まで歩く。

　以前に比べて生徒達の数は増えていた。ビルドにジェシカ、リズリーにマル子、ロベリアにアテネ。不機嫌そうではあるがウェズリーの姿も見うけられた。

　その他の生徒達も以前のような敵意を向けることなく、他の教師を迎えるのと同じように、どこか眠たそうな顔をしながら授業が始まるのを待っている。

　メギストスは資料等を教壇に置き、最初に基礎教典を手に取った。

　今日の授業で扱うのは『契約魔法基礎』。

　適当にパラパラとページをめくり、メギストスは眉を顰ひそめた。

　そして教典をゴミ箱へホールインワンさせると、教壇に両手をついてこう言った。

「これより授業を開始する──覚悟はいいな、お前達」





了








あとがき












　はじめましての方ははじめまして、柳やなぎ実み冬とう貴きと申します。

　本作を書くことになった切っ掛けは、担当さんの「教師モノなんてどうですか？」という一言でした。ライトノベルには結構たくさんあるジャンルなのかな？と思っていたのですが、実際は意外と数が少ない印象を受けます。何を書こうかと悩み続けていた時期に提案していただき、どうせならやったことのないジャンルをやってみようということになり、本作に取りかかりました。

　やってみて、想像以上に難しいということを痛感しました。ひっさしぶりに初心に返りましたね。その分思い入れも深く、やりがいもありました！　楽しんでいただけたら嬉うれしいです！

　本作を書く切っ掛けを作っていただいた担当のＮ様。綺き麗れいで可愛かわいいイラストを提供してくださったイラストレーターのＸｉｎ様。そして本作を手にとっていただいた読者の皆様に、深く御申し上げます。二巻でまたお会いできれば嬉しいです！


柳実冬貴

















電子書籍特典　書き下ろし短編








メギス「購入特典ＳＳのネタが無いため、主人公の俺が世界観の紹介でもしておけという無茶振りをされたので、厳粛にやっていこうと思う」

アテネ「さすが先生！　苦言を呈しつつも持ち前のストイックさで淡々と仕事をこなそうという姿勢！　素敵です！　大好きです！」

メギス「この誉め殺しお花畑少女は俺の生徒のアテネ・ローズブレイド。そして俺は主人公の魔族教師、バルファトス・メギストスだ。それではさっさと世界観の説明とやらをしていこうと思う」

アテネ「はい先生！　よろしくお願いしますね！」

メギス「まず、舞台となる世界では五年前まで人間と魔族が戦争をしていた。戦争終結後も両種族の軋轢は解消されたとは言いがたく、緊張状態が続いている。そんな中、人間の魔族に対する悪印象を植え付ける教育を改善させるために、魔族である俺が教師として人間の魔法学園に勤めることになる……というのが話の導入だな」

アテネ「うんうんっ、そうですそうですっ」

メギス「あとは……そうだな。この世界の魔法は、わかりやすく言うと召喚魔法だ。異世界の生物を呼び出し、使役したり力を得たりして戦うのがこの世界の魔法使いだ」

アテネ「いろいろな召喚獣が登場します！　わくわくですねっ」

メギス「うん」

アテネ「うんうんっ」

メギス「以上だ」

アテネ「えー!?　ストイックでしたけど全体的にコンパクトにまとめましたね……」

メギス「そもそも、あらすじは購入前に読んでいてもおかしくないからな。購入していただいた方々は、口絵イラストのキャラ紹介っぽいものも見てもらえているはずだ」

アテネ「そ、それはそうですけど、世界観はまだわからないのでは？　ほら、魔法学園がどういうところなのかとか、他にもいろいろありますしっ」

メギス「俺も紹介をするにあたり参考文献にいくらか目を通した。なんでも、学園モノはポピュラーらしいではないか。魔法で学園だ。ライトノベルを読んでいる読者には説明せんでもわかるだろう。あれだあれ、ハリーポ──」

アテネ「──先生！　それはまずいです！　すごくやばいです！」

メギス「例えるならば俺がス○イプで、あとは全員ハー○イオ○ーだ」

アテネ「全員ハー○イオ○ーって雑すぎませんか!?　私ツンデレじゃないですよ!?」メギス「では……ル○ズ？」

アテネ「作品変わっちゃったし結局ツンデレじゃないですか！　うわーん！　どっちもレジェンドなんだから怒られますよ～！」

メギス「とにかくそういう作品で、こういう作品だ。よろしく頼む」
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